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聖句は，特に注記がない限り，「新世界訳聖書」からの引用です。







表紙の絵

ヤコブは20年にわたって，伯父のラバンに不当に扱われた。でもエホバは，一生懸命に働いたヤコブにたくさんの祝福を与えた。（研究記事17の5節を参照。）
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研究記事15

イエスの奇跡から学べること


「イエスは各地を回って，善いことを行い，……人を全て癒やしました」。使徒 10:38

13番の歌 キリストは私たちの手本

何を学ぶか*




 1. イエスの最初の奇跡はどんなものでしたか。

西暦29年の秋，イエスが伝道を始めて間もなくのことです。イエスと母親のマリアと弟子たちは，カナでの結婚の披露宴に招待されています。カナは，イエスの郷里であるナザレの北にあります。マリアは新郎新婦の家族の友達で，招待客をもてなしていたようです。披露宴が進む中，困ったことが起きます。ぶどう酒が足りなくなってしまったのです。* 思ったよりも出席者が多かったのかもしれません。このままでは，新郎新婦も家族もとても恥ずかしい思いをすることになります。マリアは急いでイエスの所に行き，「ぶどう酒がありません」と言います。（ヨハ 2:1-3）イエスはどうしたでしょうか。水を「上等のぶどう酒」に変えるという奇跡を行いました。（ヨハ 2:9，10）

2-3. （ア）イエスはどんな奇跡を行いましたか。（イ）イエスの奇跡について調べるとよいのはどうしてですか。

2 イエスはその後も，宣教期間中にたくさんの奇跡を行って，何万人もの人たちを助けました。* 例えば，ある時には5000人の男性に，別の時には4000人の男性に食事を与えました。そこには女性や子供たちもいたので，全員合わせると2万7000人以上の人に食事を与えたのかもしれません。（マタ 14:15-21; 15:32-38）しかも，どちらの時にも病気の人を大勢癒やしました。（マタ 14:14; 15:30，31）奇跡によってイエスに助けてもらった人たちは感激したことでしょう。

3 イエスの奇跡について調べると，信仰が強まります。この記事では，イエスの奇跡から学べる大切なことを幾つか取り上げます。また，イエスが奇跡を行った時に示した謙遜さや思いやりにどのように倣えるかも考えます。






エホバとイエスについて学べること


 4. イエスの奇跡について調べると，どんなことを学べますか。

4 イエスの奇跡について調べると，イエスだけでなくエホバについても知ることができ，信仰が強まります。イエスに奇跡を行う力を与えたのはエホバです。使徒 10章38節にはこうあります。「神は聖なる力によってイエスを選び，力を与えました。イエスは各地を回って，善いことを行い，悪魔に虐待されている人を全て癒やしました。神が共にいたからです」。イエスの奇跡から，エホバの考え方や気持ちも知ることができます。イエスはエホバに完全に見習っていたからです。（ヨハ 14:9）では，イエスの奇跡から学べる点を3つ考えてみましょう。

 5. イエスはどんな気持ちから奇跡を行いましたか。（マタイ 20:30-34）

5 イエスとエホバは私たちを深く愛している。イエスは地上にいた時，苦しんでいる人たちを奇跡によって助け，心からの愛を示しました。ある時，目が見えない2人の人がイエスに助けを求めました。（マタイ 20:30-34を読む。）イエスは「かわいそうに思い」，目が見えるようにしてあげました。ここで「かわいそうに思[う]」と訳されているギリシャ語は，心の奥深くから湧き上がってくる強い気持ちを表しています。このような深い思いやりと愛の気持ちから，イエスはおなかを空かせた人たちに食べ物を与え，重い皮膚病の人を癒やしました。（マタ 15:32。マル 1:41）ですから，イエスも「温かい思いやり」の神エホバも，私たちを深く愛していて，私たちが苦しむのを見る時つらく感じているに違いありません。（ルカ 1:78。ペテ一 5:7）そして，苦しみの原因全てをなくしたいと思っています。

 6. エホバはイエスにどんな力を与えていますか。

6 エホバは人類の問題全てを解決する力をイエスに与えている。イエスの奇跡から，イエスには私たちがどうにもできない問題を解決する力がある，ということが分かります。例えば，私たちがぶつかる問題の根本原因である罪も，病気や死もなくす力があります。（マタ 9:1-6。ロマ 5:12，18，19）イエスは奇跡によって「あらゆる」病気を治し，亡くなった人を復活させました。（マタ 4:23。ヨハ 11:43，44）暴風を静めたり邪悪な天使を追い出したりしたこともあります。（マル 4:37-39。ルカ 8:2）イエスがエホバからこうした力を与えられていることを考えると，本当に安心できるのではないでしょうか。

7-8. （ア）イエスの奇跡からどんなことを確信できますか。（イ）あなたは新しい世界でどんなことが実現するのを楽しみにしていますか。

7 イエスが将来神の王国の王として素晴らしいことを行うと確信できる。イエスが地上で行った奇跡から，将来王国の王として地球規模でどんなことを行うかが分かります。例えば，あらゆる病気や障害がなくなり，私たちは完全に健康になります。（イザ 33:24; 35:5，6。啓 21:3，4）飢えに苦しむことも自然災害に遭うこともなくなります。（イザ 25:6。マル 4:41）「記念の墓」から出てくる家族や友達と再会する喜びも味わえます。（ヨハ 5:28，29）あなたは新しい世界でどんなことが実現するのを楽しみにしていますか。

8 イエスは奇跡を行った時，謙遜さや思いやりを示しました。私たちもぜひ見習いたい性質です。では，2つの例を考えてみましょう。1つ目は，カナでの結婚の披露宴で行われた奇跡です。






謙遜さについて学べること


 9. イエスがカナでの結婚の披露宴で奇跡を行ったのはどうしてですか。（ヨハネ 2:6-10）

9 ヨハネ 2:6-10を読む。披露宴でぶどう酒がなくなってしまった時，イエスは奇跡を行う義務があったわけではありません。メシアが奇跡によってぶどう酒を作るという預言はなかったからです。でも，考えてみてください。もし自分の披露宴で飲み物がなくなってしまったら，どんな気持ちになるでしょうか。イエスは，新郎新婦や家族が恥ずかしい思いをするのはかわいそうだと思ったのでしょう。それで，390㍑もの水を最高級のぶどう酒に変えるという奇跡を行いました。それほどたくさんのぶどう酒があれば，残った分を後で飲んだり，売ってお金に換えることもできたでしょう。新郎新婦は本当にほっとし，感謝したに違いありません。



[image: 新郎新婦と招待客が，踊ったり食事や上等のぶどう酒を楽しんだりしている。イエスは後ろの方でその様子を見ている。]

イエスに倣い，自分がしたことを自慢しないようにしましょう。（10-11節を参照。）*





10. ヨハネ 2章の記述のどんな点に注目できますか。（挿絵も参照。）

10 ヨハネ 2章の記述の細かい部分を見ていきましょう。イエスは，自分でかめいっぱいに水を注いで人々の注目を集めようとしたでしょうか。いいえ。給仕たちにそうするよう命じました。（6，7節）水をぶどう酒に変えた後も，それを自分で宴会の幹事の所に持っていくのではなく，給仕たちに持っていかせました。（8節）イエスは招待客の前でぶどう酒の入った器を高々と掲げ，「さあ，私がたった今作ったぶどう酒を召し上がってください！」と言ったりはしませんでした。

11. イエスが水をぶどう酒に変えた奇跡から，どんなことを学べますか。

11 この奇跡から，謙遜さの大切さが学べます。イエスは，水をぶどう酒に変えたことを自慢したりしませんでした。実際，イエスは自分がしたことを自慢することなど一度もありませんでした。いつもエホバが称賛されるようにしていました。（ヨハ 5:19，30; 8:28）私たちもイエスに倣って謙遜であるなら，自分のしたことを自慢したりはしないでしょう。エホバへの奉仕でどんなことを成し遂げるとしても，自分を高めるのではなく，素晴らしい神であるエホバのことを誇るようにしましょう。（エレ 9:23，24）いつもエホバが称賛されるようにしたいと思います。エホバの助けがなければ，私たちは何一つ成し遂げることができないからです。（コリ一 1:26-31）

12. イエスの謙遜さにどのように倣えますか。

12 イエスの謙遜さに倣う方法はほかにもあります。次のような場面を考えてみましょう。若い援助奉仕者の兄弟が初めて公開講演をすることになり，ある長老が時間を取って助けてあげます。おかげで，若い兄弟は良い話をすることができ，会衆の兄弟姉妹も励みを得ました。集会後，ある人が長老の所にやって来て，「誰々兄弟の話，すごく良かったですね」と言います。この長老は，「そうですね。実は私が準備を手伝ってあげたんですよ」と言うでしょうか。それとも謙遜に，「そうですね。本当にいい話でしたね」と言うでしょうか。謙遜であれば，自分がほかの人のためにしたことを得意げに話したりはしないはずです。エホバが私たちのしたことを見て高く評価してくれていることを喜べます。（マタイ 6:2-4と比較。ヘブ 13:16）イエスのように謙遜であるなら，エホバに喜んでいただくことができます。（ペテ一 5:6）






思いやりについて学べること


13. イエスはナインの町の近くでどんな光景を目にしましたか。そして，どんなことをしましたか。（ルカ 7:11-15）

13 ルカ 7:11-15を読む。イエスの宣教期間の中ごろのことです。イエスはガリラヤのナインという町に行きました。そこは，900年ほど前にエリシャがある女性の息子を復活させたシュネムという町の近くにあります。（王二 4:32-37）イエスが町の門の近くに来ると，葬式の行列が出てくるところでした。あるやもめの一人息子が亡くなってしまったのです。母親は深く悲しんでいて，町の人たちも大勢付き添っています。とても痛ましい光景です。イエスは行列を止め，驚くような奇跡を行います。その息子を復活させたのです。福音書にはイエスが行った復活が3つ記録されていますが，これはそのうちの最初のものです。



[image: 1. イエスが葬式の行列に近づき，悲しんでいる母親に優しく声を掛けている。2. ある姉妹が，集会の歌の時に泣いている姉妹の肩を抱いて慰めている。]

イエスに倣い，家族を亡くした人に思いやりを示しましょう。（14-16節を参照。）





14. ルカ 7章の記述のどんな点に注目できますか。（挿絵も参照。）

14 ルカ 7章の記述を詳しく見てみましょう。「イエスはその母親を見ると，かわいそうに思[った]」とあります。（13節）イエスは，母親が息子の遺体の前を泣きながら歩いていく姿を見て，心が痛んだのでしょう。でもイエスは，かわいそうに思っただけではありません。思いやりを示し，優しい口調で「泣くことはありません」と言いました。そして，母親のために素晴らしい奇跡を行います。息子を復活させ，「母親に渡した」のです。（14，15節）

15. イエスの奇跡からどんなことを学べますか。

15 イエスのこの奇跡から，悲しい思いをしている人に思いやりを示すことを学べます。私たちは，亡くなった人を復活させることはできません。でも，イエスのように，悲しんでいる人に関心を払ってよく観察するなら，力になりたいという気持ちを強めることができます。慰めになる言葉を掛けたり，助けになることをしてあげたりできます。* （格 17:17。コリ二 1:3，4。ペテ一 3:8）特別なことをする必要はありません。ちょっとした親切でも思いやりが伝わります。

16. 娘を亡くした姉妹の経験からどんなことを学べますか。（写真も参照。）

16 1つの実例を考えてみましょう。ある姉妹は集会で復活についての歌を歌っている時に，通路の反対側にいる姉妹が泣いていることに気付きました。その姉妹は，最近幼い娘を亡くしたばかりでした。姉妹はすぐに泣いている姉妹の隣に行き，肩を抱いて歌の残りを一緒に歌ってあげました。娘を亡くした姉妹はこう言っています。「温かい仲間に囲まれて，本当に幸せだと思いました。……必要な助けは王国会館でもらえる，ということを実感しました」。姉妹は，あの時集会に行って良かったと感じています。エホバは，私たちが「打ちのめされた人」を思いやってちょっとした親切を示す時にも，それに気付いて喜んでくださいます。（詩 34:18）






もっと調べてみましょう


17. この記事ではどんなことを学びましたか。

17 福音書に書かれているイエスの奇跡について学ぶと，信仰が強まります。エホバとイエスが私たちを深く愛してくださっていることや，イエスに全ての問題を解決する力があること，イエスが神の王国の王としてもうすぐ素晴らしいことを行ってくださることが分かります。細かい点にも注目して調べるなら，イエスにどのように倣うことができるかを学べるでしょう。イエスのほかの奇跡についても，個人研究や家族の崇拝で調べてみるのはどうですか。学んだことをほかの人に話すなら，きっと楽しい会話ができるでしょう。（ロマ 1:11，12）

18. 次の記事ではどんなことを学びますか。

18 イエスは宣教期間の終わりごろに，福音書に記録されている3つ目の復活を行いました。この復活は，ほかの2つとは違っていました。死んで4日たっていた親友を復活させたのです。では，この復活の記録からどんなことを学べるでしょうか。将来の復活が必ず起きると確信できるのはどうしてでしょうか。次の記事で考えましょう。







どのように答えますか


	  イエスの奇跡からどんなことを学べますか。



	  ヨハネ 2章6-10節に記録されている奇跡から，謙遜さについてどんなことを学べますか。



	  ルカ 7章11-15節に記録されている奇跡から，思いやりについてどんなことを学べますか。









20番の歌 あなたは貴重な子を与えてくださった

^  イエスは大嵐を静め，病気を治し，死者を復活させました。イエスの奇跡について読むとわくわくします。でも，こうした記録が聖書に残されているのは，私たちがただ読んで楽しむためではなく，大切なことを学ぶためです。イエスの奇跡について調べると，エホバとイエスについてもっとたくさんのことが分かり，信仰が強まります。どんな性質を身に付けたらよいかも学べます。


^  ある聖書学者はこう説明します。「東洋では，客をもてなすことは神聖な務めだった。食事や飲み物をちょうど必要な分だけ用意するのでは不十分だった。特に結婚の披露宴では，あふれるほど多くの物で手厚くもてなす必要があった」。


^  福音書にはイエスの奇跡が30以上記録されています。それ以外にも，幾つもの奇跡が1つの出来事としてまとめられている箇所もあります。例えば，「町中の人」がやって来た時に，「イエスはさまざまな病気の人を大勢治し」ました。（マル 1:32-34）


^  どうすれば悲しんでいる人の力になれるかについては，「ものみの塔」2010年11月1日号の「家族を亡くした人を慰める ― イエスのように」の記事を参照。




^  写真や挿絵: 新郎新婦と招待客が上等のぶどう酒を楽しんでいる。イエスは後ろの方でその様子を見ている。






^ （使徒 10:38） ナザレの人イエスのことであり，神は聖なる力によってイエスを選び*，力を与えました。イエスは各地を回って，善いことを行い，悪魔に虐待されている人を全て癒やしました。神が共にいたからです。

直訳，「に油を注ぎ」。


^  （ヨハ 2:1-3） 3日目にガリラヤのカナで結婚の披露宴があり，イエスの母親がそこにいた。 2 イエスと弟子たちも披露宴に招かれていた。 3 ぶどう酒が足りなくなった時，イエスは母親から，「ぶどう酒がありません」と言われた。



^  （ヨハ 2:9， 10） 宴会の幹事はぶどう酒に変えられた水を味見したが，その出どころを知らなかった。（水をくんできた給仕たちは知っていた。）それで花婿を呼んで， 10 こう言った。「普通は最初に上等のぶどう酒を出し，みんなが酔った頃に劣ったのを出しますが，あなたは上等のぶどう酒を今まで取っておいたのですね」。



^  （マタ 14:15-21） 夕方になる頃，弟子たちが来て言った。「ここは辺ぴな場所で，もう遅い時間です。群衆を解散させ，村に行って自分で食べ物を買えるようにしてあげてください」。 16 しかしイエスは言った。「その必要はありません。あなたたちが食べ物を与えなさい」。 17 弟子たちは言った。「5つのパンと2匹の魚しかありません」。 18 イエスは，「私の所に持ってきなさい」と言った。 19 そして，草の上に座るよう群衆に指示した。5つのパンと2匹の魚を取り，天を見上げて祈り，パンを割って弟子たちに渡し，次いで弟子たちが群衆に与えた。 20 こうして皆が食べて満足した。余ったかけらを拾うと，12個の籠がいっぱいになった。 21 食べた男性は約5000人で，女性や子供もいた。



^  （マタ 15:32-38） イエスは弟子たちを呼んで，言った。「群衆がかわいそうです。私と共に3日いて，食べる物がないのです。空腹のまま*去らせたくありません。途中で倒れてしまうかもしれません」。 33 しかし弟子たちは言った。「この辺ぴな場所のどこで，これほどの群衆に十分食べさせるだけのパンを得られるでしょうか」。 34 するとイエスは言った。「パンは幾つありますか」。弟子たちは，「7つです。それに小さな魚が何匹かあります」と言った。 35 イエスは，地面に座るよう群衆に指示した後， 36 7つのパンと数匹の魚を取り，感謝の祈りをしてから，それを割って弟子たちに渡し始め，そして弟子たちが群衆に与えた。 37 皆が食べて満足した。余ったかけらを拾うと，7つの大籠がいっぱいになった。 38 食べた男性は4000人で，女性や子供もいた。

または，「食べ物を持たせずに」，「何も食べないまま」。


^  （マタ 14:14） イエスは岸に下り，大勢の人を見た時，かわいそうに思い，病気の人たちを治した。



^  （マタ 15:30， 31） すると，大勢の人が，手足が不自由な人，目が見えない人，口が利けない人など，多くの人を連れてきて，イエスの足元に置いた。イエスはその人たちを治した。 31 群衆は，口が利けなかった人が言葉を発し，手が不自由だった人が治り，足が不自由だった人が歩き，目が見えなかった人が見えるようになったのを見て，とても驚き，イスラエルの神をたたえた。



^  （使徒 10:38） ナザレの人イエスのことであり，神は聖なる力によってイエスを選び*，力を与えました。イエスは各地を回って，善いことを行い，悪魔に虐待されている人を全て癒やしました。神が共にいたからです。

直訳，「に油を注ぎ」。


^  （ヨハ 14:9） イエスは言った。「こんなに長い間一緒に過ごしてきたのに，フィリポ，あなたはまだ私を知らないのですか。私を見た人は，父をも見たのです。どうして，『父を見せてください』と言うのですか。



^ （マタ 20:30-34） すると，道路の脇に座っていた目が見えない2人の人が，イエスがそばを通っていることを聞き，「主よ，憐れみをお掛けください，ダビデの子よ！」と叫んだ。 31 ところが人々は，黙っているようにと言って，叱った。けれども2人はますます大声で叫び，「主よ，憐れみをお掛けください，ダビデの子よ！」と言った。 32 それでイエスは立ち止まり，2人を呼び，「何をしてほしいのですか」と言った。 33 2人は，「主よ，目が見えるようにしてください」と言った。 34 イエスはかわいそうに思い，2人の目に触れた。すると，2人はすぐに目が見えるようになり，イエスの後に従った。



^  （マタ 20:30-34） すると，道路の脇に座っていた目が見えない2人の人が，イエスがそばを通っていることを聞き，「主よ，憐れみをお掛けください，ダビデの子よ！」と叫んだ。 31 ところが人々は，黙っているようにと言って，叱った。けれども2人はますます大声で叫び，「主よ，憐れみをお掛けください，ダビデの子よ！」と言った。 32 それでイエスは立ち止まり，2人を呼び，「何をしてほしいのですか」と言った。 33 2人は，「主よ，目が見えるようにしてください」と言った。 34 イエスはかわいそうに思い，2人の目に触れた。すると，2人はすぐに目が見えるようになり，イエスの後に従った。



^  （マタ 15:32） イエスは弟子たちを呼んで，言った。「群衆がかわいそうです。私と共に3日いて，食べる物がないのです。空腹のまま*去らせたくありません。途中で倒れてしまうかもしれません」。

または，「食べ物を持たせずに」，「何も食べないまま」。


^  （マル 1:41） イエスはかわいそうに思い，手を伸ばして男性に触り，「そう望みます。良くなりなさい」と言った。



^  （ルカ 1:78） それは神の温かい思いやりによる。この思いやりによって，神は私たちを夜明けのように照らし，



^  （ペテ一 5:7） そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

または，「不安」，「悩み」。


^  （マタ 9:1-6） イエスは舟に乗って対岸に渡り，自分の町に来た。 2 すると，人々が，体がまひした男性を担架で運んできた。イエスは彼らの信仰を見て，まひした男性に言った。「安心してください。あなたの罪は許されています」。 3 律法学者のある人たちは心の中で，「この男は冒瀆している」と言った。 4 イエスはその考えが分かり，こう言った。「なぜ邪悪なことを心の中で考えているのですか。 5 例えば，『あなたの罪は許されている』と言うのと，『起き上がって歩きなさい』と言うのとでは，どちらが簡単ですか。 6 しかし，人の子が罪を許す権威を地上で持っていることをあなた方が知るために―」。それから，まひした男性に言った。「起き上がって担架を持ち，家に帰りなさい」。



^  （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪*が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。

用語集参照。


^  （ロマ 5:18， 19） こうして，1つの過ちによってあらゆる人が有罪宣告を受けたように，1つの正しい行いによってあらゆる人が正しいと認められ，命を得られるようになりました。 19 1人の人の不従順によって多くの人が罪人になったように，1人の人の従順によって多くの人が正しい人になるのです。



^  （マタ 4:23） イエスはガリラヤ中を巡り，会堂で教え，王国の良い知らせを伝え，民のあらゆる病気や不調を治した。



^  （ヨハ 11:43， 44） イエスはそう言い終えると，大声で叫んだ。「ラザロ，出てきなさい！」 44 すると，死んでいたラザロが，手足に布を巻かれたまま出てきた。顔にも布が巻かれていた。イエスは言った。「ほどいて，歩けるようにしてあげなさい」。



^  （マル 4:37-39） ところが，激しい暴風が起き，舟は何度も波を浴びて，水浸しになった。 38 しかしイエスは，船尾で枕を使って眠っていた。それで弟子たちはイエスを起こし，「先生，私たちが死んでしまいそうなのに何とも思わないのですか」と言った。 39 イエスは起き上がって，風を叱りつけ，湖に「静まれ！ 静かになれ！」と言った。すると風はやみ，湖面はすっかり穏やかになった。



^  （ルカ 8:2） 邪悪な天使から解放され病気を癒やされた女性たちもいた。邪悪な天使7人を追い出してもらった，マグダレネと呼ばれるマリア，



^  （イザ 33:24） 「私は病気だ」と言う住民はいなくなる。 その土地に住む人々は過ちを許される。



^  （イザ 35:5， 6） その時，目が見えない人は見えるようになり， 耳が聞こえない人は聞こえるようになる。  6 その時，足が不自由な人は鹿のように跳びはね， 口が利けない人*は歓声を上げる。 荒野に水が湧き出て， 砂漠平原に川が流れる。

直訳，「人の舌」。


^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （イザ 25:6） 大軍を率いるエホバはこの山で全ての人々のために， 豪華な料理の宴を， 上等の*ぶどう酒の宴を催す。 骨髄をふんだんに使った豪華な料理の宴， こされた上等のぶどう酒の宴である。

または，「おりの上に寝かせられた」。


^  （マル 4:41） しかし弟子たちは大変な畏れを感じ，「一体どういう方なのだろう。風や湖さえ従うのだ」と互いに言った。



^  （ヨハ 5:28， 29） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^ （ヨハ 2:6-10） そこには，ユダヤ人の清めのしきたり通りに石の水がめが6つ置いてあり，各容量は五，六十リットルだった。 7 イエスが給仕たちに，「かめいっぱいに水を入れなさい」と言うと，彼らは縁までいっぱいに入れた。 8 イエスは言った。「さあ，少しくんで，宴会の幹事の所に持っていきなさい」。彼らは持っていった。 9 宴会の幹事はぶどう酒に変えられた水を味見したが，その出どころを知らなかった。（水をくんできた給仕たちは知っていた。）それで花婿を呼んで， 10 こう言った。「普通は最初に上等のぶどう酒を出し，みんなが酔った頃に劣ったのを出しますが，あなたは上等のぶどう酒を今まで取っておいたのですね」。



^  （ヨハ 2:6-10） そこには，ユダヤ人の清めのしきたり通りに石の水がめが6つ置いてあり，各容量は五，六十リットルだった。 7 イエスが給仕たちに，「かめいっぱいに水を入れなさい」と言うと，彼らは縁までいっぱいに入れた。 8 イエスは言った。「さあ，少しくんで，宴会の幹事の所に持っていきなさい」。彼らは持っていった。 9 宴会の幹事はぶどう酒に変えられた水を味見したが，その出どころを知らなかった。（水をくんできた給仕たちは知っていた。）それで花婿を呼んで， 10 こう言った。「普通は最初に上等のぶどう酒を出し，みんなが酔った頃に劣ったのを出しますが，あなたは上等のぶどう酒を今まで取っておいたのですね」。



^ （ヨハ 2:1-25） 3日目にガリラヤのカナで結婚の披露宴があり，イエスの母親がそこにいた。 2 イエスと弟子たちも披露宴に招かれていた。 3 ぶどう酒が足りなくなった時，イエスは母親から，「ぶどう酒がありません」と言われた。 4 しかしイエスは母親に言った。「それは私たちが心配することですか。私の時はまだ来ていません」。 5 イエスの母親は給仕たちに，「彼が言うことは何でもしてください」と言った。 6 そこには，ユダヤ人の清めのしきたり通りに石の水がめが6つ置いてあり，各容量は五，六十リットルだった。 7 イエスが給仕たちに，「かめいっぱいに水を入れなさい」と言うと，彼らは縁までいっぱいに入れた。 8 イエスは言った。「さあ，少しくんで，宴会の幹事の所に持っていきなさい」。彼らは持っていった。 9 宴会の幹事はぶどう酒に変えられた水を味見したが，その出どころを知らなかった。（水をくんできた給仕たちは知っていた。）それで花婿を呼んで， 10 こう言った。「普通は最初に上等のぶどう酒を出し，みんなが酔った頃に劣ったのを出しますが，あなたは上等のぶどう酒を今まで取っておいたのですね」。 11 イエスはこれを最初の奇跡*としてガリラヤのカナで行い，自分の力*を明らかにした。弟子たちはイエスに信仰を持った。 12 この後，イエスと母親と弟たち，また弟子たちは，カペルナウムに下っていったが，そこに長くは滞在しなかった。 13 さて，ユダヤ人の過ぎ越しの祭りが近かったので，イエスはエルサレムに上っていった。 14 そして神殿で，牛や羊やハトを売る人たちと，座っている両替人たちを目にした。 15 それで，縄でむちを作ると，羊や牛と一緒にその人たちを皆神殿から追い出し，両替屋の硬貨をまき散らし，彼らの台を倒した。 16 そして，ハトを売る人たちに言った。「これらの物を運び出しなさい！ 私の父の家を商売の家にするのはやめなさい！」 17 弟子たちは，「私はあなたの家に対する熱い思いを抑え切れない」と書いてあるのを思い出した。 18 そのため，ユダヤ人たちはイエスに言った。「こうしたことをするからには，どんなしるしを見せてくれるのか」。 19 イエスは答えた。「この神殿を壊してみなさい。3日で建て直します」。 20 ユダヤ人たちは言った。「この神殿は46年かけて建てられたのに，3日で建て直すのか」。 21 しかし，イエスが語っていた神殿とは自分の体のことだった。 22 弟子たちは，イエスが生き返った時になって，イエスがよくそう言っていたのを思い出した。そして聖書とイエスが語った言葉を信じた。 23 過ぎ越しの祭りの際にイエスがエルサレムにいた時，多くの人がイエスの行う奇跡を見て，彼の名に信仰を持った。 24 しかしイエスは，その人たちを信用したわけではなかった。人間がどういうものかを知っていたからであり， 25 人間について誰かに教えてもらう必要はなかったからである。人間の心に何があるかを知っていたのである。

直訳，「しるし」。
直訳，「栄光」。


^  （ヨハ 2:1-25） 3日目にガリラヤのカナで結婚の披露宴があり，イエスの母親がそこにいた。 2 イエスと弟子たちも披露宴に招かれていた。 3 ぶどう酒が足りなくなった時，イエスは母親から，「ぶどう酒がありません」と言われた。 4 しかしイエスは母親に言った。「それは私たちが心配することですか。私の時はまだ来ていません」。 5 イエスの母親は給仕たちに，「彼が言うことは何でもしてください」と言った。 6 そこには，ユダヤ人の清めのしきたり通りに石の水がめが6つ置いてあり，各容量は五，六十リットルだった。 7 イエスが給仕たちに，「かめいっぱいに水を入れなさい」と言うと，彼らは縁までいっぱいに入れた。 8 イエスは言った。「さあ，少しくんで，宴会の幹事の所に持っていきなさい」。彼らは持っていった。 9 宴会の幹事はぶどう酒に変えられた水を味見したが，その出どころを知らなかった。（水をくんできた給仕たちは知っていた。）それで花婿を呼んで， 10 こう言った。「普通は最初に上等のぶどう酒を出し，みんなが酔った頃に劣ったのを出しますが，あなたは上等のぶどう酒を今まで取っておいたのですね」。 11 イエスはこれを最初の奇跡*としてガリラヤのカナで行い，自分の力*を明らかにした。弟子たちはイエスに信仰を持った。 12 この後，イエスと母親と弟たち，また弟子たちは，カペルナウムに下っていったが，そこに長くは滞在しなかった。 13 さて，ユダヤ人の過ぎ越しの祭りが近かったので，イエスはエルサレムに上っていった。 14 そして神殿で，牛や羊やハトを売る人たちと，座っている両替人たちを目にした。 15 それで，縄でむちを作ると，羊や牛と一緒にその人たちを皆神殿から追い出し，両替屋の硬貨をまき散らし，彼らの台を倒した。 16 そして，ハトを売る人たちに言った。「これらの物を運び出しなさい！ 私の父の家を商売の家にするのはやめなさい！」 17 弟子たちは，「私はあなたの家に対する熱い思いを抑え切れない」と書いてあるのを思い出した。 18 そのため，ユダヤ人たちはイエスに言った。「こうしたことをするからには，どんなしるしを見せてくれるのか」。 19 イエスは答えた。「この神殿を壊してみなさい。3日で建て直します」。 20 ユダヤ人たちは言った。「この神殿は46年かけて建てられたのに，3日で建て直すのか」。 21 しかし，イエスが語っていた神殿とは自分の体のことだった。 22 弟子たちは，イエスが生き返った時になって，イエスがよくそう言っていたのを思い出した。そして聖書とイエスが語った言葉を信じた。 23 過ぎ越しの祭りの際にイエスがエルサレムにいた時，多くの人がイエスの行う奇跡を見て，彼の名に信仰を持った。 24 しかしイエスは，その人たちを信用したわけではなかった。人間がどういうものかを知っていたからであり， 25 人間について誰かに教えてもらう必要はなかったからである。人間の心に何があるかを知っていたのである。

直訳，「しるし」。
直訳，「栄光」。


^  （ヨハ 2:6， 7） そこには，ユダヤ人の清めのしきたり通りに石の水がめが6つ置いてあり，各容量は五，六十リットルだった。 7 イエスが給仕たちに，「かめいっぱいに水を入れなさい」と言うと，彼らは縁までいっぱいに入れた。



^  （ヨハ 2:8） イエスは言った。「さあ，少しくんで，宴会の幹事の所に持っていきなさい」。彼らは持っていった。



^  （ヨハ 5:19） それでイエスはユダヤ人たちにこう言った。「はっきり言っておきますが，子は自分からは何一つ行えず，父がしていることを見て行えるにすぎません。何でも父がすることを子も同じように行います。



^  （ヨハ 5:30） 私は自分からは何一つ行えません。聞く通りに裁きます。私の裁きは正しいものです。自分の意志ではなく，私を遣わした方の意志に沿って行うからです。



^  （ヨハ 8:28） それでイエスは言った。「あなた方は，人の子を杭に掛けた後に，私がその者で，何事も自分の考えで行っていたのではないことを知ります。私は，父が教えてくださった通りに，これらのことを話しています。



^  （エレ 9:23， 24） エホバはこう言う。 「賢い人は知恵を誇ってはならない。 強い人は力を誇ってはならない。 裕福な人は富を誇ってはならない」。 24 「誇る人は，私について理解*し知っていることを誇りなさい。 私はエホバであり，揺るぎない愛と公正と正義を地上で示す。 それらのことを私は喜ぶのである」と，エホバは宣言する。

または，「洞察」。


^  （コリ一 1:26-31） 兄弟たち，招かれた皆さん自身を見れば分かります。人から見て賢い人，力のある人，高貴な生まれ*の人は多くありません。 27 神は，世の中の愚かなものを選んで，賢い人が恥をかくようにし，世の中の弱いものを選んで，強いものが恥をかくようにしました。 28 神はまた，世の中の取るに足りないものや見下されているもの，つまり価値がないと見なされているものを選んで，価値があると見なされているものが無価値になるようにしました。 29 誰も神の前で誇ることがないようにするためです。 30 神によって，皆さんはキリスト･イエスと結ばれています。そしてキリストは私たちに神の知恵を明らかにし，私たちが正しいと認められ，神聖なものとされ，贖い*によって解放されるようにしました。 31 ですから，書かれている通り，「誇る人はエホバ*について誇るべきです」。

または，「立派な家柄」。
用語集参照。
付録A5参照。


^  （マタ 6:2-4） それで，憐れみの施しをするとき，偽善者たちが人から称賛を受けようとして会堂や街路でするように，施す前にラッパを吹いてはなりません。はっきり言いますが，その人たちは報いを全部得てしまっています。 3 憐れみの施しをするときには，右手がしていることを左手に知らせてはなりません。 4 憐れみの施しをひそかにするためです。そうすれば，ひそかに見ている父が報いてくださいます。



^  （ヘブ 13:16） さらに，善を行うことや，持っている物を分け合うことを忘れてはなりません。神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます。



^  （ペテ一 5:6） 神の力強い手の下で謙遜になってください。そうすれば，神はやがて皆さんを重んじて*くださいます。

直訳，「高く上げて」。


^ （ルカ 7:11-15） この後すぐ，イエスはナインという町に移動した。弟子や他の大勢の人が同行していた。 12 町の門に近づくと，死人が運び出されてくるところだった。それはある母親の一人息子で，しかも母親はやもめだった。町のかなり多くの人も一緒にいた。 13 主イエスはその母親を見ると，かわいそうに思い，「泣くことはありません」と言った。 14 そして，遺体を載せた台*に近づいて触った。担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言った。「若者よ，さあ，起き上がり*なさい！」 15 すると死人は体を起こして話し始め，イエスは息子を母親に渡した。

または，「担架」。
または，「目を覚まし」。


^  （ルカ 7:11-15） この後すぐ，イエスはナインという町に移動した。弟子や他の大勢の人が同行していた。 12 町の門に近づくと，死人が運び出されてくるところだった。それはある母親の一人息子で，しかも母親はやもめだった。町のかなり多くの人も一緒にいた。 13 主イエスはその母親を見ると，かわいそうに思い，「泣くことはありません」と言った。 14 そして，遺体を載せた台*に近づいて触った。担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言った。「若者よ，さあ，起き上がり*なさい！」 15 すると死人は体を起こして話し始め，イエスは息子を母親に渡した。

または，「担架」。
または，「目を覚まし」。


^  （王二 4:32-37） エリシャが家に着くと，死んだ子供はエリシャのベッドに横たわっていた。 33 エリシャは中に入り，戸を閉じてその子と2人だけになり，エホバに祈り始めた。 34 エリシャはベッドに上がって子供の上に伏し，自分の口をその子の口に，目をその子の目に，手のひらをその子の手のひらに当てて，覆いかぶさるようにしていると，その子の体は温かくなった。 35 それからエリシャは家の中を歩いて行ったり来たりし，再びベッドに上がって子供に覆いかぶさった。すると，その子はくしゃみを7回し，その後目を開けた。 36 エリシャはゲハジを呼び，「母親を呼びなさい」と言った。ゲハジが呼ぶと母親はやって来た。そこでエリシャは，「あなたの子を抱き上げなさい」と言った。 37 彼女は入ってきてエリシャの足元に身をかがめ，ひれ伏し，それから息子を抱き上げて出ていった。



^ （ルカ 7:1-50） イエスはこれらのことを民に話し終えると，カペルナウムに入った。 2 さて，ある士官の大切な奴隷が重い病気で死にかかっていた。 3 士官はイエスのことを聞くと，奴隷を治しに来てくれるよう頼むために，ユダヤ人の長老たちを遣わした。 4 長老たちはイエスのもとに来て，真剣に嘆願し始め，こう言った。「あの人の願いをぜひかなえてあげてください。 5 私たちの民を愛して，会堂を建ててくれました」。 6 それでイエスは一緒に行った。士官の家からあまり遠くない所まで来た時，士官はイエスに次のように伝えるために友人たちを遣わした。「閣下，わざわざ私のような者の家に来ていただくには及びません。 7 それに，私はあなたのもとに伺うにはふさわしくない者だと思いました。ただ一言言ってくださり，私の召し使いが癒やされるようにしてください。 8 といいますのは，私は権威の下に置かれた人間で，私の下にも兵士がおり，この者に『行け！』と言えば，行き，別の者に『来い！』と言えば，来ます。また，私の奴隷に，『これをせよ！』と言えば，それをします」。 9 イエスはこれらのことを聞いてとても驚き，後に従う群衆の方を向いて言った。「あなたたちに言いますが，イスラエルでもこれほどの信仰は見たことがありません」。 10 そして，遣わされた人たちが家に戻ると，奴隷は健康になっていた。 11 この後すぐ，イエスはナインという町に移動した。弟子や他の大勢の人が同行していた。 12 町の門に近づくと，死人が運び出されてくるところだった。それはある母親の一人息子で，しかも母親はやもめだった。町のかなり多くの人も一緒にいた。 13 主イエスはその母親を見ると，かわいそうに思い，「泣くことはありません」と言った。 14 そして，遺体を載せた台*に近づいて触った。担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言った。「若者よ，さあ，起き上がり*なさい！」 15 すると死人は体を起こして話し始め，イエスは息子を母親に渡した。 16 この時，皆は畏れを抱き，神をたたえ始めて，「偉大な預言者が私たちの間に現れた」，「神はご自分の民に注意を向けてくださった」と言った。 17 イエスに関するこの話はユダヤ全土と周囲の全地方に広まった。 18 ヨハネの弟子たちはこうしたこと全てをヨハネに報告した。 19 ヨハネは弟子のうち2人を呼び寄せ，主イエスに次のように尋ねさせるために遣わした。「あなたが，来ることになっている方ですか。それとも，ほかの方を待つべきでしょうか」。 20 その人たちはイエスの所に来て，言った。「バプテストのヨハネに遣わされました。お尋ねします。『あなたが，来ることになっている方ですか。それとも，別の方を待つべきでしょうか』」。 21 その時イエスは，重い病気を含めさまざまな病気の人や，邪悪な天使に取りつかれた人を大勢治し，目が見えない多くの人に視力を授けていた。 22 そしてこう答えた。「行って，見聞きした事柄をヨハネに報告しなさい。目が見えなかった人は見，足が不自由だった人は歩き，重い皮膚病の人は治り，耳が聞こえなかった人は聞き，死人は生き返り，貧しい人には良い知らせが告げられています。 23 私に疑いを抱かない*人は幸せです」。 24 ヨハネの使者が去っていくと，イエスはヨハネについて群衆に話し始めた。「皆さんは何を見に荒野に出ていったのですか。風に揺れるアシですか。 25 でなければ，何を見に出ていったのですか。上等な*服で装った人ですか。きらびやかな服を着てぜいたくに暮らしている人なら王の家にいます。 26 では，いったい何を見に出ていったのですか。預言者ですか。そうです。しかも，預言者をはるかに上回る人です。 27 この人について，こう書かれています。『私はあなた*の前に使者を遣わす。その使者はあなたの前に道を整える』。 28 皆さんに言いますが，これまでに生まれた人で，ヨハネより偉大な人はいません。しかし，神の王国で最も目立たない者も彼より偉大です。 29 （民と徴税人たちはこれを聞いて，神が正しいことを認めた。ヨハネのバプテスマを受けていたのである。 30 しかし，パリサイ派の人と律法に通じた人たちは，自分たちに対する神の意向*を無視した。ヨハネからバプテスマを受けていなかったからである。） 31 それで，私はこの世代の人々を誰になぞらえるべきでしょうか。誰に似ていますか。 32 広場に座って次のように叫び合う幼い子供たちに似ています。『笛を吹いてあげたのに，踊ってくれなかった。泣き叫んだのに，一緒に泣いてくれなかった』。 33 同じように皆さんは，バプテストのヨハネが来てパンを食べたりぶどう酒を飲んだりしないと，『彼は邪悪な天使に取りつかれている』と言い， 34 人の子が来て食べたり飲んだりすると，『見ろ，大食いで，大酒飲みの男，徴税人や罪人たちの仲間だ！』と言います。 35 しかし，知恵は結果によって明らかになります」。 36 さて，パリサイ派のある人がイエスに，一緒に食事をしてほしいと求め続けた。そこでイエスはその人の家に入り，食卓に着いた。 37 すると，その町で罪人として知られる女性が，イエスがその家で食事をして*いることを知り，白い石*のつぼに入った香油を持ってきた。 38 そして，イエスの後ろ，その足元に来て，泣いて涙で彼の足をぬらし始め，髪の毛で拭いていった。また，イエスの足に優しく口づけし，香油を注いだ。 39 イエスを招いたパリサイ派の人はそれを見て，心の中で言った。「この人が本当に預言者なら，自分に触っているのが誰でどんな女か知っているはずだ。この女は罪人だ」。 40 それでイエスは言った。「シモン，あなたに言うことがあります」。シモンは言った。「先生，何でしょうか」。 41 「2人の人がある人からお金を借りていました。1人は500デナリ，もう1人は50デナリでした。 42 2人が返済できないので，貸した人は2人を寛大に許してやりました。では，どちらの人が彼をより愛するでしょうか」。 43 シモンは答えた。「多く許してもらった方だと思います」。イエスは言った。「あなたの言う通りです」。 44 そして女性の方を向きながらシモンに言った。「この女性が見えますか。私が家に入っても，あなたは足を洗う水をくれませんでした。しかし，この女性は涙で私の足をぬらし，髪の毛で拭いてくれました。 45 あなたは私に口づけしませんでしたが，この女性は，私が入ってきた時から私の足に優しく口づけしてやめませんでした。 46 あなたは私の頭に油を注ぎませんでしたが，この女性は私の足に香油を注いでくれました。 47 それで，彼女の罪は多い*とはいえ許されています。彼女は多く愛したからです。ところが，わずかしか許されていない人は，わずかしか愛しません」。 48 そして女性に言った。「あなたの罪は許されています」。 49 一緒に食卓に着いていた人々は互いに言い始めた。「罪さえ許すこの人は，どういう人なのだろう」。 50 イエスは女性に言った。「あなたが救われたのは信仰があったからです。安心して暮らしなさい」。

または，「担架」。
または，「目を覚まし」。
直訳，「つまずかない」。
直訳，「柔らかな」。
直訳，「あなたの顔」。
または，「指示」，「導き」。
または，「食卓で横になって」。
直訳，「雪花石こう」。
または，「大きい」。


^  （ルカ 7:1-50） イエスはこれらのことを民に話し終えると，カペルナウムに入った。 2 さて，ある士官の大切な奴隷が重い病気で死にかかっていた。 3 士官はイエスのことを聞くと，奴隷を治しに来てくれるよう頼むために，ユダヤ人の長老たちを遣わした。 4 長老たちはイエスのもとに来て，真剣に嘆願し始め，こう言った。「あの人の願いをぜひかなえてあげてください。 5 私たちの民を愛して，会堂を建ててくれました」。 6 それでイエスは一緒に行った。士官の家からあまり遠くない所まで来た時，士官はイエスに次のように伝えるために友人たちを遣わした。「閣下，わざわざ私のような者の家に来ていただくには及びません。 7 それに，私はあなたのもとに伺うにはふさわしくない者だと思いました。ただ一言言ってくださり，私の召し使いが癒やされるようにしてください。 8 といいますのは，私は権威の下に置かれた人間で，私の下にも兵士がおり，この者に『行け！』と言えば，行き，別の者に『来い！』と言えば，来ます。また，私の奴隷に，『これをせよ！』と言えば，それをします」。 9 イエスはこれらのことを聞いてとても驚き，後に従う群衆の方を向いて言った。「あなたたちに言いますが，イスラエルでもこれほどの信仰は見たことがありません」。 10 そして，遣わされた人たちが家に戻ると，奴隷は健康になっていた。 11 この後すぐ，イエスはナインという町に移動した。弟子や他の大勢の人が同行していた。 12 町の門に近づくと，死人が運び出されてくるところだった。それはある母親の一人息子で，しかも母親はやもめだった。町のかなり多くの人も一緒にいた。 13 主イエスはその母親を見ると，かわいそうに思い，「泣くことはありません」と言った。 14 そして，遺体を載せた台*に近づいて触った。担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言った。「若者よ，さあ，起き上がり*なさい！」 15 すると死人は体を起こして話し始め，イエスは息子を母親に渡した。 16 この時，皆は畏れを抱き，神をたたえ始めて，「偉大な預言者が私たちの間に現れた」，「神はご自分の民に注意を向けてくださった」と言った。 17 イエスに関するこの話はユダヤ全土と周囲の全地方に広まった。 18 ヨハネの弟子たちはこうしたこと全てをヨハネに報告した。 19 ヨハネは弟子のうち2人を呼び寄せ，主イエスに次のように尋ねさせるために遣わした。「あなたが，来ることになっている方ですか。それとも，ほかの方を待つべきでしょうか」。 20 その人たちはイエスの所に来て，言った。「バプテストのヨハネに遣わされました。お尋ねします。『あなたが，来ることになっている方ですか。それとも，別の方を待つべきでしょうか』」。 21 その時イエスは，重い病気を含めさまざまな病気の人や，邪悪な天使に取りつかれた人を大勢治し，目が見えない多くの人に視力を授けていた。 22 そしてこう答えた。「行って，見聞きした事柄をヨハネに報告しなさい。目が見えなかった人は見，足が不自由だった人は歩き，重い皮膚病の人は治り，耳が聞こえなかった人は聞き，死人は生き返り，貧しい人には良い知らせが告げられています。 23 私に疑いを抱かない*人は幸せです」。 24 ヨハネの使者が去っていくと，イエスはヨハネについて群衆に話し始めた。「皆さんは何を見に荒野に出ていったのですか。風に揺れるアシですか。 25 でなければ，何を見に出ていったのですか。上等な*服で装った人ですか。きらびやかな服を着てぜいたくに暮らしている人なら王の家にいます。 26 では，いったい何を見に出ていったのですか。預言者ですか。そうです。しかも，預言者をはるかに上回る人です。 27 この人について，こう書かれています。『私はあなた*の前に使者を遣わす。その使者はあなたの前に道を整える』。 28 皆さんに言いますが，これまでに生まれた人で，ヨハネより偉大な人はいません。しかし，神の王国で最も目立たない者も彼より偉大です。 29 （民と徴税人たちはこれを聞いて，神が正しいことを認めた。ヨハネのバプテスマを受けていたのである。 30 しかし，パリサイ派の人と律法に通じた人たちは，自分たちに対する神の意向*を無視した。ヨハネからバプテスマを受けていなかったからである。） 31 それで，私はこの世代の人々を誰になぞらえるべきでしょうか。誰に似ていますか。 32 広場に座って次のように叫び合う幼い子供たちに似ています。『笛を吹いてあげたのに，踊ってくれなかった。泣き叫んだのに，一緒に泣いてくれなかった』。 33 同じように皆さんは，バプテストのヨハネが来てパンを食べたりぶどう酒を飲んだりしないと，『彼は邪悪な天使に取りつかれている』と言い， 34 人の子が来て食べたり飲んだりすると，『見ろ，大食いで，大酒飲みの男，徴税人や罪人たちの仲間だ！』と言います。 35 しかし，知恵は結果によって明らかになります」。 36 さて，パリサイ派のある人がイエスに，一緒に食事をしてほしいと求め続けた。そこでイエスはその人の家に入り，食卓に着いた。 37 すると，その町で罪人として知られる女性が，イエスがその家で食事をして*いることを知り，白い石*のつぼに入った香油を持ってきた。 38 そして，イエスの後ろ，その足元に来て，泣いて涙で彼の足をぬらし始め，髪の毛で拭いていった。また，イエスの足に優しく口づけし，香油を注いだ。 39 イエスを招いたパリサイ派の人はそれを見て，心の中で言った。「この人が本当に預言者なら，自分に触っているのが誰でどんな女か知っているはずだ。この女は罪人だ」。 40 それでイエスは言った。「シモン，あなたに言うことがあります」。シモンは言った。「先生，何でしょうか」。 41 「2人の人がある人からお金を借りていました。1人は500デナリ，もう1人は50デナリでした。 42 2人が返済できないので，貸した人は2人を寛大に許してやりました。では，どちらの人が彼をより愛するでしょうか」。 43 シモンは答えた。「多く許してもらった方だと思います」。イエスは言った。「あなたの言う通りです」。 44 そして女性の方を向きながらシモンに言った。「この女性が見えますか。私が家に入っても，あなたは足を洗う水をくれませんでした。しかし，この女性は涙で私の足をぬらし，髪の毛で拭いてくれました。 45 あなたは私に口づけしませんでしたが，この女性は，私が入ってきた時から私の足に優しく口づけしてやめませんでした。 46 あなたは私の頭に油を注ぎませんでしたが，この女性は私の足に香油を注いでくれました。 47 それで，彼女の罪は多い*とはいえ許されています。彼女は多く愛したからです。ところが，わずかしか許されていない人は，わずかしか愛しません」。 48 そして女性に言った。「あなたの罪は許されています」。 49 一緒に食卓に着いていた人々は互いに言い始めた。「罪さえ許すこの人は，どういう人なのだろう」。 50 イエスは女性に言った。「あなたが救われたのは信仰があったからです。安心して暮らしなさい」。

または，「担架」。
または，「目を覚まし」。
直訳，「つまずかない」。
直訳，「柔らかな」。
直訳，「あなたの顔」。
または，「指示」，「導き」。
または，「食卓で横になって」。
直訳，「雪花石こう」。
または，「大きい」。


^  （ルカ 7:13） 主イエスはその母親を見ると，かわいそうに思い，「泣くことはありません」と言った。



^  （ルカ 7:14， 15） そして，遺体を載せた台*に近づいて触った。担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言った。「若者よ，さあ，起き上がり*なさい！」 15 すると死人は体を起こして話し始め，イエスは息子を母親に渡した。

または，「担架」。
または，「目を覚まし」。


^  （格 17:17） 真の友はどんな時にも愛を示す。 苦難の時に頼れる兄弟である。



^  （コリ二 1:3， 4） 私たちの主イエス･キリストの父である神が賛美されますように。神は，温かな憐れみの父，あらゆる慰めの神であり， 4 私たちがどんな試練*に遭うとしても慰めて*くださいます。それで私たちは，神からの慰めにより，どんな試練*に遭う人をも慰めることができます。

または，「苦難」。
または，「励まして」。
または，「苦難」。


^  （ペテ一 3:8） 最後に，皆が，一致した考え*，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。

または，「同じ考え方」。


^  （詩 34:18） エホバは心が傷ついた人のそばにいる。 打ちのめされた*人を救ってくださる。

または，「落胆した」。


^  （ロマ 1:11， 12） 皆さんに会うことを心から願っています。神からの贈り物を与えて*，皆さんを力づけるためです。 12 いえ，むしろ，皆さんの信仰と私の信仰によって励まし合うためです。

または，「神からの能力を用いて」。


^ （ヨハ 2:6-10） そこには，ユダヤ人の清めのしきたり通りに石の水がめが6つ置いてあり，各容量は五，六十リットルだった。 7 イエスが給仕たちに，「かめいっぱいに水を入れなさい」と言うと，彼らは縁までいっぱいに入れた。 8 イエスは言った。「さあ，少しくんで，宴会の幹事の所に持っていきなさい」。彼らは持っていった。 9 宴会の幹事はぶどう酒に変えられた水を味見したが，その出どころを知らなかった。（水をくんできた給仕たちは知っていた。）それで花婿を呼んで， 10 こう言った。「普通は最初に上等のぶどう酒を出し，みんなが酔った頃に劣ったのを出しますが，あなたは上等のぶどう酒を今まで取っておいたのですね」。



^ （ルカ 7:11-15） この後すぐ，イエスはナインという町に移動した。弟子や他の大勢の人が同行していた。 12 町の門に近づくと，死人が運び出されてくるところだった。それはある母親の一人息子で，しかも母親はやもめだった。町のかなり多くの人も一緒にいた。 13 主イエスはその母親を見ると，かわいそうに思い，「泣くことはありません」と言った。 14 そして，遺体を載せた台*に近づいて触った。担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言った。「若者よ，さあ，起き上がり*なさい！」 15 すると死人は体を起こして話し始め，イエスは息子を母親に渡した。

または，「担架」。
または，「目を覚まし」。


^ （マル 1:32-34） 夕方になり，日が沈むと，人々は病気の人や邪悪な天使に取りつかれた人を残らずイエスのもとに連れてくるようになった。 33 町中の人が戸口の前に集まった。 34 イエスはさまざまな病気の人を大勢治し，多くの邪悪な天使を追い出した。邪悪な天使たちには話をさせなかった。彼らがイエスはキリストだと知っていたからである。








研究記事16

「あなたの兄弟は生き返ります」


「イエスは[マルタに]言った。『あなたの兄弟は生き返ります』」。ヨハネ 11:23

151番の歌 神は呼んでくださる

何を学ぶか*




 1. マシューの言葉には復活の希望への確信がどのように表れていますか。

マシューという7歳の男の子は重い病気を抱えていて，手術が何度も必要な状況でした。ある日，家族でJW Broadcasting®のマンスリープログラムを見ていました。その最後の方で流れたミュージックビデオでは，復活してきた愛する家族を出迎えるシーンが描かれていました。* マンスリープログラムを見終わった後，マシューは両親の手を握ってこう言いました。「パパ，ママ，もしぼくが死んでも必ず復活してくるからね。心配しないで待っててね」。この両親は，息子にとって復活の約束が現実のものになっていることを知って，どれほどうれしかったことでしょう。

2-3. 復活の約束について考えるとよいのはどうしてですか。

2 聖書に書かれている復活の約束について時々考えるのは大切なことです。（ヨハ 5:28，29）どうしてでしょうか。私たちは突然，命に関わる病気になったり，大切な人を亡くしたりするかもしれないからです。（伝 9:11。ヤコ 4:13，14）でも復活の希望があるなら，こうした大変な経験をしても耐えることができます。（テサ一 4:13）聖書を調べると，エホバが私たちのことをよく知っていて，深く愛してくださっていることが分かります。（ルカ 12:7）エホバは私たちの性格や記憶といった細かいところまでよく知っているからこそ，私たちを復活させることができます。そして私たちに永遠の命を与えたいと思っています。本当に愛情深い神ではないでしょうか。

3 この記事ではまず，復活の約束を信じられる理由について考えます。そして，この記事の主題である，「あなたの兄弟は生き返ります」という言葉が語られた感動的な記述について調べます。（ヨハ 11:23）復活の希望を自分にとってもっと現実のものとするためにどんなことができるかも考えます。






復活の約束を信じられるのはどうしてか


 4. 約束を信じるためには，どんなことを確信している必要がありますか。

4 誰かの約束を信じるためには，その人が約束を果たしたいという願いと，そうするための力や能力を持っていることを確信している必要があります。例えで考えてみましょう。あなたの家が嵐で壊れてしまったとします。そこに友達がやって来て，「家の修理を手伝ってあげるよ」と約束してくれます。あなたは，その友達が誠実な人で，助けてあげたいという願いを持っていることを知っています。しかも，腕のいい大工で必要な道具も持っているので，家を修理する能力もあります。そうであれば，その友達の約束を信じられるでしょう。では，亡くなった人を復活させるというエホバの約束についてはどうでしょうか。エホバは，約束を果たしたいという願いと，そうするための力を持っているでしょうか。

5-6. エホバが亡くなった人を復活させたいと心から願っていることは，どんなことから分かりますか。

5 まずはエホバの願いについて考えてみましょう。エホバは何人もの聖書筆者を聖なる力によって導き，将来起きる復活について書かせました。（イザ 26:19。ホセ 13:14。啓 20:11-13）エホバが約束を果たさなかったことは一度もありません。（ヨシュ 23:14）エホバは亡くなった人を復活させたいと心から願っています。どうしてそう言えるでしょうか。

6 ヨブが語った言葉について考えてみましょう。ヨブは，たとえ死んでも，エホバが自分を生き返らせたいと願っていることをよく理解していました。（ヨブ 14:14，15）エホバは，ご自分に忠実に仕えて亡くなった全ての人についても同じ願いを持っています。そうした人たちを生き返らせ，健康で幸せな毎日を過ごせるようにしてあげたいと思っているのです。では，生きている間にエホバを知るチャンスがなかった大勢の人たちについてはどうでしょうか。エホバは愛情深い方なので，そうした人たちのことも復活させたいと思っています。（使徒 24:15）ご自分と友になり，地上で永遠に暮らしてほしいと思っているのです。（ヨハ 3:16）こうしたことから，エホバが亡くなった人たちを復活させたいと願っていることが分かります。

7-8. エホバに亡くなった人を復活させる力があると言えるのはどうしてですか。

7 エホバには復活させる力もあるのでしょうか。もちろんです。エホバは「全能者」です。（啓 1:8）それで，死という敵でさえ打ち負かすことができます。（コリ一 15:26）このことを知ると，慰められ，力になるのではないでしょうか。エマ･アーノルド姉妹の例を考えてみましょう。第2次世界大戦中，姉妹と家族は信仰を試される大変な経験をしました。ナチ強制収容所で大切な人たちが亡くなった時，姉妹はこう言って娘を慰めました。「もし死が人類を永久に束縛するとしたら，死は神よりも強いことになってしまうわね」。エホバはどんなものよりも強い方です。全能者で，人間に命を与えた方なのですから，亡くなった人に命を再び与えて生き返らせることも必ずできるはずです。

8 エホバに復活させる力があると言えるもう1つの理由は，無限の記憶力を持っているということです。エホバは，全ての星をそれぞれ名前で呼んでいます。（イザ 40:26）亡くなった人たちのことも忘れずに覚えています。（ヨブ 14:13。ルカ 20:37，38）亡くなった人が生きている間に経験したことや，その人の記憶や遺伝情報といった細かなことさえ，エホバは覚えているのです。

 9. 亡くなった人を復活させるというエホバの約束をあなたが信じているのはどうしてですか。

9 このように，私たちは亡くなった人を復活させるというエホバの約束を信じることができます。エホバがその約束を果たしたいと思っていて，そうするための力も持っているからです。信じられる理由はほかにもあります。エホバが亡くなった人をすでに復活させたことがある，ということです。聖書には，イエスや幾人かの人がエホバの助けで亡くなった人を復活させたことが記録されています。ではその中から，ヨハネ 11章に書かれているイエスが行った奇跡について見てみましょう。






親友の死


10. イエスがヨルダン川の東側で伝道していた時，どんなことが起きましたか。イエスはどうしましたか。（ヨハネ 11:1-3）

10 ヨハネ 11:1-3を読む。西暦32年の終わりごろ，ベタニヤでの出来事です。この村には，ラザロとその姉妹たち，マリアとマルタが住んでいました。3人はイエスの親友でした。（ルカ 10:38-42）ラザロが病気になった時，心配したマリアとマルタはそのことをイエスに伝えます。その時イエスは，ヨルダン川の向こう側にいました。ベタニヤから歩いて2日ほどかかる場所です。（ヨハ 10:40）残念なことに，使いがイエスの元に到着する頃にラザロは死んでしまいます。イエスはラザロが死んだことを知った後，そこに2日とどまってからベタニヤに向かいました。イエスが到着した頃には，ラザロが死んでもう4日たっていました。この時，イエスは友のために素晴らしいことを行おうとしていました。そして，それは神に栄光をもたらすものとなりました。（ヨハ 11:4，6，11，17）

11. この記述から，友情についてどんな大切なことを学べますか。

11 この記述から，友情について大切なことを学べます。マリアとマルタはイエスに使いを送った時，ベタニヤに来てほしいとは言いませんでした。あなたの大切な友が病気です，とだけ伝えました。（ヨハ 11:3）ラザロが死んだ時，イエスは自分がいた場所からラザロを復活させることもできましたが，そうはしませんでした。ベタニヤに行って，マリアとマルタのそばにいることにしました。あなたにも，こちらから頼まなくても助けになってくれる友人がきっといるでしょう。そうした人は，あなたにとって「苦難の時」に頼れる友と言えます。（格 17:17）イエスのように，私たちもそんな友になりたいものです。では，聖書の記述に戻って，次にどんなことが起きたか見てみましょう。

12. イエスはマルタにどんなことを約束しますか。それを信じられるのはなぜですか。（ヨハネ 11:23-26）

12 ヨハネ 11:23-26を読む。マルタは，イエスがベタニヤの近くまで来ていることを知ると，すぐにイエスに会いに行きます。そして，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言います。（ヨハ 11:21）確かに，イエスにはラザロを癒やす力がありました。でもイエスはもっと驚くべきことを行おうとしていました。イエスは，「あなたの兄弟は生き返ります」と約束します。さらに，「私は復活であり，命です」と言って，マルタの確信を強めます。イエスは死者を復活させる力を神から与えられていたので，そう言うことができました。実際，これより前にも2人の人を復活させていました。1人は亡くなった直後の少女で，もう1人は亡くなってから少し時間がたっていた若者でした。（ルカ 7:11-15; 8:49-55）でも，死後4日たって，体が腐り始めている人を復活させることなどできるのでしょうか。






「ラザロ，出てきなさい！」




[image: イエスがマリアやマルタたちと一緒に泣いている。]

イエスは深く悲しんでいる友を見て，同じようにつらく感じた。（13-14節を参照。）





13. ヨハネ 11章32-35節によると，イエスはマリアやほかの人たちが泣き悲しんでいるのを見て，どんな気持ちになりましたか。（挿絵も参照。）

13 ヨハネ 11:32-35を読む。ラザロのもう1人の姉妹マリアもイエスに会いに行きます。そして，マルタと同じように，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言います。イエスはマリアや周りの人たちが泣き悲しんでいるのを見て，胸が締め付けられるように感じ，涙を流します。イエスは，愛する人を亡くすことがどれほどつらいことか，よく理解しています。だからこそ，悲しみの原因となるものをなくしたいと強く願っています。

14. マリアが悲しんでいるのを見た時のイエスの様子から，エホバについてどんなことが分かりますか。

14 マリアが悲しんでいるのを見た時のイエスの様子から，エホバが温かい思いやりのある神だということが分かります。なぜそう言えますか。前の記事で学んだ通り，イエスは考え方や感じ方がエホバとそっくりです。（ヨハ 12:45）それで，友が悲しんでいる様子を見た時にイエスが同じようにつらく感じ，涙を流したという記述を読む時，エホバも私たちの悲しみの涙を見て，同じようにつらく感じてくださるということが分かります。（詩 56:8）このことを知ると，優しいエホバにもっと近づきたいと思うのではないでしょうか。



[image: イエスが，布を巻かれたラザロに墓から出てくるようにと呼び掛けている。マルタやマリアたちは墓の中を見て驚いている。]

イエスは亡くなった人を復活させる力があることを示した。（15-16節を参照。）





15. ヨハネ 11章41-44節によると，ラザロの墓でどんなことが起きましたか。（挿絵も参照。）

15 ヨハネ 11:41-44を読む。イエスはラザロの墓の所にやって来ると，入り口の石をどけるようにと言います。でもマルタは，もう臭くなっているはずだと，言います。それに対してイエスはこう言います。「信じるなら神の輝かしい力を見る，とあなたに言いませんでしたか」。（ヨハ 11:39，40）そして天を見上げて，みんなの前で祈りを捧げます。全ての栄光がエホバにもたらされることを願っていたからです。そして，「ラザロ，出てきなさい！」と言います。すると，多くの人があり得ないと思っていたことが起きます。何とラザロが墓の中から出てきたのです。（ヨハネ 11:17の注釈を参照。）

16. ヨハネ 11章の記述を読むと，復活の約束に対する信仰が強まると言えるのはどうしてですか。

16 ヨハネ 11章の記述を読むと，復活の約束に対する信仰が強まります。イエスはマルタに，「あなたの兄弟は生き返ります」と約束しました。（ヨハ 11:23）イエスもエホバと同じように，亡くなった人を復活させたいと思っていて，そうするための力を持っています。イエスが涙を流したことから，死やそれによって生じる悲しみをなくしたいと心から願っていることが分かります。そして，ラザロが墓から出てきたことから，イエスに亡くなった人を復活させる力があることも分かります。さらに，イエスはマルタにこう言いました。「信じるなら神の輝かしい力を見る，とあなたに言いませんでしたか」。（ヨハ 11:40）確かに，私たちには復活の約束を信じる十分の理由があります。では，どうすれば復活の希望を自分にとってもっと現実のものとすることができるでしょうか。






復活の希望をもっと現実的なものとするには


17. 復活についての記録を読む時には，どんな点に注目するとよいですか。

17 復活の記録を読んでじっくり考える。聖書には，地上に復活した人たちの記録が8つ収められています。* それぞれの記述をじっくり調べてみるのはどうでしょうか。実在したこれらの人たち一人一人をイメージしながら読んでみましょう。エホバの願いや力についてどんなことが分かるかも考えてください。そして，最も重要な意味を持つイエスの復活についても考えてみましょう。何百人もの人が復活したイエスを目撃しました。このイエスの復活は，将来の復活が必ず起きることの強力な証拠となっています。（コリ一 15:3-6，20-22）

18. 復活の希望についての歌をどのように活用できますか。（脚注も参照。）

18 復活についての「崇拝の歌」を活用する。* （エフェ 5:19）そうするなら，復活の希望をもっと現実的なものとすることができます。家族の崇拝で，こうした歌を聞いたり練習したりしましょう。歌詞の意味を話し合うこともできます。歌詞を覚え，情景を思い描くようにしてください。そうするなら，命に関わる問題にぶつかったり大切な人を亡くしたりする時にも，エホバが聖なる力によってそうした歌を思い出させてくれます。そして，慰めや力を得ることができるでしょう。

19. 新しい世界についてどんなことをイメージするとよいですか。（「どんなことを聞いてみたいですか」の囲みも参照。）

19 想像力を働かせる。エホバは私たちに想像力を与えて，楽園での様子をイメージできるようにしてくださっています。ある姉妹はこう言います。「私は時間を取って新しい世界にいる自分をイメージするようにしています。そうしていると，楽園で咲いているバラの香りもしてきます」。聖書に出てくる忠実な人たちと会った時の様子もイメージしてみましょう。あなたは誰に会いたいですか。どんなことを聞いてみたいと思いますか。亡くなった愛する人と再会する時のことも考えてみてください。最初にどんな言葉を掛けますか。その人を抱き締める時，どんな気持ちになるでしょうか。喜びのあまり涙を流しているでしょうか。

どんなことを聞いてみたいですか


新しい世界で復活してくる人たちにこんな質問ができるかもしれません。

ノアの妻: 名前は何ですか。邪悪な人たちが大勢いる中で子供を守るために，夫婦でどんなことをしたんですか。（創 6:5，13）

イサク: まきを背負って山を登っていた時，どんな心境だったんですか。（創 22:6-8）

ヨブ: 試練に遭っていた時に天で起きていたことを知って，どう思いましたか。（ヨブ 1:6-12; 2:1-7）

バプテスマを施す人ヨハネ: エホバの声ってどんな感じでしたか。（マタ 3:13-17）

イエスの隣で杭に掛けられた人: イエスが亡くなる直前の様子について，何か話してもらえますか。（ルカ 23:39-43）

あなたなら次の人たちにどんなことを聞きたいですか。

アベル

アブラハム

エフタの娘

ダビデ

ヨナ





20. あなたはどんなことをしたいと思いますか。

20 亡くなった人を復活させるとエホバが約束してくれていることに，本当に感謝できます。エホバはその約束を果たしたいと思っていて，そうするための力を持っているので，必ずその通りになると確信できます。では，この約束への信仰をこれからも強めていきましょう。そうするなら，優しいエホバともっと親しくなることができます。エホバは私たち一人一人にこう約束しています。「あなたの大切な人は生き返ります」。







どのように答えますか


	  復活に関するエホバの約束を信じられるのはどうしてですか。



	  イエスがラザロを復活させた時の記述から，どんなことを学べますか。



	  復活の希望をもっと現実的なものとするために，どんなことができますか。









147番の歌 約束された永遠の命

^  愛する人を亡くすという経験をしたことがありますか。もしあるなら，復活の約束はあなたにとって大きな慰めとなっていることでしょう。では，この約束を信じている理由をどのように説明できるでしょうか。復活の希望をもっと現実的なものとするために，どんなことができるでしょうか。この記事を学ぶと，復活の希望が必ず実現するという信仰が強まるでしょう。


^  これは，2016年11月のマンスリープログラムで紹介された「Just Around the Corner ― もうすぐそこに ―」のミュージックビデオです。


^  「ものみの塔」2015年8月1日号4ページの「聖書に記録されている8つの復活」という囲みを参照。


^  「喜びにあふれてエホバに歌う」には，次のような歌があります。「新しい世界を見つめて」（139番），「報いを見つめて」（144番），「神は呼んでくださる」（151番）。オリジナルソングには，次のような歌もあります。「Just Around the Corner ― もうすぐそこに ―」，「希望はぼくらを」，「心の目で見れば」。






^ （ヨハ 11:23） イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。



^  （ヨハ 5:28， 29） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^  （伝 9:11） 私はこの地上で次のことも知るようになった。足の速い人がいつも競走に勝つわけでも，強い人が戦いに勝つわけでもない。また，賢い人がいつも食事にありつけるとは限らない。知的な人が裕福になるとも，知識がある人が成功するとも限らない。なぜなら，思いも寄らないことがいつ誰にでも起きるからだ。



^  （ヤコ 4:13， 14） 「今日か明日，あの都市に行ってそこで1年過ごし，商売をしてもうけよう」と言う人たち， 14 皆さんは自分の命が明日どうなるかも知りません。皆さんは少しの間だけ現れて消える霧だからです。



^  （テサ一 4:13） 兄弟たち，死んで眠っている人たちについて知らないでいてほしくありません。希望を持っていない人のように悲しんだりしないためです。



^  （ルカ 12:7） ところが，あなたたちは髪の毛まで全て数えられています。恐れることはありません。あなたたちはたくさんのスズメより価値があるのです。



^  （ヨハ 11:23） イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。



^  （イザ 26:19） 「あなたの死者は生きる。 私の民の死体*は起き上がる。 土の中に住む者たち， 目を覚まし，歓声を上げなさい！ あなたの露は朝露*のようであり， 大地は無力な死者を生き返らせる*。

直訳，「私の死体」。
もしかすると，「草（アオイ）の露」。
または，「産む」。


^  （ホセ 13:14） 私は墓*から彼らを救い出す*。 死から彼らを取り戻す。 死よ，さあ，とげで刺してみよ。 墓よ，さあ，破滅させてみよ。 私は同情を示さない。

または，「墓の力」。用語集参照。
直訳，「買い戻す」。


^  （啓 20:11-13） また私は，大きな白い王座とそれに座っている方を見た。その方の前から地と天が逃げ去り，もはや見られなくなった。 12 さらに見ると，死んだ人々が，大きな者も小さな者も，王座の前に立っており，数々の巻物が開かれた。別の巻物，すなわち命の巻物も開かれた。死んだ人々は，数々の巻物に書かれている事柄に基づき，各自の行いに応じて裁かれた。 13 海はその中の死者を出し，死と墓*もその中の死者を出し，その人々は各自の行いに応じて裁かれた。

ギリシャ語，ハデス。用語集参照。


^  （ヨシュ 23:14） 皆さん，私はもう長くありません。皆さんがよく*知っている通り，皆さんの神エホバが話した全ての良い約束のうち，果たされなかった言葉は一つもありません。皆さんにとって全てその通りになりました。果たされなかった言葉は一つもありません。

または，「心を尽くし自分の全てを尽くして」。


^  （ヨブ 14:14， 15） 人は死ぬと，もう一度生きられるでしょうか。 私は捕らわれている間*，解放の時が来るまでずっと待ちます。 15 あなたは呼んでくださり，私はあなたに答えます。 あなたはご自分の手で造った人に再び会いたいと願い*ます。

死んでいる間のこと。
または，「人のことを慕い」。


^  （使徒 24:15） また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。



^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （啓 1:8） エホバ*神はこう言います。「私はアルファであり，オメガである*。今おり，かつており，これから来る者，全能者である」。

付録A5参照。
アルファとオメガは，ギリシャ語のアルファベットの最初の文字と最後の文字。


^  （コリ一 15:26） そして最後の敵である死が除き去られます。



^  （イザ 40:26） 天を見上げてみなさい。 誰がこれらの物を創造したのか。 星の軍勢を数え上げて率いている者である。 その者は全ての星を名で呼ぶ。 膨大な活力*と驚異的な力を持っているので， 一つとして欠ける星はない。

または，「動的エネルギー」。


^  （ヨブ 14:13） 私を墓*に隠してください！ あなたの怒りが過ぎ去るまで私を隠し， 私のために期限を定め，時が来たら私を思い出してください。

ヘブライ語，シェオル。用語集参照。


^  （ルカ 20:37， 38） 死者が生き返ることに関しては，モーセも，いばらの木に関する記述の中で明らかにしました。その際エホバを『アブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神』と呼んでいます。 38 この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です。彼らは皆，神にとっては生きているのです」。



^  （ヨハ 11:1-57） さて，ラザロという男性が病気だった。マリアとその姉妹マルタの村ベタニヤの人である。 2 このマリアは，主イエスに香油を注ぎ，イエスの足を髪の毛で拭いて乾かした人である。その兄弟ラザロが病気だった。 3 この姉妹たちは人を遣わしてイエスに次のように伝えた。「主よ，あなたが愛情を抱いている者が病気です」。 4 しかしイエスはそれを聞いて，こう言った。「この病気は死で終わるのではなく，神に栄光をもたらし，神の子も栄光を受けます」。 5 イエスはマルタとマリアとラザロを愛していた。 6 しかし，ラザロが病気だと聞いても，同じ所にさらに2日とどまっていた。 7 その後，弟子たちに，「もう一度ユダヤに行きましょう」と言った。 8 弟子たちは言った。「ラビ，ついこの間ユダヤ人たちに石打ちにされそうになったのに，また行くのですか」。 9 イエスは答えた。「昼間は12時間あるのではないでしょうか。誰でも昼間に歩くなら何にもぶつかりません。人々*のための光によって見ることができるからです。 10 しかし，誰でも夜歩くなら何かにぶつかります。光がその人の内にないからです」。 11 イエスはこれらのことを述べた後，さらにこう言った。「友のラザロは眠っていますが，私は起こしに行きます」。 12 弟子たちは言った。「主よ，眠っているのであれば，良くなる*でしょう」。 13 イエスは実際にはラザロの死について話していたが，弟子たちは，眠って休んでいることについて話していると思った。 14 それでイエスははっきり言った。「ラザロは死にました。 15 私がそこにいなかったことは，あなたたちのためになります。あなたたちの信仰は強められます。さあ，行きましょう」。 16 そこで，双子と呼ばれるトマスが仲間の弟子たちに言った。「私たちも行って，共に死のうではないか」。 17 イエスが到着した時，ラザロが墓に入れられて4日たっていた。 18 ところで，ベタニヤはエルサレムから3キロほどの所にあった。 19 それで大勢のユダヤ人が，兄弟を亡くしたマルタとマリアを慰めに来ていた。 20 マルタはイエスが来ると聞いて会いに行ったが，マリアは家で座っていた。 21 そしてマルタはイエスに言った。「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう。 22 でも，あなたが求めるどんなことも神がかなえてくださると今でも信じています」。 23 イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。 24 マルタは言った。「終わりの日の復活の時に彼が生き返ることは知っています」。 25 イエスは言った。「私は復活であり，命です。私に信仰を抱く人は死んでも生き返ります。 26 そして，生きていて私に信仰を抱く人は皆，決して死ぬことがありません。このことを信じますか」。 27 マルタは言った。「はい，主よ。あなたがキリスト，神の子で，世に来ることになっていた方だと信じています」。 28 マルタはそう言ってから，去っていって姉妹のマリアを呼び，そっと言った。「先生が来ていて，あなたを呼んでいます」。 29 マリアはそれを聞くと急いで立ち上がり，イエスの所に行った。 30 イエスはまだ村に入っておらず，マルタと会った場所にいた。 31 家でマリアを慰めていたユダヤ人たちは，マリアが急いで立って出ていったので，墓に行って泣くのだろうと思い，後に付いていった。 32 マリアは，イエスがいる所に着いてイエスを見つけると，その足元にひれ伏して，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言った。 33 イエスは，マリアが泣き，一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見ると，心の中でうめき，苦悩した。 34 そして，「ラザロをどこに横たえたのですか」と言った。人々は，「主よ，一緒に来てください」と言った。 35 イエスは涙を流した。 36 それでユダヤ人たちは言いだした。「見なさい，本当に愛情を抱いていたのだ」。 37 しかし，ある人たちは言った。「この人は目が見えない人の目を開けたが，彼が死ぬのは防げなかったのだろうか」。 38 イエスは，再び心の中でうめいてから，墓に来た。それは洞窟で，入り口が石でふさがれていた。 39 イエスは，「石をどけてください」と言った。兄弟を亡くしたマルタが言った。「主よ，もう臭くなっているに違いありません。4日たっています」。 40 イエスは言った。「信じるなら神の輝かしい力を見る，とあなたに言いませんでしたか」。 41 石がどけられると，イエスは天を見上げて，こう言った。「父よ，私の願いを聞いてくださり，感謝いたします。 42 いつも聞いてくださることは知っていますが，周りに立つ人々のために言っています。あなたが私を遣わされたことをこの人々が信じるためです」。 43 イエスはそう言い終えると，大声で叫んだ。「ラザロ，出てきなさい！」 44 すると，死んでいたラザロが，手足に布を巻かれたまま出てきた。顔にも布が巻かれていた。イエスは言った。「ほどいて，歩けるようにしてあげなさい」。 45 こうして，マリアの所に来ていたユダヤ人の多くが，イエスがしたことを見て信仰を持った。 46 しかし，ある人たちはパリサイ派の人たちの所に行って，イエスがしたことを話した。 47 そのため，祭司長とパリサイ派の人たちはサンヘドリンを招集して，こう言った。「この男が多くの奇跡*を行っているが，私たちはどうすべきだろうか。 48 このまま放っておいたら，皆が彼に信仰を持ち，ローマ人がやって来て，私たちの神殿も国民も奪い去ってしまう」。 49 その年に大祭司だったカヤファという人がいて，こう言った。「皆さんは何も分かっていません。 50 国民全体が滅ぼされるよりも1人の人が民のために死ぬ方が皆さんにとってよい，ということを考えていません」。 51 カヤファはこれを独自の考えで言ったのではなく，その年に大祭司だったので預言していたのである。すなわち，イエスが国民のために死ぬこと， 52 しかもそれはこの国民のためだけではなく各地に散る神の子供たちを一つに集めるためでもあることを預言していたのである。 53 その場にいた人たちはその日以来，イエスを殺そうとして相談した。 54 このため，イエスはもうユダヤ人の間を表立って歩くことはせず，荒野に近い地方のエフライムという町に行き，弟子たちと共にそこにとどまった。 55 ユダヤ人の過ぎ越しの祭りが近づいていたので，多くの人が儀式上の清めをするために，過ぎ越しの前に地方からエルサレムに上っていった。 56 人々はイエスを捜し，神殿内のあちこちに立って互いにこう言っていた。「どう思う。彼は祭りには来ないと思うか」。 57 祭司長とパリサイ派の人たちは，イエスがどこにいるかを知ったら通報するようにという命令を出していた。イエスを捕まえるためだった。

直訳，「世」。
または，「救われる」。
直訳，「しるし」。


^ （ヨハ 11:1-3） さて，ラザロという男性が病気だった。マリアとその姉妹マルタの村ベタニヤの人である。 2 このマリアは，主イエスに香油を注ぎ，イエスの足を髪の毛で拭いて乾かした人である。その兄弟ラザロが病気だった。 3 この姉妹たちは人を遣わしてイエスに次のように伝えた。「主よ，あなたが愛情を抱いている者が病気です」。



^  （ヨハ 11:1-3） さて，ラザロという男性が病気だった。マリアとその姉妹マルタの村ベタニヤの人である。 2 このマリアは，主イエスに香油を注ぎ，イエスの足を髪の毛で拭いて乾かした人である。その兄弟ラザロが病気だった。 3 この姉妹たちは人を遣わしてイエスに次のように伝えた。「主よ，あなたが愛情を抱いている者が病気です」。



^  （ルカ 10:38-42） さて，一行は進んでいき，イエスはある村に入った。そして，マルタという女性がイエスを客として家に迎えた。 39 マルタにはマリアという姉妹がいたが，マリアは主イエスの足元に座って，主が話すの*をずっと聞いていた。 40 一方，マルタはもてなすための種々の用事に気を取られていた。そして，イエスの所に来て，言った。「主よ，マリアが私だけに用事をさせていることを何とも思わないのですか。手伝うよう言ってください」。 41 主は答えた。「マルタ，マルタ，あなたは多くのことに気を使って心をかき乱されています。 42 でも，必要なのはわずかなもの，というより1つだけです。マリアは良いものを選びました。それが彼女から取り上げられることはありません」。

または，「主の教え」。直訳，「彼の言葉」。


^  （ヨハ 10:40） イエスは再びヨルダン川を渡り，ヨハネが最初にバプテスマを施していた所へ行って，そこにとどまった。



^  （ヨハ 11:4） しかしイエスはそれを聞いて，こう言った。「この病気は死で終わるのではなく，神に栄光をもたらし，神の子も栄光を受けます」。



^  （ヨハ 11:6） しかし，ラザロが病気だと聞いても，同じ所にさらに2日とどまっていた。



^  （ヨハ 11:11） イエスはこれらのことを述べた後，さらにこう言った。「友のラザロは眠っていますが，私は起こしに行きます」。



^  （ヨハ 11:17） イエスが到着した時，ラザロが墓に入れられて4日たっていた。



^  （ヨハ 11:3） この姉妹たちは人を遣わしてイエスに次のように伝えた。「主よ，あなたが愛情を抱いている者が病気です」。



^  （格 17:17） 真の友はどんな時にも愛を示す。 苦難の時に頼れる兄弟である。



^ （ヨハ 11:23-26） イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。 24 マルタは言った。「終わりの日の復活の時に彼が生き返ることは知っています」。 25 イエスは言った。「私は復活であり，命です。私に信仰を抱く人は死んでも生き返ります。 26 そして，生きていて私に信仰を抱く人は皆，決して死ぬことがありません。このことを信じますか」。



^  （ヨハ 11:23-26） イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。 24 マルタは言った。「終わりの日の復活の時に彼が生き返ることは知っています」。 25 イエスは言った。「私は復活であり，命です。私に信仰を抱く人は死んでも生き返ります。 26 そして，生きていて私に信仰を抱く人は皆，決して死ぬことがありません。このことを信じますか」。



^  （ヨハ 11:21） そしてマルタはイエスに言った。「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう。



^  （ルカ 7:11-15） この後すぐ，イエスはナインという町に移動した。弟子や他の大勢の人が同行していた。 12 町の門に近づくと，死人が運び出されてくるところだった。それはある母親の一人息子で，しかも母親はやもめだった。町のかなり多くの人も一緒にいた。 13 主イエスはその母親を見ると，かわいそうに思い，「泣くことはありません」と言った。 14 そして，遺体を載せた台*に近づいて触った。担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言った。「若者よ，さあ，起き上がり*なさい！」 15 すると死人は体を起こして話し始め，イエスは息子を母親に渡した。

または，「担架」。
または，「目を覚まし」。


^  （ルカ 8:49-55） イエスが話しているうちに，会堂の役員の家から人が来て，「娘さんは亡くなりました。もう先生を煩わすことはありません」と言った。 50 これを聞いてイエスは役員に言った。「心配は要りません。ただ信仰を持ちなさい。そうすれば娘さんは救われます」。 51 その家に着くと，イエスは，ペテロ，ヨハネ，ヤコブ，娘の父親と母親以外は，誰も一緒に中に入らせなかった。 52 一方，人々は皆泣き，娘のために胸をたたいて悲しんでいた。イエスは言った。「泣くのをやめなさい。少女は死んだのではなく，眠っているのです」。 53 人々はイエスのことをあざ笑いだした。少女が死んだことを知っていたからである。 54 しかしイエスは少女の手を取って呼び掛け，「起きなさい*！」と言った。 55 すると少女は生き返り，すぐに起き上がった。イエスは，少女に何か食べさせてあげるよう命じた。

直訳，「子供よ，起きなさい」。または，「目を覚ましなさい」。


^ （ヨハ 11:32-35） マリアは，イエスがいる所に着いてイエスを見つけると，その足元にひれ伏して，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言った。 33 イエスは，マリアが泣き，一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見ると，心の中でうめき，苦悩した。 34 そして，「ラザロをどこに横たえたのですか」と言った。人々は，「主よ，一緒に来てください」と言った。 35 イエスは涙を流した。



^  （ヨハ 11:32-35） マリアは，イエスがいる所に着いてイエスを見つけると，その足元にひれ伏して，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言った。 33 イエスは，マリアが泣き，一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見ると，心の中でうめき，苦悩した。 34 そして，「ラザロをどこに横たえたのですか」と言った。人々は，「主よ，一緒に来てください」と言った。 35 イエスは涙を流した。



^  （ヨハ 12:45） また，私を見る人は，私を遣わした方をも見ます。



^  （詩 56:8） 私の放浪の歩みをあなたはよく知っています。 私の涙をあなたの革袋に集めてください。 あなたの書に記されている私の涙を。



^ （ヨハ 11:41-44） 石がどけられると，イエスは天を見上げて，こう言った。「父よ，私の願いを聞いてくださり，感謝いたします。 42 いつも聞いてくださることは知っていますが，周りに立つ人々のために言っています。あなたが私を遣わされたことをこの人々が信じるためです」。 43 イエスはそう言い終えると，大声で叫んだ。「ラザロ，出てきなさい！」 44 すると，死んでいたラザロが，手足に布を巻かれたまま出てきた。顔にも布が巻かれていた。イエスは言った。「ほどいて，歩けるようにしてあげなさい」。



^  （ヨハ 11:41-44） 石がどけられると，イエスは天を見上げて，こう言った。「父よ，私の願いを聞いてくださり，感謝いたします。 42 いつも聞いてくださることは知っていますが，周りに立つ人々のために言っています。あなたが私を遣わされたことをこの人々が信じるためです」。 43 イエスはそう言い終えると，大声で叫んだ。「ラザロ，出てきなさい！」 44 すると，死んでいたラザロが，手足に布を巻かれたまま出てきた。顔にも布が巻かれていた。イエスは言った。「ほどいて，歩けるようにしてあげなさい」。



^  （ヨハ 11:39， 40） イエスは，「石をどけてください」と言った。兄弟を亡くしたマルタが言った。「主よ，もう臭くなっているに違いありません。4日たっています」。 40 イエスは言った。「信じるなら神の輝かしい力を見る，とあなたに言いませんでしたか」。



^ （ヨハ 11:1-57） さて，ラザロという男性が病気だった。マリアとその姉妹マルタの村ベタニヤの人である。 2 このマリアは，主イエスに香油を注ぎ，イエスの足を髪の毛で拭いて乾かした人である。その兄弟ラザロが病気だった。 3 この姉妹たちは人を遣わしてイエスに次のように伝えた。「主よ，あなたが愛情を抱いている者が病気です」。 4 しかしイエスはそれを聞いて，こう言った。「この病気は死で終わるのではなく，神に栄光をもたらし，神の子も栄光を受けます」。 5 イエスはマルタとマリアとラザロを愛していた。 6 しかし，ラザロが病気だと聞いても，同じ所にさらに2日とどまっていた。 7 その後，弟子たちに，「もう一度ユダヤに行きましょう」と言った。 8 弟子たちは言った。「ラビ，ついこの間ユダヤ人たちに石打ちにされそうになったのに，また行くのですか」。 9 イエスは答えた。「昼間は12時間あるのではないでしょうか。誰でも昼間に歩くなら何にもぶつかりません。人々*のための光によって見ることができるからです。 10 しかし，誰でも夜歩くなら何かにぶつかります。光がその人の内にないからです」。 11 イエスはこれらのことを述べた後，さらにこう言った。「友のラザロは眠っていますが，私は起こしに行きます」。 12 弟子たちは言った。「主よ，眠っているのであれば，良くなる*でしょう」。 13 イエスは実際にはラザロの死について話していたが，弟子たちは，眠って休んでいることについて話していると思った。 14 それでイエスははっきり言った。「ラザロは死にました。 15 私がそこにいなかったことは，あなたたちのためになります。あなたたちの信仰は強められます。さあ，行きましょう」。 16 そこで，双子と呼ばれるトマスが仲間の弟子たちに言った。「私たちも行って，共に死のうではないか」。 17 イエスが到着した時，ラザロが墓に入れられて4日たっていた。 18 ところで，ベタニヤはエルサレムから3キロほどの所にあった。 19 それで大勢のユダヤ人が，兄弟を亡くしたマルタとマリアを慰めに来ていた。 20 マルタはイエスが来ると聞いて会いに行ったが，マリアは家で座っていた。 21 そしてマルタはイエスに言った。「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう。 22 でも，あなたが求めるどんなことも神がかなえてくださると今でも信じています」。 23 イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。 24 マルタは言った。「終わりの日の復活の時に彼が生き返ることは知っています」。 25 イエスは言った。「私は復活であり，命です。私に信仰を抱く人は死んでも生き返ります。 26 そして，生きていて私に信仰を抱く人は皆，決して死ぬことがありません。このことを信じますか」。 27 マルタは言った。「はい，主よ。あなたがキリスト，神の子で，世に来ることになっていた方だと信じています」。 28 マルタはそう言ってから，去っていって姉妹のマリアを呼び，そっと言った。「先生が来ていて，あなたを呼んでいます」。 29 マリアはそれを聞くと急いで立ち上がり，イエスの所に行った。 30 イエスはまだ村に入っておらず，マルタと会った場所にいた。 31 家でマリアを慰めていたユダヤ人たちは，マリアが急いで立って出ていったので，墓に行って泣くのだろうと思い，後に付いていった。 32 マリアは，イエスがいる所に着いてイエスを見つけると，その足元にひれ伏して，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言った。 33 イエスは，マリアが泣き，一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見ると，心の中でうめき，苦悩した。 34 そして，「ラザロをどこに横たえたのですか」と言った。人々は，「主よ，一緒に来てください」と言った。 35 イエスは涙を流した。 36 それでユダヤ人たちは言いだした。「見なさい，本当に愛情を抱いていたのだ」。 37 しかし，ある人たちは言った。「この人は目が見えない人の目を開けたが，彼が死ぬのは防げなかったのだろうか」。 38 イエスは，再び心の中でうめいてから，墓に来た。それは洞窟で，入り口が石でふさがれていた。 39 イエスは，「石をどけてください」と言った。兄弟を亡くしたマルタが言った。「主よ，もう臭くなっているに違いありません。4日たっています」。 40 イエスは言った。「信じるなら神の輝かしい力を見る，とあなたに言いませんでしたか」。 41 石がどけられると，イエスは天を見上げて，こう言った。「父よ，私の願いを聞いてくださり，感謝いたします。 42 いつも聞いてくださることは知っていますが，周りに立つ人々のために言っています。あなたが私を遣わされたことをこの人々が信じるためです」。 43 イエスはそう言い終えると，大声で叫んだ。「ラザロ，出てきなさい！」 44 すると，死んでいたラザロが，手足に布を巻かれたまま出てきた。顔にも布が巻かれていた。イエスは言った。「ほどいて，歩けるようにしてあげなさい」。 45 こうして，マリアの所に来ていたユダヤ人の多くが，イエスがしたことを見て信仰を持った。 46 しかし，ある人たちはパリサイ派の人たちの所に行って，イエスがしたことを話した。 47 そのため，祭司長とパリサイ派の人たちはサンヘドリンを招集して，こう言った。「この男が多くの奇跡*を行っているが，私たちはどうすべきだろうか。 48 このまま放っておいたら，皆が彼に信仰を持ち，ローマ人がやって来て，私たちの神殿も国民も奪い去ってしまう」。 49 その年に大祭司だったカヤファという人がいて，こう言った。「皆さんは何も分かっていません。 50 国民全体が滅ぼされるよりも1人の人が民のために死ぬ方が皆さんにとってよい，ということを考えていません」。 51 カヤファはこれを独自の考えで言ったのではなく，その年に大祭司だったので預言していたのである。すなわち，イエスが国民のために死ぬこと， 52 しかもそれはこの国民のためだけではなく各地に散る神の子供たちを一つに集めるためでもあることを預言していたのである。 53 その場にいた人たちはその日以来，イエスを殺そうとして相談した。 54 このため，イエスはもうユダヤ人の間を表立って歩くことはせず，荒野に近い地方のエフライムという町に行き，弟子たちと共にそこにとどまった。 55 ユダヤ人の過ぎ越しの祭りが近づいていたので，多くの人が儀式上の清めをするために，過ぎ越しの前に地方からエルサレムに上っていった。 56 人々はイエスを捜し，神殿内のあちこちに立って互いにこう言っていた。「どう思う。彼は祭りには来ないと思うか」。 57 祭司長とパリサイ派の人たちは，イエスがどこにいるかを知ったら通報するようにという命令を出していた。イエスを捕まえるためだった。

直訳，「世」。
または，「救われる」。
直訳，「しるし」。


^  （ヨハ 11:1-57） さて，ラザロという男性が病気だった。マリアとその姉妹マルタの村ベタニヤの人である。 2 このマリアは，主イエスに香油を注ぎ，イエスの足を髪の毛で拭いて乾かした人である。その兄弟ラザロが病気だった。 3 この姉妹たちは人を遣わしてイエスに次のように伝えた。「主よ，あなたが愛情を抱いている者が病気です」。 4 しかしイエスはそれを聞いて，こう言った。「この病気は死で終わるのではなく，神に栄光をもたらし，神の子も栄光を受けます」。 5 イエスはマルタとマリアとラザロを愛していた。 6 しかし，ラザロが病気だと聞いても，同じ所にさらに2日とどまっていた。 7 その後，弟子たちに，「もう一度ユダヤに行きましょう」と言った。 8 弟子たちは言った。「ラビ，ついこの間ユダヤ人たちに石打ちにされそうになったのに，また行くのですか」。 9 イエスは答えた。「昼間は12時間あるのではないでしょうか。誰でも昼間に歩くなら何にもぶつかりません。人々*のための光によって見ることができるからです。 10 しかし，誰でも夜歩くなら何かにぶつかります。光がその人の内にないからです」。 11 イエスはこれらのことを述べた後，さらにこう言った。「友のラザロは眠っていますが，私は起こしに行きます」。 12 弟子たちは言った。「主よ，眠っているのであれば，良くなる*でしょう」。 13 イエスは実際にはラザロの死について話していたが，弟子たちは，眠って休んでいることについて話していると思った。 14 それでイエスははっきり言った。「ラザロは死にました。 15 私がそこにいなかったことは，あなたたちのためになります。あなたたちの信仰は強められます。さあ，行きましょう」。 16 そこで，双子と呼ばれるトマスが仲間の弟子たちに言った。「私たちも行って，共に死のうではないか」。 17 イエスが到着した時，ラザロが墓に入れられて4日たっていた。 18 ところで，ベタニヤはエルサレムから3キロほどの所にあった。 19 それで大勢のユダヤ人が，兄弟を亡くしたマルタとマリアを慰めに来ていた。 20 マルタはイエスが来ると聞いて会いに行ったが，マリアは家で座っていた。 21 そしてマルタはイエスに言った。「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう。 22 でも，あなたが求めるどんなことも神がかなえてくださると今でも信じています」。 23 イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。 24 マルタは言った。「終わりの日の復活の時に彼が生き返ることは知っています」。 25 イエスは言った。「私は復活であり，命です。私に信仰を抱く人は死んでも生き返ります。 26 そして，生きていて私に信仰を抱く人は皆，決して死ぬことがありません。このことを信じますか」。 27 マルタは言った。「はい，主よ。あなたがキリスト，神の子で，世に来ることになっていた方だと信じています」。 28 マルタはそう言ってから，去っていって姉妹のマリアを呼び，そっと言った。「先生が来ていて，あなたを呼んでいます」。 29 マリアはそれを聞くと急いで立ち上がり，イエスの所に行った。 30 イエスはまだ村に入っておらず，マルタと会った場所にいた。 31 家でマリアを慰めていたユダヤ人たちは，マリアが急いで立って出ていったので，墓に行って泣くのだろうと思い，後に付いていった。 32 マリアは，イエスがいる所に着いてイエスを見つけると，その足元にひれ伏して，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言った。 33 イエスは，マリアが泣き，一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見ると，心の中でうめき，苦悩した。 34 そして，「ラザロをどこに横たえたのですか」と言った。人々は，「主よ，一緒に来てください」と言った。 35 イエスは涙を流した。 36 それでユダヤ人たちは言いだした。「見なさい，本当に愛情を抱いていたのだ」。 37 しかし，ある人たちは言った。「この人は目が見えない人の目を開けたが，彼が死ぬのは防げなかったのだろうか」。 38 イエスは，再び心の中でうめいてから，墓に来た。それは洞窟で，入り口が石でふさがれていた。 39 イエスは，「石をどけてください」と言った。兄弟を亡くしたマルタが言った。「主よ，もう臭くなっているに違いありません。4日たっています」。 40 イエスは言った。「信じるなら神の輝かしい力を見る，とあなたに言いませんでしたか」。 41 石がどけられると，イエスは天を見上げて，こう言った。「父よ，私の願いを聞いてくださり，感謝いたします。 42 いつも聞いてくださることは知っていますが，周りに立つ人々のために言っています。あなたが私を遣わされたことをこの人々が信じるためです」。 43 イエスはそう言い終えると，大声で叫んだ。「ラザロ，出てきなさい！」 44 すると，死んでいたラザロが，手足に布を巻かれたまま出てきた。顔にも布が巻かれていた。イエスは言った。「ほどいて，歩けるようにしてあげなさい」。 45 こうして，マリアの所に来ていたユダヤ人の多くが，イエスがしたことを見て信仰を持った。 46 しかし，ある人たちはパリサイ派の人たちの所に行って，イエスがしたことを話した。 47 そのため，祭司長とパリサイ派の人たちはサンヘドリンを招集して，こう言った。「この男が多くの奇跡*を行っているが，私たちはどうすべきだろうか。 48 このまま放っておいたら，皆が彼に信仰を持ち，ローマ人がやって来て，私たちの神殿も国民も奪い去ってしまう」。 49 その年に大祭司だったカヤファという人がいて，こう言った。「皆さんは何も分かっていません。 50 国民全体が滅ぼされるよりも1人の人が民のために死ぬ方が皆さんにとってよい，ということを考えていません」。 51 カヤファはこれを独自の考えで言ったのではなく，その年に大祭司だったので預言していたのである。すなわち，イエスが国民のために死ぬこと， 52 しかもそれはこの国民のためだけではなく各地に散る神の子供たちを一つに集めるためでもあることを預言していたのである。 53 その場にいた人たちはその日以来，イエスを殺そうとして相談した。 54 このため，イエスはもうユダヤ人の間を表立って歩くことはせず，荒野に近い地方のエフライムという町に行き，弟子たちと共にそこにとどまった。 55 ユダヤ人の過ぎ越しの祭りが近づいていたので，多くの人が儀式上の清めをするために，過ぎ越しの前に地方からエルサレムに上っていった。 56 人々はイエスを捜し，神殿内のあちこちに立って互いにこう言っていた。「どう思う。彼は祭りには来ないと思うか」。 57 祭司長とパリサイ派の人たちは，イエスがどこにいるかを知ったら通報するようにという命令を出していた。イエスを捕まえるためだった。

直訳，「世」。
または，「救われる」。
直訳，「しるし」。


^  （ヨハ 11:23） イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。



^  （ヨハ 11:40） イエスは言った。「信じるなら神の輝かしい力を見る，とあなたに言いませんでしたか」。



^  （コリ一 15:3-6） 私が皆さんに伝えた最も大切な点の中に，私自身も学んだ事柄があります。それは，聖書にある通りキリストが私たちの罪のために死んでくださり， 4 そして葬られ，聖書にある通り3日目に生き返らされ， 5 ケファ*の前に現れ，それから12人の前に現れたことです。 6 その後，キリストは一度に500人以上の兄弟の前に現れました。その中には死の眠りに就いた人がいるものの，ほとんどは今も生きています。

ペテロとも呼ばれる。


^  （コリ一 15:20-22） しかし，キリストは生き返らされ，死の眠りに就いた人たちの中で最初に復活した方*となりました。 21 死が1人の人を通して来たので，死者の復活も1人の人を通して来ます。 22 アダムのゆえに全ての人が死んでいくように，キリストのゆえに全ての人が生かされるのです。

直訳，「人たちの初物」。


^  （エフェ 5:19） 詩や神への賛美の歌や崇拝の歌によって励まし合い*，心から*音楽に合わせてエホバ*に向かって歌いましょう。

もしかすると，「自分を励まし」。
または，「心の中で」。
付録A5参照。


^ （創 6:5） そのため，エホバは，地上の人々がひどく邪悪で，考え方全てが常に悪いのを見た。



^ （創 6:13） 神はノアに言った。「私は全ての人を滅ぼすことにした。彼らのせいで地上に暴力があふれているからだ。私は彼らを滅ぼして地上を荒廃させる。



^ （創 22:6-8） アブラハムは全焼の捧げ物に用いるまきを息子イサクに背負わせ，自分は火種と短刀を手に取った。そして2人は一緒に歩いていった。 7 やがてイサクが父アブラハムに，「お父さん」と言った。アブラハムが「どうした，イサク」と答えると，イサクは言った。「火種とまきはありますが，全焼の捧げ物にする羊はどこですか」。 8 アブラハムは言った。「神が捧げ物にする羊を与えてくださるだろう」。2人は引き続き一緒に歩いた。



^ （ヨブ 1:6-12） さて，真の神の子たち*が来てエホバの前に立つ日となった。サタンもそこに来た。 7 エホバはサタンに，「どこから来たのか」と尋ねた。サタンはエホバに答えた。「地上を巡り，歩き回ってきました」。 8 エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている」。 9 サタンはエホバに答えた。「ヨブは本当に純粋な気持ちで神を畏れているのでしょうか。 10 彼も家族も全ての持ち物も，あなたが柵で囲んで守ったのではありませんか。あなたの祝福によって彼の仕事はうまく運び，家畜は非常に多くなりました。 11 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。 12 エホバはサタンに言った。「いいだろう，彼の持つもの全てをあなたの手に委ねよう。ただし，彼自身に手を出してはならない！」 そこで，サタンはエホバの前から出ていった。

ヘブライ語の慣用句。神の天使たちを指す。
または，「非難されるところがない」。


^ （ヨブ 2:1-7） その後，真の神の子たち*が来てエホバの前に立つ日となった。サタンも来て，エホバの前に立った。 2 エホバはサタンに，「どこから来たのか」と尋ねた。サタンはエホバに答えた。「地上を巡り，歩き回ってきました」。 3 エホバはサタンに言った。「私に仕えるヨブに注目したか。地上に彼のような人はほかにいない。神に忠誠を尽くす*正直な人で，神を畏れ，悪から離れている。今でも私に忠誠を尽くしている。あなたが私をけしかけ，不当にも彼を破滅させ*ようとしているのに」。 4 サタンはエホバに答えた。「誰でも自分の身が一番*です。人は自分の命を守るために，自分が持つもの全てを差し出します。 5 試しに，あなたの手を出して，彼の体に傷を負わせて*ください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。 6 エホバはサタンに言った。「いいだろう，あなたの手に委ねよう。ただし，命を奪ってはならない！」 7 そこで，サタンはエホバの前から出ていき，ヨブの体に，頭のてっぺんから足の裏まで，痛みの伴う腫れ物*を生じさせた。

ヘブライ語の慣用句。神の天使たちを指す。
または，「非難されるところがない」。
直訳，「のみ込ませ」。
直訳，「皮膚のためには皮膚」。
直訳，「骨と肉にまで触れて」。
または，「ひどい潰瘍」。


^ （マタ 3:13-17） その時，イエスがガリラヤからヨルダン川に来た。ヨハネからバプテスマを受けるためである。 14 しかし，ヨハネはとどめようとして言った。「私こそあなたからバプテスマを受ける必要があるのに，あなたが私の所に来られるのですか」。 15 イエスは答えた。「今回はそうさせてください。このようにして，私たちは正しいことを全て行うのです」。ヨハネはそれ以上とどめなかった。 16 イエスはバプテスマを受けた後，すぐに水から上がった。何と，天が開き，ヨハネは，神の聖なる力がハトのように下ってイエスの上に来るのを見た。 17 さらに天から声がした。「これは私の愛する子，私はこの子のことを喜んでいる」。



^ （ルカ 23:39-43） 杭に掛けられた犯罪者の1人がイエスに暴言を吐き始め，「キリストだろ。自分とわれわれを救ってみろ」と言った。 40 それに対してもう1人が，彼を叱った。「神を少しも畏れないのか。同じ処罰を受けているのに。 41 われわれの場合は当然だ。自分がしたことの報いを受けているのだから。しかしこの人は何も悪いことはしていない」。 42 さらに言った。「イエス，王国に入る時に私を思い出してください」。 43 イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。








研究記事17

思いも寄らない問題にぶつかっても，エホバが支えてくださる


「正しい人は多くの苦難に遭う。しかし，エホバがその全てから助け出してくださる」。詩編 34:19

44番の歌 謙遜な人の祈り

何を学ぶか*




 1. 私たちはどんなことを知っていますか。

私たちは，エホバが私たちを愛していて，幸せな生活を送ってほしいと思ってくれていることを知っています。（ロマ 8:35-39）聖書の原則を自分に当てはめるなら必ず良い結果になる，ということもよく知っています。（イザ 48:17，18）では，思いも寄らない問題にぶつかる時にはどう反応するでしょうか。

 2. 私たちはどんな問題にぶつかることがありますか。そういう時，どんな気持ちになるかもしれませんか。

2 エホバに仕える人たちは，みんないろいろな問題を経験します。例えば，家族の中でがっかりさせられるようなことが生じるかもしれません。重い病気になって，エホバのためにできることが少なくなることもあります。自然災害に遭ったり，迫害や反対を経験することもあります。こうしたことを経験すると，次のように感じるかもしれません。「どうして自分がこんな目に遭うんだろう。何か悪いことをしてしまったんだろうか。エホバに喜ばれていないということだろうか」。あなたもこのように感じることがありますか。もしあるとしても，心配しないでください。エホバに仕えるたくさんの人たちも，同じような気持ちと闘ってきました。（詩 22:1，2。ハバ 1:2，3）

 3. 詩編 34編19節からどんなことが分かりますか。

3 詩編 34:19を読む。この聖句から2つの重要な点が分かります。（1）正しい人は問題にぶつかります。（2）エホバは私たちを助け出してくださいます。どのようにでしょうか。エホバは，私たちが今の世の中で現実的な見方を持って生活できるように助けてくださいます。エホバは，ご自分に仕える人は喜びを味わえると約束していますが，何の問題も経験しないで済むと言っているわけではありません。（イザ 66:14）エホバは将来に目を向けるようにと勧めています。私たちに永遠にわたって素晴らしい生活を送ってほしいと思っているのです。（コリ二 4:16-18）そして，その時まで私たちが一日一日頑張ることができるように，力を与えてくださいます。（哀 3:22-24）

 4. この記事ではどんなことを考えますか。

4 聖書時代や現代のエホバに仕える人たちの例からどんな教訓を学べるかを考えましょう。私たちは思いも寄らない問題にぶつかることがありますが，エホバに頼るなら必ず支えていただけます。（詩 55:22）これからいろいろな例を考えながら，次の点を自問してみましょう。「もし自分が同じ状況にいたらどのように反応するだろうか。この例を考えると，エホバへの信頼はどのように強まるだろうか。ここから学べる教訓をどのように生活に当てはめられるだろうか」。






聖書時代




[image: ヤコブが家族や召し使いと一緒に，たくさんの羊やヤギに水を飲ませている。]

ヤコブは20年にわたって，伯父のラバンに不当に扱われた。でもエホバは，一生懸命に働いたヤコブにたくさんの祝福を与えた。（5節を参照。）





 5. ヤコブはラバンのせいでどんな大変な経験をしましたか。（表紙の絵を参照。）

5 聖書時代のエホバに仕えた人たちは，思いも寄らない問題にぶつかることがありました。ヤコブの例を考えてみましょう。ヤコブは父親から，エホバに仕える親族であるラバンの娘と結婚するようにと言われました。そして，エホバが豊かに祝福してくださるとも言われました。（創 28:1-4）それでヤコブは正しいことを行い，カナンからラバンの家まで旅をしました。ラバンには，レアとラケルという2人の娘がいました。ヤコブは妹のラケルのことが好きになり，ラケルと結婚するために7年間働くことを約束しました。（創 29:18）でも，ヤコブの願った通りにはいきませんでした。ラバンはヤコブをだまし，姉のレアと結婚させました。1週間後にラケルとも結婚することを許しましたが，そのためにもう7年間働くことを条件にしました。（創 29:25-27）さらに，ラバンは仕事の報酬の面でもヤコブを不当に扱いました。結局，合計20年にわたって，ラバンはヤコブを利用したのです。（創 31:41，42）

 6. ヤコブはほかにもどんなつらい経験をしましたか。

6 ヤコブはほかにも大変な経験をいろいろとしました。ヤコブにはたくさんの息子がいましたが，兄弟の仲がいつも良かったわけではありませんでした。兄たちは弟のヨセフを奴隷として売ることさえしました。シメオンとレビは，家族の評判やエホバの名前を傷つけるようなことを行いました。さらに，愛する妻ラケルは2人目の子供を産んだ時に亡くなってしまいました。年を取ってからも，ひどい飢饉が生じたためにエジプトに引っ越さなければならなくなりました。（創 34:30; 35:16-19; 37:28; 45:9-11，28）

 7. エホバはヤコブをどのように祝福しましたか。

7 ヤコブはこうした大変なことがあっても，エホバとエホバの約束を信じ続けました。エホバはそんなヤコブのことを喜び，たくさんの祝福を与えました。例えば，ヤコブはラバンからひどい扱いを受けましたが，エホバからたくさんの物を与えられて豊かになりました。ずっと前に死んだと思っていたヨセフとも再会することができました。そのことをエホバに心から感謝したに違いありません。ヤコブはエホバとの強い絆があったので，いろいろな問題を乗り越えることができました。（創 30:43; 32:9，10; 46:28-30）私たちも思いも寄らない問題にぶつかるかもしれませんが，エホバとの絆をしっかり保つなら乗り越えることができます。

 8. ダビデはどんなことを願っていましたか。

8 ダビデは，エホバのためにしたいと思ったことを全てできたわけではありませんでした。例えば，ダビデはエホバの神殿を建てたいと思っていました。そのことについて預言者のナタンに話すと，ナタンはこう言いました。「何でも心にあることを行いなさい。真の神があなたと共にいます」。（代一 17:1，2）ダビデはこの言葉に背中を押されたように感じ，ますますやる気になったことでしょう。早速，このプロジェクトの計画を立て始めたかもしれません。

 9. ダビデは残念な知らせを聞いてどうしましたか。

9 でも，エホバは「その夜」，神殿を建てるのはダビデではなくダビデの息子であるとナタンに伝えます。（代一 17:3，4，11，12）この残念な知らせをナタンから聞いたダビデはどうしたでしょうか。目標を調整しました。ソロモンが神殿を建てるのに必要なお金や資材を一生懸命に集めました。（代一 29:1-5）

10. エホバはダビデにどんな祝福を与えましたか。

10 エホバは，神殿を建てるのはダビデではないということを伝えた後，すぐにダビデと契約を結びました。それは，ダビデの子孫の1人が王として永遠に治めることになる，という約束でした。（サム二 7:16）千年統治の間に新しい世界に復活してきたダビデは，王イエスが自分の子孫であることを知ってどれほど喜ぶことでしょう。こうしたことを考えると，たとえ自分の願っている奉仕が全部行えなかったとしても，エホバは私たちが思ってもみなかったような祝福を与えてくださる，ということを確信できます。

11. 1世紀のクリスチャンは，思った時に王国が来なかったとはいえ，どんな素晴らしい経験をしましたか。（使徒 6:7）

11 1世紀のクリスチャンも難しい問題を経験しました。例えば，神の王国が来ることを心から願っていましたが，いつ実現するのか分かりませんでした。（使徒 1:6，7）そうした中でも，伝道に打ち込みました。良い知らせが広まっていく様子を見て，自分たちの働きをエホバが確かに祝福してくれていることを実感したでしょう。（使徒 6:7を読む。）

12. 1世紀のクリスチャンは飢饉が起きた時どうしましたか。

12 ある時には，「全土に」大飢饉が生じました。（使徒 11:28）1世紀のクリスチャンも影響を受けなかったわけではありません。家族の頭は，家族を養うことができるだろうかと不安になったことでしょう。伝道をもっと行いたいと思っていた若い人たちも，その計画を延期した方がいいだろうか，と考えたかもしれません。1世紀のクリスチャンはいろいろな変化に順応し，できることを行って伝道を続けました。そして，自分の持ち物をユダヤのクリスチャンと喜んで分け合いました。（使徒 11:29，30）

13. 飢饉を経験したクリスチャンは，どんな祝福を受けましたか。

13 飢饉を経験した1世紀のクリスチャンに，エホバはどんな祝福を与えたでしょうか。救援物資を受け取った人たちは，エホバが支えてくれていることをじかに感じたでしょう。（マタ 6:31-33）助けに来てくれた人たちとの絆も深まったはずです。そして，寄付やその他の方法で救援活動をサポートした人たちも，与える喜びを味わいました。（使徒 20:35）エホバは状況の変化に順応した全ての人に豊かな報いを与えたのです。

14. バルナバとパウロにどんなことが起きましたか。どんな良い結果になりましたか。（使徒 14:21，22）

14 1世紀のクリスチャンは迫害されることがよくありました。思いも寄らない時に迫害が生じることもありました。バルナバとパウロがルステラで伝道していた時のことを考えてみましょう。最初，人々は2人を歓迎し，話をよく聞いていました。でも，反対者が「群衆を説き伏せた」ので，喜んで話を聞いていた人たちがパウロに石を投げつけ，殺そうとしました。（使徒 14:19）それでも，バルナバとパウロはほかの場所で伝道を続けました。その結果，「かなり大勢の人々が弟子とな」りました。当時のクリスチャンも，2人の言葉や行動に力づけられました。（使徒 14:21，22を読む。）迫害に遭っても2人が伝道をやめなかったので，とても良い結果につながりました。私たちも，エホバから委ねられている務めを一生懸命行い続けるなら，たくさんの祝福を経験できるでしょう。






現代


15. A･H･マクミラン兄弟からどんなことを学べますか。

15 1914年の少し前，エホバに仕える人たちは大きな期待を抱いていました。A･H･マクミラン兄弟のことを考えてみましょう。当時の大勢の人たちと同じように，兄弟はすぐにでも天に行けると考えていました。1914年9月には，「恐らく，これが私の最後の講演となるでしょう」と言いました。でも，その言葉の通りにはなりませんでした。兄弟は後にこう書いています。「私たちの中には，少し慌て過ぎてすぐにも天に行くと考える人もいたかもしれないが，私たちのなすべきことは，主の奉仕に忙しく携わっていることである」。確かに，マクミラン兄弟は忙しく働きました。伝道を熱心に行いました。軍隊に加わらなかったために投獄された兄弟たちを励ましました。そして，高齢になっても集会に出席し続けました。マクミラン兄弟はエホバの約束を待つ間，時間を有効に使ったのです。どんな良い結果になったでしょうか。1966年に亡くなる直前，兄弟は，「現在の私の信仰は，いままでと同じく強いものです」と書きました。私たち全てにとって本当に素晴らしい手本ではないでしょうか。長い間忍耐している人たちにとっては，特にそう言えます。（ヘブ 13:7）

16. ジェニングズ兄弟姉妹はどんな大変な経験をしましたか。（ヤコブ 4:14）

16 大勢のエホバの証人が思いも寄らない健康上の問題と闘っています。ハーバート･ジェニングズ兄弟のことを考えてみましょう。* ライフ･ストーリーの中で，兄弟はガーナでの宣教者奉仕を夫婦で楽しんでいたと書いています。でもやがて，重度の気分障害と診断されました。その時のことを，兄弟はヤコブ 4章14節の表現を使って，「『あす』のことは予想していなかった」と言っています。（読む。）さらにこう書いています。「現実を直視した私たちは，ガーナと数多くの親しい友を後にして，[治療のために]カナダに帰ることにしました」。エホバは，ジェニングズ兄弟姉妹が大変な中でも忠実に仕え続けられるように助けました。

17. 兄弟姉妹はジェニングズ兄弟の経験からどんな励みを得ていますか。

17 ジェニングズ兄弟の率直なコメントから，多くの人が励みを得ています。ある姉妹はこう言っています。「この記事ほど深い感動を覚えたものはありません。……ジェニングズ兄弟が病気に対処するために割り当てを断念したことを読んで，自分の状況を平衡の取れた仕方で見ることができるようになりました」。ある兄弟はこう言っています。「会衆の長老として10年間働いた後，精神面での病気を抱えたため，その務めを手放さなければなりませんでした。自分はだめな人間だという気持ちがあまりにも強かったので，……ライフ･ストーリーを読むのがつらくてたまりませんでした。しかしジェニングズ兄弟の粘り強さには本当に勇気づけられました」。このように，思いも寄らない問題にぶつかっても頑張っている姿は，仲間に励みを与えます。願った通りにいかないことがあるとしても，信仰や忍耐の面で手本になることができるのです。（ペテ一 5:9）



[image: お金や食べ物に困っている母親と幼い娘。1. 2人が質素な家の外に座り，わずかな食事を食べている。2. 救援物資を受け取って喜んでいる。]

エホバに頼るなら，思いも寄らない問題にぶつかるとしても，それはエホバとの絆を強めるチャンスになる。（18節を参照。）





18. ナイジェリアのやもめの姉妹からどんなことを学べますか。（写真も参照。）

18 エホバに仕える人たちは，新型コロナウイルスの流行などの非常事態にも直面しています。ナイジェリアに住むあるやもめの姉妹は，お金も食べ物もほとんどなくなってしまいました。ある朝，娘から「この最後のお米を食べちゃったら，次のごはんはどうするの？」と聞かれました。姉妹は，「確かに食べ物もお金もないけれど，ザレパテのやもめのお手本に倣いましょう」と言いました。最後の食事を準備して，あとはエホバに全部お任せするということです。（王一 17:8-16）すると，2人が昼に何を食べようかと考えもしないうちに，仲間が救援物資を届けに来てくれました。そこには2週間分以上の食糧が入っていました。姉妹はこう言います。「私が娘に語った言葉をエホバがこんなに注意深く聞いてくれているとは思いもしませんでした」。エホバに頼るなら，思いも寄らない問題にぶつかるとしても，それはエホバとの絆を強めるチャンスになるのです。（ペテ一 5:6，7）

19. アレクセイ･エルショフ兄弟はどんな大変な経験をしましたか。

19 最近では，大勢のエホバの証人が迫害を経験しています。ロシアのアレクセイ･エルショフ兄弟もその1人です。1994年に兄弟がバプテスマを受けた頃，ロシアのエホバの証人はある程度自由に活動することができていました。でも，後に状況は大きく変わります。2020年，エルショフ兄弟は家宅捜索を受け，たくさんの物を押収されました。そして，数カ月後に起訴されます。しかも，起訴内容は聖書に関心があるふりをして1年以上兄弟と接触していた人が撮った動画に基づくものでした。兄弟は本当にショックを受けたことでしょう。

20. エルショフ兄弟はどのようにしてエホバとの絆を強めていますか。

20 こうした出来事はエルショフ兄弟にとってただつらいだけの経験だったでしょうか。そうではありません。エホバとの絆が強まりました。兄弟はこう言っています。「以前よりも妻と一緒に祈ることが増えました。エホバの助けなしでこの状況を乗り越えることはできない，ということを実感しています」。さらにこう言っています。「落胆の気持ちを克服するのに，個人研究が助けになっています。神に忠実に仕えた人たちの手本について，じっくり考えるようにしています。聖書に記録されている多くの記述を読むと，平静さを保ち，エホバを信頼することの大切さがよく分かります」。

21. この記事でどんなことを学びましたか。

21 この記事でどんなことを学べたでしょうか。今の世の中では思いも寄らない問題にぶつかることがありますが，エホバに頼るならエホバは必ず支えてくださるということです。主題聖句にある通りです。「正しい人は多くの苦難に遭う。しかし，エホバがその全てから助け出してくださる」。（詩 34:19）では，経験している問題ではなく，エホバの支えに目を向けるようにしましょう。そうすれば，パウロと同じようにこう言うことができます。「力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます」。（フィリ 4:13）







どのように答えますか


	  今の世の中での生活について，エホバはどんな現実的な見方を教えていますか。



	  エホバは聖書時代の忠実な人たちをどのように支えましたか。



	  エホバは現代，ご自分に仕える人たちをどのように助けていますか。









38番の歌 神はあなたを強い人にしてくださる

^  私たちは今の世の中で思いも寄らない問題にぶつかることがあります。でも，エホバが支えてくださると確信しています。エホバはご自分に仕える人たちをこれまでどのように支えてきたでしょうか。今，私たちをどのように支えてくださっていますか。聖書中の例や現代の例について考えると，エホバに頼るなら必ず支えてくださるという確信を強めることができます。


^  「ものみの塔」2000年12月1日号24-28ページを参照。






^ （詩 34:19） 正しい人は多くの苦難*に遭う。 しかし，エホバがその全てから助け出してくださる。

または，「災難」。


^  （ロマ 8:35-39） 誰がキリストの愛から私たちを引き離せるでしょうか。災難，苦難，迫害，飢え，裸，危険，剣であれば引き離せるでしょうか。 36 確かに，「私たちはあなたのために一日中死にさらされている。ほふられる*羊のように見なされた」と書かれています。 37 しかし，私たちは，愛してくださった方により，これらのことがある中で完全な勝利を収めています。 38 私は確信しています。死も，生も，天使も，政府も，今あるものも，これから来るものも，力も， 39 高さも，深さも，ほかのどんな創造物も，主であるキリスト･イエスを通して示される神の愛から私たちを引き離すことはできません。

または，「殺される」。


^  （イザ 48:17， 18） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。 18 あなたが私のおきてに注意を払いさえすれば！ そうすれば，あなたの平和は川の流れのように豊かになり， あなたの正しい行いは海の波のように多くなる。

直訳，「買い戻す」。


^  （詩 22:1， 2） 私の神，私の神，なぜ私を見捨てたのですか。 なぜ救ってくださらないのですか。 なぜ苦悩の叫びを聞いてくださらないのですか。  2 私の神，昼に呼び続けても，あなたは答えません。 夜も私は沈黙しません。



^  （ハバ 1:2， 3） エホバ，私はいつまで助けを求めて叫ばなければならないのですか。 あなたは聞いてくださらないのですか。 私はいつまで暴力からの救出を願わなければならないのですか。 あなたは介入して*くださらないのですか。  3 私に悪事を見させるのはどうしてですか。 圧制を見過ごしておられるのはどうしてですか。 私の前に破壊や暴力があるのはなぜですか。 口論や争いがあまりにも多いのはなぜですか。

または，「救って」。


^ （詩 34:19） 正しい人は多くの苦難*に遭う。 しかし，エホバがその全てから助け出してくださる。

または，「災難」。


^  （詩 34:19） 正しい人は多くの苦難*に遭う。 しかし，エホバがその全てから助け出してくださる。

または，「災難」。


^  （イザ 66:14） これを見て，あなたたちは心から喜び， 骨が若草のように活力に満ちる。 エホバの力は仕える者たちに知られ， 神は敵たちを糾弾する」。



^  （コリ二 4:16-18） ですから，私たちは諦めません。たとえ私たちの外面*は衰えていくとしても，内面*は日々新しくされていくのです。 17 苦難*はつかの間で軽いものですが，はるかに重みのある*永遠の栄光を私たちにもたらします。 18 私たちは，見えるものではなく見えないものに目を留めます。見えるものは一時的ですが，見えないものは永遠だからです。

または，「外面の人」。
または，「内面の人」。
または，「試練」。
または，「重みを増していく」。


^  （哀 3:22-24） エホバの揺るぎない愛のおかげで，私たちは滅びませんでした。 神の憐れみは決して絶えません。 23 それは朝ごとに新たに示されます。あなたは常に信頼できる方です。 24 私は言いました。「エホバが私の全て*です。ですから，私はその方を辛抱強く待ちます」と。

直訳，「私の分」。


^  （詩 55:22） 重荷をエホバに委ねよ。 そうすれば支えてくださる。 神は正しい人が倒れる*ことを決して許さない。

または，「よろける」。


^  （創 28:1-4） それでイサクはヤコブを呼び，ヤコブのために祝福を願い，こう命じた。「カナン地方の娘たちの中から妻を選んではいけない。 2 パダン･アラムへ，あなたのおじいさん*ベトエルの家族の所へ行き，そこで妻を選びなさい。あなたの伯父さんラバンの娘たちの中から選ぶのだ。 3 全能の神があなたを祝福し，多くの子孫を与えてくださる。あなたから必ず，幾つもの民*が生まれる。 4 神は，アブラハムに約束した祝福をあなたとあなたの子孫に与えてくださる。あなたがこれまで外国人として住んできた土地，神がアブラハムに授けた土地はあなたのものになる」。

直訳，「母の父」。
または，「部族」。


^  （創 29:18） ヤコブはラケルを愛するようになっていたので，こう答えた。「あなたの下の娘ラケルのため，私は喜んであなたに7年仕えます」。



^  （創 29:25-27） 翌朝，ヤコブが見ると，そこにいたのはレアだった。それでヤコブはラバンに言った。「何ということをしたのですか。私はラケルのために，あなたに仕えたのではなかったでしょうか。どうして私をだましたのですか」。 26 ラバンは言った。「ここの習慣では，下の娘を長女より先に嫁にやることはしません。 27 祝いの週をあの子と一緒に過ごしなさい。その後，下の子も妻にすることができます。ただし，その代わりもう7年働いてもらいます」。



^  （創 31:41， 42） 私はあなたの所で20年間過ごしてきました。あなたの2人の娘のために14年，あなたの家畜のために6年働いたのです。しかも，あなたは報酬を10回も変えました。 42 もし私の父祖の神，アブラハムの神でイサクが畏れる方が，私の側にいてくださらなかったなら，あなたは私に何も持たせずに去らせたでしょう。神は，私の苦悩と苦労を見て，昨夜あなたを戒められました」。



^  （創 34:30） その後ヤコブはシメオンとレビに言った。「大変なことをしてくれたものだ。あなたたちのせいで，私は，この地方に住むカナン人やペリジ人から憎まれてしまった。私の方は人数が少ない。彼らはきっと束になって私を攻め，私と家族を滅ぼしてしまうだろう」。



^  （創 35:16-19） それから一行はベテルを出発した。エフラトまでまだ距離がある場所で，ラケルが産気づいて出産し始めたが，ひどい難産だった。 17 彼女が苦しんでいると，助産婦が彼女に言った。「頑張ってください。今度も男の子です」。 18 ラケルは息を引き取ろうとする時，その子をベン･オニ*と名付けた。しかし父はその子をベニヤミン*と呼んだ。 19 こうしてラケルは死に，エフラトつまりベツレヘムに向かう道のそばで葬られた。

意味，「私の嘆きの子」。
意味，「右手の子」。


^  （創 37:28） イシュマエル人*の商人たちがそばを通り掛かると，兄弟たちはヨセフを穴から引き上げ，銀20枚でイシュマエル人に売った。その人たちはヨセフをエジプトに連れていった。

直訳，「ミディアン人」。


^  （創 45:9-11） 急いで私の父の所に戻り，こう言ってください。『あなたの子ヨセフがこのように言いました。「神は私をエジプト全土の主人としました。私の所に来てください。すぐに来てください。 10 そして，ぜひゴシェン地方に住んでください。そうすれば，あなたも，息子や孫も，羊や牛も，あなたの全てのものも，私の近くで暮らせます。 11 そこであなたに食糧を供給します。そうしないと，あなたと家族，あなたの全てのものは困窮してしまうでしょう。飢饉はあと5年続くからです」』。



^  （創 45:28） イスラエルは言った。「そうか。よく分かった。私の子ヨセフは生きているのだ！ 死ぬ前に，あの子に会いに行こう」。



^  （創 30:43） ヤコブはとても裕福になり，多くの家畜の群れ，男女の召し使い，ラクダやロバを持つようになった。



^  （創 32:9， 10） それからヤコブはこう祈った。「私の父祖アブラハムの神，父イサクの神，エホバ，あなたは私に，『あなたの土地に，あなたの親族の所に帰りなさい。あなたに良いことがあるようにする』と言っておられます。 10 あなたは私のような者に揺るぎない愛を示し，支え続けてくださいました。私がヨルダン川を渡った時にはつえしか持っていませんでしたが，今では宿営が2つになりました。



^  （創 46:28-30） ヤコブはユダを先に遣わして，ゴシェンに向かっていることをヨセフに伝えさせた。一行がゴシェン地方に入ると， 29 ヨセフは自分の兵車を用意させ，父イスラエルを迎えるためにゴシェンに行った。再会すると，ヨセフはすぐに父を抱き締めてしばらく泣いた。 30 イスラエルはヨセフに言った。「私はもういつ死んでもいい。あなたが生きていて，顔を見ることができたのだから」。



^  （代一 17:1， 2） ダビデは自分の家*に住むとすぐ，預言者ナタンに言った。「私は杉の家に住んでいるのに，エホバの契約の箱は天幕の下にあります」。 2 ナタンはダビデに言った。「何でも心にあることを行いなさい。真の神があなたと共にいます」。

または，「宮殿」。


^  （代一 17:3， 4） その夜，神はナタンに言った。 4 「私に仕えるダビデにこう言いに行きなさい。『エホバはこう言っている。「私が住む家を建てるのはあなたではない。



^  （代一 17:11， 12） あなたの最期の日が来て，あなたが死ぬ時，私はあなたの子孫*，あなたの子の1人を立て，その人の王権を確立する。 12 その人こそが私のために家を建てる。私は彼の王座が永遠に揺るがないようにする。

直訳，「種」。


^  （代一 29:1-5） ダビデ王は会衆全体に言った。「わが子ソロモンは，神に選ばれた人ですが，経験が浅い*若者です。それに，人のためではなくエホバ神のために神殿*を建てるのですから，これは大事業です。 2 私は，神の家のために手を尽くして準備してきました。金，銀，銅，鉄，木材，しまめのう，モルタルではめ込む石，飾り用の色とりどりの小石，各種の宝石，大量の雪花石こうを用意しました。 3 また，私は神の家のことを喜んでいるので，聖なる家のために用意した物全てのほかに，私個人の財産である金銀も，神の家のために献じます。 4 オフィルの金100トンと，精錬された銀240トンです。家々の壁を覆うため， 5 金や銀の物を作るため，職人がする全ての仕事のためのものです。今日，エホバのために供え物をしたい人はいますか」。

または，「か弱い」。
または，「城」，「宮殿」。


^  （サム二 7:16） あなたの王朝と王国はあなたの前で永遠に安定する。あなたの王座は永遠に揺らぐことがない」』」。



^ （使徒 6:7） その結果，神の言葉は広まっていき，弟子の数はエルサレムで大幅に増加していった。そして非常に大勢の祭司たちが信じるようになった。



^  （使徒 1:6， 7） それで，使徒たちは集合した時，イエスに尋ねた。「主よ，今イスラエルに王国を回復するのですか」。 7 イエスは言った。「天の父の権限で定められた時や時期について，あなたたちが知る必要はありません。



^  （使徒 6:7） その結果，神の言葉は広まっていき，弟子の数はエルサレムで大幅に増加していった。そして非常に大勢の祭司たちが信じるようになった。



^  （使徒 11:28） その1人のアガボという人が立ち上がり，全土に大飢饉が生じようとしていることを聖なる力によって予告した。これはクラウディウスの時に実際に起きた。



^  （使徒 11:29， 30） それで弟子たちは，それぞれが提供可能なものを提供し，ユダヤに住む兄弟たちを救援することに決めた。 30 そしてこれを実行し，バルナバとサウロが長老たちに届けた。



^  （マタ 6:31-33） それで，心配して，『何を食べるのか』，『何を飲むのか』，『何を着るのか』などと言ってはなりません。 32 これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。 33 ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （使徒 20:35） 私は，このように真面目に働いて，弱い人たちを援助しなければならないこと，また，主イエス自身が述べた『受けるより与える方が幸福である』という言葉を覚えておかなければならないことを，あらゆる点で皆さんに示しました」。



^ （使徒 14:21， 22） 2人はその町に良い知らせを広め，かなり大勢の人々が弟子となるよう手助けした後，ルステラ，イコニオム，アンティオキアに戻り， 22 弟子たちを力づけ，信仰を保つよう励まして，「私たちは，多くの苦難を経験して神の王国に入らなければなりません」と言った。



^  （使徒 14:19） ところが，ユダヤ人たちがアンティオキアやイコニオムからやって来て群衆を説き伏せた。人々はパウロを石打ちにし，彼が死んだと思って町の外に引きずり出した。



^  （使徒 14:21， 22） 2人はその町に良い知らせを広め，かなり大勢の人々が弟子となるよう手助けした後，ルステラ，イコニオム，アンティオキアに戻り， 22 弟子たちを力づけ，信仰を保つよう励まして，「私たちは，多くの苦難を経験して神の王国に入らなければなりません」と言った。



^  （ヘブ 13:7） 皆さんを教え導いている*人たちのことを心に留めてください。皆さんに神の言葉を語った人たちです。その人たちの行いがどのような結果になるかをよく見て，その信仰に倣ってください。

または，「皆さんの中で率先している」。


^ （ヤコ 4:14） 皆さんは自分の命が明日どうなるかも知りません。皆さんは少しの間だけ現れて消える霧だからです。



^  （ヤコ 4:14） 皆さんは自分の命が明日どうなるかも知りません。皆さんは少しの間だけ現れて消える霧だからです。



^  （ペテ一 5:9） 揺るぎない信仰を持ち，悪魔に立ち向かってください。ご存じの通り，世界中にいる，信仰で結ばれた兄弟たちが，同じような苦しみを経験しています。



^  （王一 17:8-16） それでエホバはエリヤに言った。 9 「さあ，シドンの町ザレパテに行き，そこに滞在しなさい。私はそこで1人のやもめに命じて，あなたに食べ物を与えさせる」。 10 そこでエリヤは出発し，ザレパテに行った。町の入り口に来ると，1人のやもめが薪を拾っていた。エリヤは女性に声を掛け，言った。「どうか水を少し持ってきて，飲ませてください」。 11 彼女が水を取りに行こうとした時，エリヤは彼女に呼び掛けた。「どうかパンも少し持ってきてください」。 12 彼女は言った。「あなたの生きている神エホバに懸けて言います。私の所にパンはありません。大きなつぼに麦粉一握りと，小さなつぼに油が少しあるだけです。私は薪を幾つか拾い，この後，戻って自分と息子のために何かを作ります。私たちはそれを食べたら，あとは死ぬだけです」。 13 エリヤは彼女に言った。「恐れてはいけません。帰ってあなたが言った通りにしてください。ただし，まず今あるもので私のために小さな丸いパンを作り，持ってきてください。それから，あなたは自分と息子のために何かを作れます。 14 イスラエルの神エホバがこう言っているからです。『エホバが大地に雨を降らせる日まで，麦粉の大きなつぼも油の小さなつぼも空にはならない』」。 15 彼女は帰ってエリヤに言われた通りにした。彼女もエリヤも彼女の家の人も皆，何日も食べた。 16 麦粉の大きなつぼも油の小さなつぼも空にはならなかった。エホバがエリヤを通して語った言葉の通りになった。



^  （ペテ一 5:6， 7） 神の力強い手の下で謙遜になってください。そうすれば，神はやがて皆さんを重んじて*くださいます。 7 そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

直訳，「高く上げて」。
または，「不安」，「悩み」。


^  （詩 34:19） 正しい人は多くの苦難*に遭う。 しかし，エホバがその全てから助け出してくださる。

または，「災難」。


^  （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。







研究記事18

集会で励まし合いましょう


「互いのことをよく考えて，……いつも励まし合いましょう」。ヘブライ 10:24，25

88番の歌 あなたの道を教えてください

何を学ぶか*




 1. 集会でコメントするのが大切なのはどうしてですか。

私たちが集会に出席するのはどうしてでしょうか。それは，エホバを賛美するためです。（詩 26:12; 111:1）問題が多い世の中で，兄弟姉妹と励まし合うためでもあります。（テサ一 5:11）私たちが手を挙げてコメントする時，この両方を行うことができます。

 2. 集会でコメントするどんな機会がありますか。

2 私たちは，毎週の集会でコメントすることができます。例えば，週末の集会では「ものみの塔」研究が行われます。週日の集会では，「宝石を探し出す」や会衆の聖書研究やほかにも討議のプログラムがあります。

 3. コメントすることに関して，どう感じるかもしれませんか。ヘブライ 10章24，25節からどんな役立つ点を学べますか。

3 私たちはみんな，エホバを賛美し，仲間を励ましたいと思っています。でも，コメントすることに関しては，緊張すると感じる人もいれば，もっとコメントしたいのになかなか当たらないと感じる人もいるかもしれません。では，どうしたらよいでしょうか。パウロがヘブライ人のクリスチャンに宛てた手紙の中にヒントがあります。パウロは集まり合うことの大切さを教えた時，「励まし合」うようにと勧めました。（ヘブライ 10:24，25を読む。）たとえ短くても確信のこもったコメントをするなら，それを聞いた兄弟姉妹は励みを受けます。そのことを考えると，コメントを頑張ろうという気持ちになるのではないでしょうか。また，思ったほど多くコメントできないとしても，その分ほかの人たちがコメントできることを喜べます。（ペテ一 3:8）

 4. この記事ではどんな3つの点を考えますか。

4 この記事では，コメントする人が少ない小さな会衆で仲間と励まし合うためにどんなことができるかを考えます。また，手を挙げる人が多い大きな会衆でどんなことができるかも考えます。コメントの内容を仲間にとって励みとなるものにするために何ができるかも学びます。






小さな会衆で


 5. 集会の出席者が少ない場合，互いに励まし合うためにどんなことができますか。

5 小さな会衆やグループでは，コメントする人がそれほど多くないかもしれません。司会者は誰かが手を挙げるまでしばらく待たなければならない場合もあるでしょう。すると，集会は活気がなくなり，励みを得るのは難しいかもしれません。では，どうしたらいいでしょうか。たくさん手を挙げるようにしましょう。そうするなら，みんなも手を挙げやすくなるかもしれません。

6-7. コメントする時の緊張を和らげるために，どんなことができますか。

6 コメントすることを考えただけでも緊張するかもしれません。そう感じている人は大勢います。でも，兄弟姉妹をさらに励ますことを目指して，緊張を和らげる方法を探ってみるのはどうでしょうか。どんなことができるか考えてみましょう。

7 「ものみの塔」の提案を幾つか振り返ってみましょう。* 例えば，よく準備することです。（格 21:5）内容をよく理解しているなら，もっと楽な気持ちでコメントできるでしょう。コメントを短くすることも大切です。（格 15:23; 17:27）短いコメントであれば，それほど緊張せずにできるかもしれません。しかも，聞いている兄弟姉妹も，1文か2文の短いコメントの方が，長いコメントよりも理解しやすいでしょう。自分の言葉で短いコメントをすることは，よく準備して内容をしっかり理解していることの証拠です。

 8. 私たちが一生懸命頑張る姿を見て，エホバはどう感じていますか。

8 こうした提案をやってみても，緊張してコメントするのがなかなか難しいと感じるならどうでしょうか。私たちが一生懸命頑張る姿を見てエホバが喜んでくれている，ということを忘れないようにしましょう。（ルカ 21:1-4）エホバは，私たちにできないことまで求めているわけではありません。（フィリ 4:5）自分に何ができるかをよく考え，目標を立てましょう。落ち着いてコメントできるように助けてください，と祈ることもできます。まずは，短いコメントを1回することを目標にしてみましょう。






大きな会衆で


 9. 大きな会衆では，どんな難しさがあるかもしれませんか。

9 大きな会衆では別の問題もあります。手を挙げる人が多いので，なかなかコメントできないかもしれません。ダニエール姉妹の例を考えてみましょう。* 姉妹はコメントするのが好きで，集会でよくコメントしていました。それによって，エホバを崇拝し，仲間を励まし，聖書の教えをさらに確信することができると感じていました。でも，大きな会衆に移動した後は，コメントできる回数が少なくなりました。一度も当たらないことさえありました。姉妹はこう言います。「なんだかイライラしました。素晴らしい機会を取り上げられたように感じました。こういうことが何度もあると，わざとなんじゃないかという気持ちになります」。

10. どうすればコメントする機会を増やすことができますか。

10 あなたもダニエール姉妹と同じような気持ちになったことがありますか。もしかすると，「もうコメントするのはやめて，集会は聞くだけにしよう」と思うかもしれません。でも，コメントするのを諦めないでください。そのためにどんなことができるでしょうか。幾つかコメントを用意しておくことができます。そうすれば，初めの方で当たらなかったとしても，後の方でコメントできるかもしれません。「ものみの塔」研究の予習をする時には，それぞれの節と主題がどのように関連しているかを考えるようにしましょう。そうすれば，記事のどの部分でもコメントすることができます。さらに，説明しにくい聖書の深い真理について考える節でコメントを用意しておくこともできるでしょう。（コリ一 2:10）そうした節では，ほかと比べて手を挙げる人が少ないので，当ててもらいやすいかもしれません。こうしたことを実際にやってみてもコメントできないことが続く場合はどうしたらいいでしょうか。集会前に，どの質問で答えたいと思っているかを司会者に伝えることができます。

11. フィリピ 2章4節のアドバイスについて考えると，どうしたいと思いますか。

11 フィリピ 2:4を読む。パウロは聖なる力に導かれて，他の人のことにも気を配るように，と教えました。このアドバイスを集会の時にも意識することができます。ほかの人たちも同じようにコメントに参加したいと思っていることを忘れないようにしましょう。



[image: 数人の兄弟姉妹が一緒に食事をしている。1人の兄弟が話しているのをほかの人たちがよく聞いている。]

会話の時にみんなが話せるようにするのと同じように，集会の時にはほかの人もコメントできるようにしましょう。（12節を参照。）





12. 集会で兄弟姉妹を元気づけるためにどんなことができますか。（写真も参照。）

12 次のように考えてみましょう。友達と話をする時，自分ばかり話して会話を独占したりするでしょうか。そんなことはしないはずです。ほかの人たちの話もぜひ聞きたいと思うことでしょう。同じように，集会でもできるだけたくさんの人がコメントできたらいいと思いませんか。兄弟姉妹が自分の信仰を語れるようにするなら，兄弟姉妹を元気づけることに貢献できます。（コリ一 10:24）では，具体的にどんなことができるでしょうか。

13. たくさんの人がコメントに参加できるようにするために，どんなことができますか。

13 1つ目に，短いコメントを意識するようにしましょう。そうすれば，もっとたくさんの人がコメントできます。長老や経験豊かな兄弟姉妹は，この点で手本になるようにしましょう。2つ目に，1度のコメントでたくさんの点を含め過ぎないようにします。短いコメントだったとしても，全ての要点を言ってしまうなら，ほかの人たちはコメントすることがなくなってしまうかもしれません。例えば，この節では2つの提案が挙げられています。短いコメントを意識することと，多くの点を含め過ぎないようにすることです。もし，この節で最初にコメントすることになったなら，1つの点だけを答えるのはどうでしょうか。



[image: 1. 先ほどの写真に出ていた兄弟が，集会でコメントするために手を挙げている。2. ほかの人たちが手を挙げている時に，手を挙げるのを控えている。]

どんな場合には，手を挙げるのを控えることができますか。（14節を参照。）*





14. どれほど手を挙げるかについて，どんなことを考えるとよいですか。（写真も参照。）

14 どれほど手を挙げるかについて分別を働かせることも大切です。同じ人が何度も手を挙げると，司会者はほかにまだ当たっていない人がいても，その人をまた当てなければいけないと感じるかもしれません。そうすると，ほかの人たちはやる気を失って手を挙げなくなってしまうかもしれません。（伝 3:7）

15. （ア）コメントできなかったとしても，どんな反応はしないようにしますか。（イ）司会者はどんなことを意識できますか。（「司会者が意識できること」の囲みを参照。）

15 手を挙げる人がたくさんいる場合には，望むほどコメントできないかもしれません。一度もコメントできないということもあるでしょう。そういう時には確かにがっかりします。でも，当ててもらえなかったからといって気を悪くしないようにしましょう。（伝 7:9）

司会者が意識できること


質問と答えの部分を扱う時には，できるだけたくさんの人がコメントに参加できるようにしてください。そのためにはどうしたらいいでしょうか。

	  話し過ぎないようにしましょう。導入や結びの部分は短いものにします。司会者はふさわしいコメントを時折加えることもできますが，全ての節の朗読の前に節の内容を紹介する必要はありません。*



	  質問を読んだ後，みんなが手を挙げられるように休止を置きます。まだコメントしていない人が手を挙げているのに，すでにコメントした人を何度も当てないようにしましょう。経験のあるクリスチャンであっても，なかなか当ててもらえないとがっかりするかもしれません。



	  「まだコメントしていない人はいますか」などと言わないようにしましょう。



	  週日の集会の終わりの方で質問と答えの部分を扱う場合には，その日すでにコメントした人を覚えておき，できるだけ多くの人がコメントに参加できるようにしましょう。



	  時間配分に注意しましょう。初めの方の節で時間を使い過ぎてしまうと，後半は急いで進めなければいけなくなり，コメントのための時間が少なくなってしまいます。









16. コメントした人を元気づけるためにどんなことができますか。

16 望むほどコメントできない場合には，ほかの人たちのコメントをよく聞いて，集会後に良かった点を伝えるようにしましょう。褒められた兄弟姉妹は，あなたのコメントを聞くのと同じくらい元気づけられることでしょう。（格 10:21）褒め言葉を伝えることは，互いに励まし合うとても良い方法です。






励まし合うためにほかにできること


17. （ア）親は，子供が年齢に合った内容のコメントを準備できるよう，どのように助けられますか。（イ）動画によると，コメントを準備する時には，どんな4つのことができますか。（脚注を参照。）

17 集会で互いに励まし合うために，ほかにもどんなことができるでしょうか。親の皆さんは，お子さんが年齢に合った内容のコメントをすることができるように，一緒に準備しましょう。（マタ 21:16）結婚や道徳についての記事を学ぶこともありますが，そういう時にも子供がコメントできる節が幾つかあるはずです。さらに，手を挙げても毎回当たるわけではないということをお子さんに伝えておきましょう。そうするなら，当たらなかった時にも落ち込んでしまうことはないでしょう。（テモ一 6:18）*

18. コメントする時，どんなことに注意できますか。（格言 27:2）

18 私たちは誰もがコメントによってエホバを賛美し，仲間を励ますことができます。（格 25:11）時には，自分の経験を短く含めることもできます。でも，自分のことばかり話すのではなく，エホバや聖書やエホバに仕える人たちに注意を向けるようにしましょう。（格言 27:2を読む。コリ二 10:18。啓 4:11）もちろん，19節の質問のように気持ちや考えを尋ねる質問の場合には，自分が思っていることをコメントできます。

19. （ア）仲間のことをよく考えるなら，どんな結果になりますか。（ローマ 1:11，12）（イ）あなたは，集会でコメントするとどんな良いことがあると感じていますか。

19 コメントの仕方について細かなルールがあるわけではありませんが，互いに励まし合うことをみんなで意識していきましょう。例えば，もっとコメントすることができるかもしれません。望むほど多くコメントできない場合は，ほかの人たちのコメントを聞いて喜べます。集会で仲間のことをよく考えるなら，みんなで「励まし合う」ことができるでしょう。（ローマ 1:11，12を読む。）







仲間のことをよく考えて，どんなことができますか。


	  集会でコメントする人が少ない場合



	  コメントする人がたくさんいる場合



	  コメントを準備する時









93番の歌 集会を祝福してください

^  集会でコメントすることは，互いに励まし合う良い機会になります。でも，コメントするのは緊張すると感じる人もいれば，コメントするのが好きでもっとしたいと思っている人もいます。いずれにせよ，どうすれば仲間のことをよく考えて，みんなが励みを得られるようにできるでしょうか。コメントする際にどんなことを意識するなら，愛を表し立派な行いをするよう兄弟姉妹を励ませるでしょうか。


^  「ものみの塔」2019年1月号8-13ページ，「ものみの塔」2003年9月1日号19-22ページにも役立つ提案があります。


^  名前は変えてあります。


^  jw.orgの「エホバの友になろう ちゅうかいの じゅんびをしよう」の動画をご覧ください。




^  「ものみの塔」2013年7月15日号32ページ，「ものみの塔」2003年9月1日号21-22ページを参照。




^  写真や挿絵: 大きな会衆の集会で，すでにコメントをした兄弟が，ほかの人たちもコメントに参加できるようにしている。






^ （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^  （詩 26:12） 私は平らな場所に立ち， 大きな会衆の中で*エホバを賛美します。

直訳，「集会で」。


^  （詩 111:1） ヤハを賛美せよ*！ 私は心からエホバを賛美する。 集まった正直な人の中で。

または，「ハレルヤ」。「ヤハ」はエホバの短縮形。


^  （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。


^ （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^  （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^  （ペテ一 3:8） 最後に，皆が，一致した考え*，仲間をいたわる気持ち，兄弟愛，温かい思いやりを持ち，謙遜であってください。

または，「同じ考え方」。


^  （格 21:5） 勤勉な人の計画は必ず成功*につながり， せっかちな人は必ず貧乏へと向かう。

または，「良いこと」。


^  （格 15:23） 人は適切な答えをすることに喜びを感じる。 適切な時に話される言葉は，何と良いのだろう。



^  （格 17:27） 知識のある人は言葉を控え， 識別力のある人は冷静さ*を保つ。

直訳，「気の冷たさ」。


^  （ルカ 21:1-4） さて，イエスが目を上げると，裕福な人たちが寄付箱に寄付を入れているのが見えた。 2 次いで，貧乏なやもめがごく小額の小さな硬貨2枚を入れるのを見て， 3 こう言った。「はっきり言いますが，この貧しいやもめは，彼ら全てよりたくさん入れました。 4 あの人たちは皆，余っている中から寄付を入れましたが，この女性は乏しい中から自分が持つ生活費全てを入れたからです」。



^  （フィリ 4:5） 分別があることが全ての人に知られるようにしてください。主はすぐ近くにいます。



^  （コリ一 2:10） 神はその事柄を，聖なる力によって私たちに啓示しました。聖なる力は全ての事柄を明らかにします。神の奥深い事柄さえもです。



^ （フィリ 2:4） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。



^  （フィリ 2:4） 自分のことばかり考えずに，他の人のことにも気を配りましょう。



^  （コリ一 10:24） 各自，自分のためになることではなく，人のためになることをいつも優先しましょう。



^  （伝 3:7） 裂くのに時があり，縫うのに時がある。 黙っているのに時があり，話すのに時がある。



^  （伝 7:9） すぐに腹を立ててはならない。腹立ちは愚かな人の胸にとどまる*。

もしかすると，「愚かな人の特徴だ」。


^  （格 10:21） 正しい人の唇は多くの人を養い*， 愚かな人たちは分別がないために死ぬ。

または，「導き」。


^  （マタ 21:16） イエスに言った。「子供たちが言っていることが聞こえるか」。イエスは言った。「はい。『あなたは，幼い子供たち*の口から賛美を生じさせた』とあるのを読んだことがないのですか」。

直訳，「幼い子供や乳児」。


^  （テモ一 6:18） またその人たちに，善いことをし，立派な行いに励み，惜しみなく与え，進んで分け合うよう伝えてください。



^ （格 27:2） 自分の口ではなく別の人があなたを称賛するようにせよ。 自分の唇ではなくほかの人たちが。



^  （格 25:11） 適切な時に話される言葉は， 銀の器*の中の金のリンゴのようだ。

または，「彫り物」。


^  （格 27:2） 自分の口ではなく別の人があなたを称賛するようにせよ。 自分の唇ではなくほかの人たちが。



^  （コリ二 10:18） 良いと認められるのは，自分自身を推薦する人ではなく，エホバ*に推薦される人だからです。

付録A5参照。


^  （啓 4:11） 「私たちの神エホバ*，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です。あなたが全てのものを創造されたからです。全てのものは，あなたのご意志によって存在するようになり，創造されました」。

付録A5参照。


^ （ロマ 1:11， 12） 皆さんに会うことを心から願っています。神からの贈り物を与えて*，皆さんを力づけるためです。 12 いえ，むしろ，皆さんの信仰と私の信仰によって励まし合うためです。

または，「神からの能力を用いて」。


^  （ロマ 1:11， 12） 皆さんに会うことを心から願っています。神からの贈り物を与えて*，皆さんを力づけるためです。 12 いえ，むしろ，皆さんの信仰と私の信仰によって励まし合うためです。

または，「神からの能力を用いて」。







研究記事19

将来についてのエホバの約束 どうすれば信仰を強められるか


「[エホバ]は何かを言ったら，それを行うのではないか」。民数記 23:19

142番の歌 希望をしっかり持ち続ける

何を学ぶか*


1-2. 新しい世界が実現するまでの間，どんなことをする必要がありますか。

エホバは，この邪悪な体制を終わらせて，正しいことが行き渡る新しい世界に変えると約束しています。（ペテ二 3:13）私たちはその時を心から楽しみにしています。それがいつ実現するのかについては知りませんが，世界の出来事を考えると，その時が近いということが分かります。（マタ 24:32-34，36。使徒 1:7）

2 とはいえ，どれほど長くエホバに仕えてきたかに関わりなく，私たち全てはエホバの約束がその通りになるという信仰を強める必要があります。信仰は弱くなってしまうことがあるからです。パウロは，この危険な状態を「すぐに絡み付く罪」と呼びました。（ヘブ 12:1）ですから，信仰が弱くならないようにするために，新しい世界がもうすぐ実現すると言える根拠についてよく考える必要があります。（ヘブ 11:1）

 3. この記事ではどんなことを考えますか。

3 では，どうすればこのエホバの約束に対する確信を強められるでしょうか。この記事では3つの点を考えます。（1）贖いについてじっくり考えること，（2）エホバの力について思い巡らすこと，（3）エホバとの絆を強めるために時間を使うことです。さらに，エホバがハバククに語った言葉が私たちの信仰を強める上でどのように助けになるかも学びます。でもまずは，新しい世界が実現するという強い信仰がどんな場面で必要になるか，考えてみましょう。

どんな時に強い信仰が必要になるか

 4. どんな決定をする時に，強い信仰が必要ですか。

4 毎日のいろいろな決定をする時に，強い信仰が必要になります。例えば，誰と友達になるか，自由な時間にどんなものを楽しむか，どんな教育を受けるか，どんな仕事に就くか，といったことを決める必要があります。また，結婚するかや子供を持つかについても決めなければいけないかもしれません。次のように自問してみましょう。「自分の決定には，今の世界がもうすぐ終わり，新しい世界が来ると信じていることが表れているだろうか。それとも，死んだら全てが終わると考えている人たちの影響を受けてしまっているだろうか」。（マタ 6:19，20。ルカ 12:16-21）新しい世界がもうすぐ実現するという強い確信があるなら，良い決定ができるでしょう。

5-6. 難しい問題を経験している時に強い信仰が必要なのはどうしてですか。

5 難しい問題にぶつかる時にも，強い信仰が必要になります。迫害されたり，重い病気になったり，がっかりさせられるような問題を経験したりすることもあります。初めのうちは，強い気持ちで立ち向かうことができるかもしれません。でも，こうした問題は長く続くことが多いので，喜んでエホバに仕えていくためには強い信仰が必要です。（ロマ 12:12。ペテ一 1:6，7）

6 難しい問題を経験している時には，新しい世界がすぐには来ないように思えるかもしれません。それは，信仰が弱いということでしょうか。必ずしもそうではありません。例えで考えてみましょう。厳しい冬のさなかには，夏が遠い先のことのように感じるかもしれません。でも，夏は必ずやって来ます。同じように，ひどくがっかりしている時には，新しい世界が遠い先のことのように感じるかもしれませんが，強い信仰があるなら，エホバの約束は必ず実現すると考えることができます。（詩 94:3，14，15。ヘブ 6:17-19）そのような確信があるなら，エホバに仕えることを何よりも優先することができるでしょう。

 7. どんな考え方に注意する必要がありますか。

7 伝道を行う時にも強い信仰が必要です。多くの人は，私たちが新しい世界についての「良い知らせ」を伝えても，それはただの理想だと考えます。（マタ 24:14。エゼ 33:32）私たちは，そうした人たちの考え方に影響されないようにしなければいけません。そのためには，信仰を強める努力を続ける必要があります。では，どんなことができるか，3つの点を考えていきましょう。

贖いについてじっくり考える

8-9. 贖いについてじっくり考えると，信仰はどのように強まりますか。

8 贖いについてじっくり考えるのは良いことです。贖いはエホバの約束が実現すると信じる根拠となるからです。エホバが贖いを与えてくださったのはどうしてか，そのためにどれほどの犠牲を払ったのかについて，じっくり考えましょう。そうするなら，新しい世界でいつまでも暮らせるようにするというエホバの約束がその通りになるという確信を持つことができます。

9 エホバはどれほどの犠牲を払ったのでしょうか。とても大切にしていた独り子イエスを天から遣わして，完全な人間として生まれるようにしました。イエスは地上でいろいろなつらい経験をし，苦しみながら死にました。エホバが本当に大きな犠牲を払ってくださったということが分かります。エホバは，ただ私たちが短い間生活を楽しむために，イエスにこれほどつらい経験をさせたのでしょうか。そんなはずはありません。（ヨハ 3:16。ペテ一 1:18，19）エホバが払ってくださった大きな犠牲について考えると，私たちが新しい世界でいつまでも暮らせるようにしてくださるということを確信できます。

エホバの力について思い巡らす

10. エフェソス 3章20節によると，エホバはどんなことを行うことができますか。

10 信仰を強めるために，エホバの力について思い巡らすこともできます。エホバには，全ての約束を実現させる力があります。新しい世界での永遠の命というのは，人間にとっては無理な話に思えるかもしれません。でも，エホバはこれまでも，人間にはとうてい実現不可能な約束を果たしてきました。エホバは全能者なので，あり得ないと思える約束をするとしても驚くことではありません。（ヨブ 42:2。マル 10:27。エフェソス 3:20を読む。）

11. エホバは実現不可能に思えるどんな約束を果たしてきましたか。（「実現不可能に思えた約束」の囲みを参照。）

11 エホバはご自分の民のために，不可能に思える約束を幾つも果たしてきました。例えば，高齢のアブラハムとサラに，子供を持つことになると約束しました。（創 17:15-17）また，アブラハムの子孫がカナン地方に住むことになる，とも言いました。アブラハムの子孫であるイスラエル人は長い間エジプトで奴隷になっていたので，多くの人は，この約束は実現不可能だと考えたかもしれません。でも，その通りになりました。後の時代には，高齢のエリサベツに子供が生まれると約束しました。処女のマリアには，神の子を産むことになると言いました。こうして，何千年も前にエデンの園で語られた約束も果たされることになりました。（創 3:15）

実現不可能に思えた約束





[image: アブラハムとサラが生まれたばかりのイサクを抱いている。]



約束

高齢のアブラハムとサラに男の子が生まれる。（創 18:14）

不可能に思えた理由

サラは子供ができる年齢を過ぎていた。（創 18:11）

どのように実現したか

創 21:1，2







[image: ヨシュアが剣を持って天を見上げている。]



約束

アブラハムの子孫がカナン地方に住む。（創 17:8）

不可能に思えた理由

イスラエル人はエジプトで奴隷だった。（出 1:13，14）

どのように実現したか

ヨシュ 11:23







[image: ヨセフとマリアが生まれたばかりのイエスを飼い葉おけに寝かせている。]



約束

ダビデの子孫が永遠に王として治める。（サム二 7:8，16）

不可能に思えた理由

ゼデキヤが死んだ後，ユダに王はいなくなった。（エレ 52:11）

どのように実現したか

ルカ 1:32，33







[image: バビロンから出ていくイスラエル人]



約束

イスラエル人がバビロンで70年間捕囚にされた後，エルサレムに戻る。（エレ 29:10）

不可能に思えた理由

エルサレムは荒れ果てた場所になっていて，バビロンは捕虜を解放しないことで有名だった。（イザ 14:17）

どのように実現したか

エズ 1:1-3; 2:1







[image: 剣を持った天使がアッシリア軍に向かって飛んでいる。]



約束

アッシリア人がエルサレムを征服することはない。（王二 19:32-34）

不可能に思えた理由

アッシリア軍はとても強く，すでにたくさんのユダの町々を占領していた。（王二 18:13）

どのように実現したか

イザ 37:36，37







[image: エリサベツがマリアを温かく迎えている。]



約束

エリサベツに男の子が生まれ，マリアが神の子を産む。（ルカ 1:13，31）

不可能に思えた理由

エリサベツは高齢で，子供ができなかった。マリアは処女だった。（ルカ 1:18，34）

どのように実現したか

ルカ 1:57; 2:7








12. ヨシュア 23章14節とイザヤ 55章10，11節から，エホバの力についてどんなことが分かりますか。

12 エホバがどんな約束をし，それをどのように果たしてきたかについてよく考えるなら，エホバには新しい世界を実現させる力があるという確信が強まります。（ヨシュア 23:14，イザヤ 55:10，11を読む。）そして，新しい世界がただの夢や理想ではないということを上手に伝えられるようになります。エホバは，新しい天と新しい地について語った後，こう言いました。「これらの言葉は信頼でき，真実である」。（啓 21:1，5）

エホバとの絆を強めるための活動を十分に行う



[image: 集会で兄弟の話を注意深く聞いている兄弟姉妹]

集会

集会に出席すると，信仰はどのように強まりますか。（13節を参照。）





13. 信仰を強める上で，集会はどのように助けとなりますか。

13 エホバとの絆を強めるための活動を行うことによっても，信仰を強めることができます。集会はどのように助けとなるでしょうか。何十年にもわたっていろいろな全時間奉仕を行ってきたアナ姉妹はこう言います。* 「集会は，信仰を強めるために欠かせません。話し手がどれほど上手に教えてくれるかや，話される内容が自分にとって新しいものかどうかに関わりなく，聖書の理解を深め，信仰を強めることができます」。兄弟姉妹のコメントを聞くことも，信仰を強める助けになります。（ロマ 1:11，12; 10:17）





[image: 作業場で同僚に伝道している兄弟]

伝道

伝道を行うと，信仰はどのように強まりますか。（14節を参照。）





14. 伝道を行うと，どのように信仰が強まりますか。

14 伝道も信仰を強める助けになります。（ヘブ 10:23）70年以上エホバに仕えてきたバーバラ姉妹はこう言います。「伝道に出ると，本当に信仰が強まります。エホバの素晴らしい約束についてほかの人に語れば語るほど，その約束が必ず実現するという確信も強まっていきます」。





[image: 出版物を使って個人研究をしている姉妹]

個人研究

個人研究を行うと，信仰はどのように強まりますか。（15節を参照。）





15. 個人研究を行うと，どのように信仰が強まりますか。（挿絵も参照。）

15 個人研究によっても信仰を強めることができます。スーザン姉妹はそのために予定を立てています。こう言います。「私は，日曜日に次の週の『ものみの塔』の予習をし，月曜日と火曜日に週日の集会の準備をしています。そして，そのほかの日には自分で決めたテーマに沿って研究しています」。姉妹はこうした予定をしっかり守ることによって，信仰を強めることができています。世界本部で何十年も働いてきたアイリーン姉妹は，聖書の預言を調べることが役立つと感じています。こう言います。「エホバの預言が細かなところまでその通りになっていることを考えると，本当にすごいと思います」。*

「必ずその通りになる」

16. エホバがハバククに語った言葉は私たちにも関係がある，と言えるのはどうしてですか。（ヘブライ 10:36，37）

16 兄弟姉妹の中には，この体制が終わるのをずっと待ってきた人たちもいます。人間の観点からすると，エホバの約束がなかなか実現しないように感じるかもしれません。エホバは私たちのそうした気持ちを分かってくださっています。実際，ハバククにこう言いました。「この幻は定められた時のためのもので，終わりに向かって急いでおり，偽りではない。たとえ遅れるとしても，待ち続けよ。必ずその通りになるからである。遅くなることはない！」（ハバ 2:3）この言葉はハバククだけのために語られたのでしょうか。それとも，現代の私たちにも関係がありますか。パウロは聖なる力に導かれてこの言葉を引き合いに出し，新しい世界を待ち望んでいたクリスチャンを励ましました。（ヘブライ 10:36，37を読む。）ですから，私たちを救い出すというエホバの約束がなかなか実現しないように思えるとしても，「必ずその通りになる」と確信できます。「遅くなることはない」のです。

17. ある姉妹は，エホバがハバククに語った言葉をどのように自分に当てはめましたか。

17 大勢の兄弟姉妹が，「待ち続けよ」というエホバの勧めに従ってきました。何十年もそうしている人もいます。1939年からエホバに仕えているルイーズ姉妹はこう言います。「当時私は，高校を卒業する前にハルマゲドンが来ると思っていました。でも，そうはなりませんでした。私にとって助けになっているのは，エホバからの祝福を得るまで長い間待った人たちの聖書の記録を読むことです。例えば，ノアやアブラハムやヨセフなどです。エホバを待つ姿勢を失わないなら，もうすぐ新しい世界が実現するということに目を向けることができます」。同じように感じている兄弟姉妹は大勢います。

18. 創造物について考えると，新しい世界が実現するという確信はどのように強まりますか。

18 確かに，今はまだ新しい世界は実現していません。でも，エホバがご予定の時に必ず実現してくださると確信できます。私たちが目にしている星や木や動物や人間について考えてみてください。こうしたものは，エホバが創造する前は存在していませんでした。でも，今の私たちにとっては当たり前のもので，存在を疑う人はいません。（創 1:1，26，27）エホバは，新しい世界をつくると約束しています。その時，誰もが完全に健康になり，幸せな生活をいつまでも楽しむことができます。エホバはこの約束を必ず果たしてくださるのです。（イザ 65:17。啓 21:3，4）

19. 信仰を強めるためにどんなことができますか。

19 エホバの約束が実現するまでの間，信仰を強めるためにできる限りのことを行っていきましょう。贖いへの感謝を深め，エホバの力について思い巡らし，エホバとの絆を強めるための活動を十分に行うことが大切です。そうするなら，「信仰と辛抱のゆえに約束のものを受ける」ことができるでしょう。（ヘブ 6:11，12。ロマ 5:5）



信仰を強めるために，以下のことはどのように助けとなりますか


	  贖いについてじっくり考える。



	  エホバの力について思い巡らす。



	  エホバとの絆を強めるための活動を行う。









139番の歌 新しい世界を見つめて

^  多くの人たちは新しい世界についての聖書の約束を信じていません。「夢みたいな話だ」とか，「ただの理想にすぎない」と思うのかもしれません。一方，私たちはエホバの約束が全てその通りになると確信しています。それでも，信仰を強めていく必要があります。そのためにどんなことができるでしょうか。考えてみましょう。


^  一部の名前は変えてあります。


^  「ものみの塔出版物索引」の「預言」の事項を見ると，聖書の預言についての記事をたくさん見つけることができます。一例として，「ものみの塔」2008年1月1日号の「エホバが予告した事柄は実現する」という記事をご覧ください。






^ （民 23:19） 神は，偽りを語る人間のようではなく， 考えを変える*人のようでもない。 神は何かを言ったら，それを行うのではないか。 語ったら，それを実行するのではないか。

または，「後悔する」。


^  （ペテ二 3:13） しかし，私たちが神の約束によって待ち望んでいる，新しい天と新しい地があります。そこには正しいことが行き渡ります。



^  （マタ 24:32-34） イチジクの木の例えから学びなさい。若枝が柔らかくなって葉を出すと，すぐに，夏が近いことが分かります。 33 同じように，これら全てを見たら，人の子が近づいて戸口にいることを知りなさい。 34 はっきり言いますが，これら全てが起きるまで，この世代は決して過ぎ去りません。



^  （マタ 24:36） その日と時刻については誰も知りません。天使たちも子も知らず，父だけが知っています。



^  （使徒 1:7） イエスは言った。「天の父の権限で定められた時や時期について，あなたたちが知る必要はありません。



^  （ヘブ 12:1） それで，これほど大勢の*証人たちに囲まれているのですから，私たちもあらゆる重荷と，すぐに絡み付く罪を捨て，参加している競走を忍耐して走りましょう。

または，「大きな雲のような」。


^  （ヘブ 11:1） 信仰とは，望んでいる事柄が実現するという確信*であり，目に見えないものが実在するというはっきりとした*証拠を持っていることです*。

または，「保証」。
または，「納得のいく」。
または，「証拠です」。


^  （マタ 6:19， 20） 自分のために地上に宝を蓄えるのをやめなさい。そこでは蛾やさびがむしばみ，泥棒が入って盗みます。 20 むしろ，自分のために天に宝を蓄えなさい。そこでは蛾やさびがむしばんだり，泥棒が入って盗んだりすることはありません。



^  （ルカ 12:16-21） そして次のような例えを話した。「ある裕福な人の土地で作物が豊かに実りました。 17 そこでその人は心の中で考え始めました。『どうしようか。作物を集める場所がない』。 18 その人は言いました。『こうしよう。倉を取り壊して，もっと大きいのを建て，そこに穀物などを全て集めるのだ。 19 そして自分に言おう。「おまえはたくさんの良い物を何年分も蓄えることができた。楽にして，食べて，飲んで，楽しめ」』。 20 しかし神は言いました。『無分別な者よ，今夜，あなたの命は取り上げられる。そうしたら，蓄えた物は誰のものになるのか』。 21 自分のために宝を蓄えても，神から見て裕福でない人はこうなるのです」。



^  （ロマ 12:12） 希望によって喜びましょう。苦難に遭っても忍耐しましょう。粘り強く祈りましょう。



^  （ペテ一 1:6， 7） こうしたことを皆さんはとても喜んでいます。しかし，やむを得ないこととして，少しの間さまざまな試練に悩まされてきました。 7 そのようにして皆さんの信仰の質は試されます。試された信仰は，火によって試された*金よりもはるかに価値があります。金は試された*ものであっても滅びるからです。そうした信仰を示すなら，皆さんは，イエス･キリストが明らかにされる時に，賛美と栄光と栄誉を受けられます。

または，「精錬された」。
または，「精錬された」。


^  （詩 94:3） いつまで悪人は，エホバ， いつまで悪人は勝ち誇るのですか。



^  （詩 94:14， 15） エホバはご自分の民を見捨てない。 ご自分の財産である人々を捨てない。 15 再び正しい裁きが行われるようになる。 心の正直な人は皆それに従う。



^  （ヘブ 6:17-19） 同じように神も，ご自分の目的が変わらないことを，約束のものを受ける人たちに一層はっきり示すことにした時，誓いによって保証を与えました。 18 この2つの不変の事柄*に関して，神は偽ることができません。神のもとに逃れてきた私たちは，その2つの事柄によって大きな励みを得，自分たちの前に置かれた希望をしっかり持ち続けることができます。 19 この希望は，私たちの命のためのいかりであり，確かで揺らぐことがなく，私たちを幕*の向こう側に導き入れます。

神の約束と誓いのこと。
用語集参照。


^  （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。



^  （エゼ 33:32） あなたは彼らにとって，弦楽器の巧みな演奏に合わせて美しい声で歌われる，情熱的な愛の歌のようだ。彼らはあなたの言葉を聞くが，誰も行動しない。



^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （ペテ一 1:18， 19） ご存じのように，父祖たちから受け継がれてきた*むなしい生き方から皆さんが自由にされた*のは，銀や金といった朽ちる物によるのではありません。 19 傷も汚点もない子羊の血のような貴重な血，つまりキリストの血によるのです。

または，「伝統的な」。
直訳，「贖われた」，「買い戻された」。


^ （エフェ 3:20） 神は，ご自分の力を私たちの中で働かせ，私たちのどんな願いや考えをもはるかに超えた事柄を行うことができます。その方が，



^  （ヨブ 42:2） 「私は今分かりました。 あなたは何でも行うことができる方です。 あなたが行おうとすることで，あなたに不可能なことはありません。



^  （マル 10:27） イエスは弟子たちを真っすぐに見て言った。「人には不可能でも，神にとってはそうではありません。神には全てのことが可能なのです」。



^  （エフェ 3:20） 神は，ご自分の力を私たちの中で働かせ，私たちのどんな願いや考えをもはるかに超えた事柄を行うことができます。その方が，



^  （創 17:15-17） そして神はアブラハムに言った。「あなたの妻を，もうサライ*と呼んではいけない。彼女の名前はサラ*になるからだ。 16 私は彼女を祝福し，彼女によってあなたに男の子を与える。彼女を祝福し，彼女から幾つもの国民が生まれるようにしよう。彼女の子孫から王たちが出る」。 17 アブラハムはひれ伏した。そして笑いだし，心の中でこう言った。「100歳の人に子供が生まれるだろうか。サラが，90歳にもなる女性が，子供を産むだろうか」。

意味はもしかすると，「争いを好む」。
意味，「王妃」。


^  （創 3:15） そして私は，あなたと女の間，またあなたの子孫*と女の子孫*の間に敵意を置く。彼*はあなたの頭を砕き，あなたは彼のかかとに傷を負わせる*」。

直訳，「種」。
直訳，「種」。
女の子孫のこと。
または，「を砕く」。


^ （創 18:14） エホバにとって不可能なことなどあるでしょうか。来年の今ごろ，私はあなたの所にまた来ます。サラには男の子が生まれます」。



^ （創 18:11） アブラハムとサラは非常に高齢で，サラはもう子供ができる年齢を過ぎていた。



^ （創 21:1， 2） エホバは以前に語った通り，サラに注意を向けた。エホバは約束していたことをサラのために行った。 2 それでサラは妊娠し，神が約束していた時に，老齢のアブラハムの子を産んだ。



^ （創 17:8） 私は，あなたとあなたの子孫*に，あなたが外国人として住んでいる土地，つまりカナン全土を与える。そこはずっとあなたたちのものになる。そして私はあなたの子孫の神となる」。

直訳，「種」。


^ （出 1:13， 14） そこでエジプト人はイスラエル人を奴隷にして厳しく扱った。 14 重労働を課して彼らの生活をつらいものにし，粘土モルタルやれんがを作らせたり，野原でのあらゆる奴隷労働をさせたりした。過酷な環境であらゆる奴隷労働をさせたのである。



^ （ヨシュ 11:23） ヨシュアは，エホバがモーセに約束した通り，全土を制圧した。そしてそれをイスラエルに，相続していく土地として部族ごとにそれぞれの分に従って与えた。その土地は平穏で，戦争はなかった。



^ （サム二 7:8） 私に仕えるダビデにこう言いなさい。『大軍を率いるエホバはこう言っている。「羊の群れを追っていたあなたを，私は牧草地から取って，私の民イスラエルの指導者にした。



^ （サム二 7:16） あなたの王朝と王国はあなたの前で永遠に安定する。あなたの王座は永遠に揺らぐことがない」』」。



^ （エレ 52:11） それからゼデキヤを失明させ，銅の足かせをはめてバビロンに連れていき，死ぬまで牢屋に入れておいた。



^ （ルカ 1:32， 33） その子は偉大な者となり，至高者の子と呼ばれます。エホバ神は父ダビデの王座を彼に与え， 33 彼は王としてヤコブの子孫を永久に治めます。その王国に終わりはありません」。



^ （エレ 29:10） 「エホバはこう言う。『バビロンで70年が満了したら，私はあなたたちに注意を向ける。私の約束を果たし，あなたたちをこの場所に連れ戻す』。



^ （イザ 14:17） 大地を荒野のようにし， 町々を滅ぼし， 囚人を故国に帰らせなかった者か』。



^ （エズ 1:1-3） ペルシャのキュロス王の治世の第1年のことである。かつてエレミヤが語ったエホバの言葉が実現するよう，エホバはキュロス王の心を奮い立たせ，王国全域に布告を出させた。王はその布告を文書に記した。 2 「ペルシャのキュロス王の言葉。『天の神エホバは，地上の全ての王国を私に下さった。そして，ユダのエルサレムにご自分の家を建てるよう私にお命じになった。 3 それで，その神の民である人は誰でも，ユダのエルサレムに上っていき，イスラエルの神である真の神エホバの家を建て直すがよい。その家はかつてエルサレムにあった*のである。神がその人と共におられるよう願っている。

もしかすると，「その方はエルサレムにいる」。


^ （エズ 2:1） 以下は州*の人々で，捕囚にされていた民のうち帰還した人たちである。かつてバビロンのネブカドネザル王に捕らわれてバビロンへ連れていかれたものの，エルサレムとユダに帰ってきて，それぞれ自分の町に戻ったのである。

または，「管轄地域」。


^ （王二 19:32-34） エホバはアッシリアの王についてこう言う。 「彼がこの都市に入ることはない。 そこに矢を射ることも， 盾を持って立ち向かうことも， 攻めるための土塁を築くこともない。 33 彼は来た道を帰り， この都市に入ることはない」。 エホバはこうも宣言する。 34 「私はこの都市を守って救う。 自分のため，私に仕えたダビデのためである」』」。



^ （王二 18:13） ヒゼキヤ王の治世の第14年には，アッシリアの王セナケリブがユダの防備された町々全てを攻めに来て，占領した。



^ （イザ 37:36， 37） それからエホバの天使が出ていき，アッシリア人の陣営で18万5000人を討った。人々が朝早く起きて見ると，皆，死んでいた。 37 それで，アッシリアのセナケリブ王はそこを去り，帰ってニネベにとどまった。



^ （ルカ 1:13） しかし天使は言った。「ゼカリヤ，恐れることはありません。あなたの祈願は聞き入れられたからです。妻のエリサベツは男の子を産みます。その子をヨハネと名付けなさい。



^ （ルカ 1:31） あなたは妊娠して*男の子を産みます。イエスと名付けなさい。

または，「胎内に子を宿して」。


^ （ルカ 1:18） ゼカリヤは天使に言った。「そのようなことをどうして信じられるでしょうか。私は年ですし，妻もかなり年を取っています」。



^ （ルカ 1:34） しかしマリアは天使に言った。「どうしてそのようなことがあるでしょうか。私は男の人と関係を持ったことがありません」。



^ （ルカ 1:57） エリサベツは，出産の時が来て，男の子を産んだ。



^ （ルカ 2:7） そしてマリアは男の子，初めての子を産み，布の帯でくるんで，飼い葉おけに寝かせた。泊まれる部屋がどこにもなかったからである。



^ （ヨシュ 23:14） 皆さん，私はもう長くありません。皆さんがよく*知っている通り，皆さんの神エホバが話した全ての良い約束のうち，果たされなかった言葉は一つもありません。皆さんにとって全てその通りになりました。果たされなかった言葉は一つもありません。

または，「心を尽くし自分の全てを尽くして」。


^ （イザ 55:10， 11） 雨や雪は天から降り注ぎ，地を潤し，芽を出させて作物を生じさせ， 種をまく人に種を与え，食べる人にパンを与える。 それまでは天に戻らない。同じように， 11 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。


^  （ヨシュ 23:14） 皆さん，私はもう長くありません。皆さんがよく*知っている通り，皆さんの神エホバが話した全ての良い約束のうち，果たされなかった言葉は一つもありません。皆さんにとって全てその通りになりました。果たされなかった言葉は一つもありません。

または，「心を尽くし自分の全てを尽くして」。


^  （イザ 55:10， 11） 雨や雪は天から降り注ぎ，地を潤し，芽を出させて作物を生じさせ， 種をまく人に種を与え，食べる人にパンを与える。 それまでは天に戻らない。同じように， 11 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。


^  （啓 21:1） また私は，新しい天と新しい地を見た。以前の天と以前の地は過ぎ去っており，海はもはやない。



^  （啓 21:5） そして，王座に座っている方が，「見なさい！ 私は全てのものを新しくしている」と言い，さらにこう言った。「書きなさい。これらの言葉は信頼でき*，真実である」。

または，「確かで」。


^  （ロマ 1:11， 12） 皆さんに会うことを心から願っています。神からの贈り物を与えて*，皆さんを力づけるためです。 12 いえ，むしろ，皆さんの信仰と私の信仰によって励まし合うためです。

または，「神からの能力を用いて」。


^  （ロマ 10:17） ですから，信仰は聞いた事柄から生じます。キリストについての言葉を聞いて信仰を持つのです。



^  （ヘブ 10:23） 私たちの希望をしっかり表明し*，ふらつかないようにしましょう。約束してくださったのは信頼できる方だからです。

または，「人々に伝え続け」。


^ （ヘブ 10:36， 37） 皆さんには忍耐が必要です。神の望むことを行った後，約束されたものを受けるためです。 37 あと「ほんのしばらく」すれば，「来ることになっている方は到着します。遅れることはありません」。



^  （ハバ 2:3） この幻は定められた時のためのもので， 終わり*に向かって急いでおり，偽りではない。 たとえ遅れるとしても*，待ち続けよ*。 必ずその通りになるからである。 遅くなることはない！

または，「実現」。
または，「遅れているように思えても」。
または，「心から待ち望め」。


^  （ヘブ 10:36， 37） 皆さんには忍耐が必要です。神の望むことを行った後，約束されたものを受けるためです。 37 あと「ほんのしばらく」すれば，「来ることになっている方は到着します。遅れることはありません」。



^  （創 1:1） 初めに，神は天と地を創造した。



^  （創 1:26， 27） 神は言った。「私たちに似た者として人を造ろう。そして人に，海の魚，空を飛ぶ生き物，家畜，地面を動くあらゆる生き物を治めさせ，地球を世話させよう」。 27 それから神は人を自分に似た者，神に似た者として創造した。男性と女性を創造した。



^  （イザ 65:17） 私は新しい天と新しい地を創造している。 以前の事柄は思い出されることも， 心に浮かぶこともない。



^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （ヘブ 6:11， 12） 私たちは，皆さん一人一人が同じ勤勉さを示し続けて，希望に対する揺るぎない確信を最後まで保ってほしいと思っています。 12 怠けたりせず，信仰と辛抱のゆえに約束のものを受ける人たちに倣ってほしいのです。



^  （ロマ 5:5） その希望が失望に至ることはありません。私たちに与えられた聖なる力によって，神の愛が心の中に注がれているからです。








見てみよう




「エホバの証人のためのリサーチガイド」にある聖句の説明を読んでいますか


聖書を深く学ぶのに役立つ情報が見つかります。聖句の時代背景，書かれた理由，誰に向けて書かれたか，言葉の意味などが説明されています。

「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」とJW Library®では，読んでいる聖句から直接「リサーチガイド」の資料にアクセスできます。該当する資料があれば，どの聖書を開いていても，スタディー･ペインに表示されます。

資料は最新のものが一番上に表示されます。古い資料の中には，調整される前の理解が含まれている場合もあります。

	  「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」では，聖句に関連した「リサーチガイド」の資料がすぐに参照できる状態になっています。



	  JW Libraryでは，「リサーチガイド」をダウンロードし，最新版に更新しておく必要があります。聖書のどの章を開いていても，スタディー･ペインの一番上にあるボタンでダウンロードできます。
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^ ***喜歌 13番 キリストは私たちの手本***
13番
キリストは私たちの手本
（ペテロ第一 2:21）
1. 愛のエホバ 私たちに独り子イエス与えた
愛を学び示すために 良い手本下さった
2. イエスいつも 神の言葉 生きていく支えにした
力を得て 父のために心込めて仕えた
3. よく学んで従いたい キリストの愛の手本
同じ愛を神に示し 神に賛美捧げる
（ヨハ 8:29; エフェ 5:2; フィリ 2:5-7も参照。）



^ ***喜歌 20番 あなたは貴重な子を与えてくださった***
20番
あなたは貴重な子を与えてくださった
（ヨハネ第一 4:9）
1. 愛のエホバ 天の父よ
人を許す 贖いで
あなたの愛 学んだ時
生きる意味に光差した
（※ 繰り返し）
あなたのため永遠まで
歌い続ける あふれる感謝を
2. 愛のエホバ 真の神よ
人を迎え 友となる
あなたの子が命懸けて
神への道 切り開いた
（※ 繰り返し）
あなたのため永遠まで
歌い続ける あふれる感謝を
（結尾）
愛のエホバ あなただけに
今日も祈る 感謝を込めて
（ヨハ 3:16; 15:13も参照。）



^ ***塔10 11/1 9–11ページ 家族を亡くした人を慰める ― イエスのように***
家族を亡くした人を慰める ― イエスのように
ベタニヤに住んでいたラザロが重い病気になりました。その姉妹であるマルタとマリアは，親しい友であったイエスのもとに使いの者を送ってそのことを知らせましたが，ラザロは亡くなり，墓に葬られました。友人や隣人たちは，マルタとマリアを「慰めようとして」そのもとを訪れました。（ヨハネ 11:19）その時ようやく，イエスがベタニヤに到着し，愛する友たちに会いに来ました。わたしたちは，その時のイエスの言葉や行ないに注目することにより，家族を亡くした人をどのように慰めたらよいかについて教訓を得ることができます。
一緒にいることで気遣いを示す
イエスは，ベタニヤまで約二日の旅をしなければなりませんでした。ヨルダン川を渡り，エリコから曲がりくねった険しい坂道を上って来たのです。マルタはすぐに，村の外れまでイエスを出迎えに行きました。後にマリアも，イエスが来ておられると聞いて，急いで会いに行きました。（ヨハネ 10:40-42; 11:6，17-20，28，29）嘆き悲しんでいたそれら姉妹は，イエスが来てくれたことで大いに慰められたに違いありません。
今日のわたしたちも，家族を亡くしたばかりの人と一緒にいることにより，慰めとなれます。6歳の息子テオを事故で亡くしたスコットとリディアは，こう回顧しています。「私たちには家族や友人の支えが必要でした。夜中にもかかわらず，皆が病院に駆けつけてくれました」。友人たちはどんな言葉を掛けたでしょうか。「その時の私たちに，言葉は必要ありませんでした。一緒にいてくれるだけで十分でした。皆の気遣いを感じたからです」。
聖書によると，イエスは，ラザロの死を泣き悲しんでいる人たちを見て，「苦しみを覚え」，「涙を流され」ました。（ヨハネ 11:33-35，38）人前で涙を流すのを男らしくないこととは考えませんでした。人々の痛みを感じ取り，同じように喪失感を覚えたのです。このことから，どんな教訓を学べるでしょうか。家族を亡くした人を訪ねる時，泣く人と共に泣くことを気恥ずかしく思う必要はありません。（ローマ 12:15）その逆に，遺族に涙を流させなければならない，と考えてはなりません。人前では涙を見せたくないと思う人もいるからです。
同情心を抱いて耳を傾ける
イエスは，マルタとマリアに励ましの言葉を掛けようと考えていたかもしれませんが，まずは二人に話させたようです。（ヨハネ 11:20，21，32）実際にマルタと話した時には，まず問いかけてから，話に耳を傾けました。―ヨハネ 11:25-27。
よく耳を傾けるのは，純粋の関心を抱いている証拠です。遺族を慰めるためには，話によく耳を傾ける必要があります。質問を投げかけて，気持ちをさらに話せるようにしてあげるとよいでしょう。とはいえ，注意すべきこともあります。相手が黙っていたいと思うなら，無理に話させようとしてはなりません。とても疲れていて，休息が必要なのかもしれないからです。
家族を亡くした人は，ぼう然としてしまい，同じことを何度も言ったりしたりする場合があります。感情を表に出す人もいます。マリアもマルタもイエスに，「主よ，もしここにいてくださったなら，わたしの兄弟は死ななかったことでしょう」と言いました。（ヨハネ 11:21，32）イエスはどうしたでしょうか。辛抱強く，同情心を抱いて耳を傾けました。二人に，どういう気持ちでいるべきかを告げることは差し控えました。強い悲痛な感情のこみ上げる場合もあることを理解しておられたに違いありません。
家族を亡くした人を訪問する時，何を言ったらよいか分からないなら，会話の糸口として，「さぞかし辛い思いをしておられるでしょうね」と尋ねてみるとよいかもしれません。そして，相手の答えに十分注意を払ってください。その話に一心に耳を傾けるのです。相手の目を見て，気持ちを理解するように努めましょう。
遺族の気持ちを理解するのは容易なことではありません。リディアはこう説明しています。「私たちの必要は変化しました。訪ねて来てくださった方々の前で，自分を抑えきれずに泣いてしまうことがあり，他の人たちには，ぜひ察してほしいと思いました。友人たちは一生懸命に，私たちの気持ちを理解しようとしてくれました」。
イエスは，その点で非の打ち所のない模範を示しました。どの人にも「自分の災厄や痛み」がある，ということをご存じでした。（歴代第二 6:29）マルタとマリアに対しても，それぞれの状況に合わせた受け答えをされました。マルタは話を続けたので，イエスもそれに合わせて話しましたが，マリアは泣いていたので，イエスもあまり話をしませんでした。（ヨハネ 11:20-28，32-35）その手本から何を学べるでしょうか。会話をどんな方向へ持ってゆくかは遺族に任せるのが最善かもしれません。遺族が自分の悲しい気持ちを語るときは，親身になって耳を傾けるなら，大きな慰めとなれるでしょう。
言葉によって慰める
イエスは，マリアとマルタから，「もしここにいてくださったなら」と言われても，そこに居合わせられなかったことを他の人のせいにしたり，二人の言葉に反論したりはされませんでした。マルタには，安心させるように，「あなたの兄弟はよみがえります」とお答えになりました。（ヨハネ 11:23）ほんの二言三言で，前途に目を向けるよう助け，希望があることを優しく思い出させたのです。
遺族に話しかける時に覚えておきたいのは，たとえ一言であっても誠実で前向きな言葉は大きな意味を持ち得る，ということです。慰めの言葉は，口で言うこともできれば，書くこともできます。手紙やカードは，何度も読み返せるので，長期にわたって慰めを与えるものとなります。キャスという女性は，夫ボブの死後9か月が過ぎたころ，以前にもらったカードを全部読み返してみました。こう言っています。「それらのカードは，以前にもまして力になりました。本当に慰められたのです」。
簡潔なお悔やみの言葉にどんなことを含めたらよいでしょうか。例えば，亡くなった人について ― 共に経験した事柄や自分が素晴らしいと思うその人の特質などについて ― 書くことができます。キャスはこう述べています。「ボブとその人柄についての心温まる言葉に触れて，笑いたくなったり泣きたくなったりしました。また，あの人のユーモラスなエピソードを読んで，くすくす笑ったり共に過ごした幸福な日々を思い出したりしました。いただいたカードは，今でも大切にしています。聖句の引用されているものも少なくありません」。
実際的な援助を差し伸べる
イエスは，ラザロの家族を助けるために，わたしたちにはできないことを行ないました。ラザロを生き返らせたのです。（ヨハネ 11:43，44）しかしわたしたちも，自分にできる範囲で実際的なことを行なえます。例えば，遺族のために食事を用意したり，弔問客を家に泊めたり，洗濯をしたり，幼い子どもたちの面倒を見たり，使い走りをしたり，交通の便を図ったりすることができます。ちょっとした行為でも真の愛に根ざしたものであれば，遺族に深く感謝されるに違いありません。
当然ながら，嘆き悲しんでいる人には，独りでいる時間も必要でしょう。それでも，あなたのほうから連絡を取るようにするのはふさわしいことです。子どもを亡くしたある母親は，「この時を境に悲しみが終わる，ということはなく，この日を境に気分が良くなる，ということもありません」と述べています。結婚記念日や命日など，遺族が特に辛い思いをする特定の日に，気遣いを示すようにしている人たちもいます。そのような辛い時に遺族のそばにいてあげるなら，貴重な友となることができるかもしれません。―箴言 17:17。
イエスは別の方法でも慰めを与えました。弟子たちに，「わたしたちの友ラザロは休んでいますが，わたしは彼を眠りから覚ましにそこへ行きます」と言って，希望を差し伸べたのです。（ヨハネ 11:11）また，死者を復活させることを約束し，マルタに，「あなたはこれを信じますか」と尋ねました。マルタは，「はい，主よ」と答えています。―ヨハネ 11:24-27。
あなたも，イエスが死者を復活させることを信じておられますか。もしそうなら，家族を亡くした人にも，その貴い希望を教えてあげてください。また，実際的な支援を差し伸べるようにしましょう。そうすれば，あなたの言葉と行ないは，遺族にとってきっと慰めとなることでしょう。―ヨハネ第一 3:18。
[9ページの地図]
（正式に組んだものについては出版物を参照）
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^ ***喜歌 151番 神は呼んでくださる***
151番
神は呼んでくださる
（ヨブ 14:13-15）
1. 命は霧のように はかなく消える
残るのは悲しみとあふれる涙
もう一度あの人に会えるだろうか
（※ 繰り返し）
神の呼び掛けに死者は答える
神忘れない 愛する人を
信じ続けよう 神の奇跡を
また生きられる 共に必ず
2. エホバは友を守る 記憶の中で
再び目覚めさせる 死の眠りから
楽園に住まわせる いつの日までも
（※ 繰り返し）
神の呼び掛けに死者は答える
神忘れない 愛する人を
信じ続けよう 神の奇跡を
また生きられる 共に必ず
（ヨハ 6:40; 11:11，43; ヤコ 4:14も参照。）



^ ***新世ス ヨハネ 11:17***
17 イエスが到着した時，ラザロが墓に入れられて4日たっていた。



^ ***喜歌 147番 約束された永遠の命***
147番
約束された永遠の命
（詩編 37:29）
1. エホバの約束 信頼できる
永遠に生きる この地球で
（※ 繰り返し）
命目指し力尽くす
希望かなう時 見つめ
2. イエスが話したパラダイスでは
自由な人たち平和を見る
（※ 繰り返し）
命目指し力尽くす
希望かなう時 見つめ
3. 再び目覚める愛する家族
神の深い愛 悲しみ消す
（※ 繰り返し）
命目指し力尽くす
希望かなう時 見つめ
（イザ 25:8; ルカ 23:43; ヨハ 11:25; 啓 21:4も参照。）



^ ***塔15 8/1 4ページ 人は死ぬとどうなるか***
聖書に記録されている8つの復活
やもめの息子 イスラエルの北のザレパテに住んでいたやもめの幼い息子を，預言者エリヤが復活させた。―列王第一 17:17-24。
シュネム人の少年 エリヤの後継者である預言者エリシャが，シュネムの町で1人の少年を復活させ，その両親に渡した。―列王第二 4:32-37。
埋葬所に投げ入れられた男性 亡くなったばかりの男性の遺体が，預言者エリシャの埋葬所に投げ入れられてエリシャの骨に接触し，その男性が生き返った。―列王第二 13:20，21。
ナインのやもめの息子 イエスが，ナインから出てきた葬列を止め，葬られようとしていた若者を復活させて，嘆き悲しんでいた母親に渡した。―ルカ 7:11-15。
ヤイロの娘 会堂の役員であったヤイロがイエスに，病気の娘を助けてほしいと懇願したが，娘は亡くなった。そのすぐ後にイエスが娘を復活させた。―ルカ 8:41，42，49-56。
イエスの親しい友ラザロ 死後4日たっていたラザロを，多くの人の見守る中でイエスが復活させた。―ヨハネ 11:38-44。
ドルカス 数々の親切な行ないで知られ，皆から愛されていたこの女性を，使徒ペテロが復活させた。―使徒 9:36-42。
ユテコ 3階の窓から落ちて死んだこの若者を，使徒パウロが生き返らせた。―使徒 20:7-12。



^ ***喜歌 139番 新しい世界を見つめて***
139番
新しい世界を見つめて
（啓示 21:1-5）
1. 心に描こう 楽園での私を
自由と平和が満ちた世界にいる
恐れや苦しみ涙も もはやない
輝く時代始まる
感謝の思いあふれ出す
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
2. 心を向けよう 楽園での自分に
静けさ 安らぎ 満ちた世界にいる
エホバの約束全てが果たされた
愛する人と再び会える喜び
すぐそこに
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
（詩 37:10，11; イザ 65:17; ヨハ 5:28; ペテ二 3:13も参照。）



^ ***喜歌 144番 報いを見つめて***
144番
報いを見つめて
（コリント第二 4:18）
1. 光失くした人 豊かな色を見る
音を失くした人 歌声聞こえる
再び命得た家族を抱き締める
（※ 繰り返し）
そこにあなたもいる
報い見つめれば
2. 羊とライオンが草の上で遊ぶ
痛みも傷もない 悩みも病も
悲しみの涙が笑顔に変わる時
（※ 繰り返し）
そこにあなたもいる
報い見つめれば
（イザ 11:6-9; 35:5-7; ヨハ 11:24も参照。）



^ ***喜歌 151番 神は呼んでくださる***
151番
神は呼んでくださる
（ヨブ 14:13-15）
1. 命は霧のように はかなく消える
残るのは悲しみとあふれる涙
もう一度あの人に会えるだろうか
（※ 繰り返し）
神の呼び掛けに死者は答える
神忘れない 愛する人を
信じ続けよう 神の奇跡を
また生きられる 共に必ず
2. エホバは友を守る 記憶の中で
再び目覚めさせる 死の眠りから
楽園に住まわせる いつの日までも
（※ 繰り返し）
神の呼び掛けに死者は答える
神忘れない 愛する人を
信じ続けよう 神の奇跡を
また生きられる 共に必ず
（ヨハ 6:40; 11:11，43; ヤコ 4:14も参照。）









^ ***喜歌 44番 謙遜な人の祈り***
44番
謙遜な人の祈り
（詩編 4:1）
1. エホバ 祈りを聞いてください
私のこの重荷 深い傷
心は責められ弱り果てる
あなたの恵みが必要です
（※ 繰り返し）
この手をつかんで
助けてください
希望と力を
エホバよ 下さい
2. あなたが記した祈りの書は
声にならない私のうめき
聖書読み信仰強められ
あなたの大きな愛 感じる
（※ 繰り返し）
この手をつかんで
助けてください
希望と力を
エホバよ 下さい
（詩 42:6; 119:28; ロマ 8:26; コリ二 4:16; ヨハ一 3:20も参照。）



^ ***喜歌 38番 神はあなたを強い人にしてくださる***
38番
神はあなたを強い人にしてくださる
（ペテロ第一 5:10）
1. あなたは世の闇の中で
真理を求めていた
エホバはその願いかなえ
あなたを導かれた
真の光の中へ
引き寄せてくださった
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
2. 愛する子のイエスさえも
与えたエホバ神は
どんな時もあなたのこと
優しく気遣われる
神のために示した
あなたの愛忘れず
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
（ロマ 8:32; 14:8，9; ヘブ 6:10; ペテ一 2:9も参照。）



^ ***塔00 12/1 24–28ページ 「あなた方は，あす自分の命がどうなるかも知らないのです」***
ライフ･ストーリー
「あなた方は，あす自分の命がどうなるかも知らないのです」
ハーバート･ジェニングズ
「ガーナのテーマという港湾都市から，ものみの塔協会の支部事務所に帰る途中でのこと，街まで便乗させてほしいという，ある若者を乗せるため，私は車を止めました。車の中で機会をとらえて若者に証言した私は，実によく話ができると思っていました。ところが，目的地に着くと，若者はトラックから飛び降りるなり，一目散に走り去って行きました」。
前述の出来事は，ただならぬ事が私の人生の中で明らかになろうとしていたことを知る，一つの手がかりでした。何が起きたのかをお話しする前に，カナダ人の私がガーナに住むようになったいきさつを話しましょう。
1949年12月半ばごろ，カナダ，トロント北郊で，私たちはある新しい家の給水設備を整えるため，凍結した地面を1㍍ほど掘り終えたところでした。寒い上に疲れきっていた私たち作業班は，木切れをたいて火の周りに集まり，トラックが来て拾ってくれるのを待っていました。すると突然，従業員の一人アーノルド･ロートンが，「戦争と戦争のうわさ」，「世の終わり」などについて話しだしました。ほかにも私には全くなじみのない表現を使いました。たちまちみんなは口をつぐみ，きまり悪い思いをし，反感を示した人さえいました。『この人は何と勇気があるのだろう。だれも耳を傾けたがらないのに，話し続けているなんて』と思ったのを覚えています。とはいえ，私はその話に共感を覚えました。当時は第二次世界大戦後，ほんの数年しかたっていませんでしたし，私たちの家族が数代にわたって所属してきたキリスト･アデルフィアン派の教会では，そういうことを一度も聞いたことがありませんでした。私は一心に耳を傾け，その説明を夢中になって聞きました。
その後まもなく，アーノルドと会って，もっと詳しく教えてもらうことにしました。当時のことを振り返ると，アーノルドと奥さんのジーンが，経験の浅い19歳の私にどれほど寛容な態度で優しく接してくれたかがよく分かります。予告なしに，また招かれてもいないのにその夫婦の家を訪ねて，二人と話し合ったこともよくありました。二人は，私が物事を正しく考えられるようにし，若い私の頭の中で混乱していた種々の規準や道徳観念をきちんと整理するよう助けてくれました。道端のたき火のそばで初めてあの話を聞いてから10か月たった，1950年10月22日に，私はエホバの証人としてバプテスマを受け，現在トロントの一部となっているノースヨークのウイローデール会衆と交わるようになりました。
仲間の崇拝者と共に前進する
新たに見いだした信仰に従う決意を抱いていることに父が気づいてからは，家での生活はしだいに厳しいものになりました。少し前，父は酒酔い運転の車に正面衝突されて被害者になっていたため，とても気持ちの良い人とは言えない場合がしばしばありました。母や二人の弟と二人の妹にとって生活はつらいものでした。聖書の真理のことでいっそう緊張が高まりました。それで，両親と仲良くし，また自分自身が「真理の道」において確固とした者となるためには，家を出るのが賢明に思えました。―ペテロ第二 2:2。
1951年の夏の終わりごろには，アルバータ州コールマンの小さな会衆に落ち着きました。その会衆では，ロス･ハントとキース･ロビンズという二人の青年が，正規開拓奉仕として知られる，全時間の公の伝道活動に忙しく携わっていました。二人は，その同じ自発的な宣教活動を目指すよう私を助けてくれました。私は1952年3月1日付で正規開拓奉仕者の隊伍に加わりました。
いろいろ励ましていただいたことを懐かしく思い出します。学ぶべきことはたくさんありました。そこは私の実験の場でした。後日，アルバータ州のレスブリッジ会衆で開拓奉仕を1年ほど行なった後，意外なことに，旅行する監督として奉仕するよう招待されました。ニューブランズウィック州モンクトンから，ケベック州ガスペに至るまで，カナダ東海岸沿いのエホバの証人の諸会衆に奉仕することになりました。
私はわずか24歳でしたし，真理にも比較的新しかったので，とりわけ自分が奉仕する対象となった円熟した証人たちと比べて，自分はとても不適格だと思いました。それで次の数か月間，真剣に努力しました。するとまた，意外なことが起きました。
ギレアデ学校，そして黄金海岸へ
1955年9月，私はニューヨーク州サウスランシングの，ものみの塔ギレアデ聖書学校，第26期生として，ほかの100人ほどの学生に加わるよう招待されました。5か月間にわたる集中的な訓練と研究は，私にとってまさに必要な事柄でした。たいへん意欲的なそれら学生たちと共に過ごすことにより，私の熱意は強められました。その期間に，私の人生を今日まで豊かなものにした，もう一つの出来事がありました。
宣教者として活動する準備をしていた学生たちの中に，アイリーン･スタッブズという若い姉妹がいました。アイリーンはしっかりした性格の持ち主で，まじめな実際家でもあり，控え目ながら快活な気質の女性だと思いました。結婚したいという気持ちをぎごちない仕方で伝えたとき，彼女はびっくりしたと思います。でも，決して逃げ出したりしませんでした。そして互いに同意の上で，アイリーンは任命地のコスタリカへ，私は任命地の西アフリカ，黄金海岸（現在のガーナ）へ行くことになりました。
1956年5月のある朝，ニューヨーク市ブルックリンにある，ネイサン･ノア兄弟の10階の執務室を訪ねました。当時，同兄弟はものみの塔協会の会長でした。私は黄金海岸，トーゴランド（現在のトーゴ），象牙海岸（現在のコートジボワール），オートボルタ（現在のブルキナファソ），およびガンビアでの伝道活動を監督するため，支部の僕として任命されていました。
私はノア兄弟が次のように語った言葉をまるで昨日のことのように覚えています。「直ちに責任を引き継ぐには及びません。ゆっくり時間をかけて，そうした場所の経験のある兄弟たちから学んでください。それから，用意ができたと思ったら，支部の僕として奉仕できるはずです。……これがあなたの任命の手紙です。到着して7日たったら，責任を引き継ぐことができるはずです」。
『たった7日なら，「ゆっくり時間をかけるように」ということはどうなったのだろう』と考えさせられた私は面会を終え，ぼう然としてその場を去りました。
その後，あっという間に数日たって，私は早くも貨物船の手すりにもたれて立っていました。おりしも船はイースト川を下り，協会のブルックリンの事務所のそばを通過して，黄金海岸への21日間の遠洋航海が始まろうとしていました。
アイリーンと私は海外郵便で頻繁に文通し，1958年に再会して，同年8月23日に結婚しました。このような素晴らしい配偶者を与えてくださったエホバにいつも感謝しています。
私は協会の支部事務所で，仲間の宣教者やアフリカ人の兄弟姉妹と共に19年間奉仕する特権にあずかれたことを感謝しています。その間に，ほんの数人だったベテル家族は，25人ほどに増えました。私たちにとって，その日々は多事多難な，それでいて実り多い時期でした。しかし，率直に言わねばならないこともあります。私にとっては，高温多湿の気候に慣れるのは並々ならぬ挑戦でした。私はいつもじっとりと汗をかいており，いらいらした気分になることもありました。それでも，1956年にほんの6,000人余りだったガーナの王国伝道者の数が，1975年には2万1,000人に増えていたので，そこで奉仕できたことは本当に大きな喜びでした。しかも今，ガーナには6万人余りのエホバの証人がいるのですから，なお一層うれしく思います。
「あす」のことは予想していなかった
1970年ごろ，私は健康上の問題を抱えていることに気づきましたが，どこが悪いのかを突き止めるのは非常に困難でした。徹底的な健康診断を受けましたが，結局，「別に悪いところはありません」と言われただけでした。では，どうしていつもそんなに気分が悪く，疲れを感じ，不安な気持ちに悩まされていたのでしょうか。二つの事柄の中にその答えがありましたが，私はショックを受けました。本当に，ヤコブが書いている通りです。「あなた方は，あす自分の命がどうなるかも知らないのです」。―ヤコブ 4:14。
第一の手がかりは，街まで車に同乗させた例の青年に証言した時の経験でした。その時，私がずっとしゃべり続け，時間を追ってだんだん早口になり，語調もだんだん激しくなっていたことなど，知る由もありませんでした。車がその青年の目的地に着いたところ，青年はトラックから飛び降りて走り去って行ったので，私はあっけに取られてしまいました。普通，ガーナ人は生まれつき落ち着いた穏やかな性格の持ち主で，大抵のことを冷静に処理できる人たちです。その青年の取った態度は全く意外でした。私はその場に腰を下ろして考え込んでしまいました。自分に問題があることには気づいたものの，それが一体何かは分かりませんでした。しかし，確かに問題がありました。
第二の手がかりとして，特に自己分析をするため二人で一度話し合った後，アイリーンが，「もしこれが身体的な問題でないなら，精神的な問題に違いないと思うわ」と言いました。そこで，私は自分の症状を全部丹念に書き留めて，ある精神科医を訪ねました。私がその一連の症状を全部述べたところ，医師はこう答えました。「これは典型的な症例です。そううつ病を患っておられるのです」。
私は本当にあ然としました。その後2年間，何とかしようと必死に努力しましたが，病状は徐々に悪化の一途をたどっていました。問題を解決する方法を探し求めましたが，どうすべきかを本当に知っている人は一人もいませんでした。必死の努力も何と惨めな徒労に終わったのでしょう。
私たちは，一生の仕事としての全時間奉仕の特権を保持していたいといつも考えていました。それに，しなければならないことは山ほどありました。私は心を込めて何度も熱烈に祈りました。『エホバ，もしご意志であれば，私は「生きていて，これをすることでしょう」』。（ヤコブ 4:15）しかし，それはご意志ではありませんでした。それで1975年6月に，現実を直視した私たちは，ガーナと数多くの親しい友を後にして，カナダに帰ることにしました。
エホバはご自分の民を通して援助してくださる
やがて，自分はかけがえのない人でもなければ，自分の問題は別に特異な事柄でもないことが分かりました。『苦しみを忍ぶ点での同じことが，世にいるあなた方の仲間の兄弟全体の中で成し遂げられているのを知りなさい』というペテロ第一 5章9節の言葉がいかに真実かを痛感しました。この言葉の意味を理解してからは，そうした喜ばしくない変化に直面していても，エホバが私たち二人を確かに支えてくださるということを本当に理解できるようになりました。「仲間の兄弟」たちの交わりを通して，数多くの点で何と見事な仕方で助けていただいたのでしょう。
物質の点ではあまり多くのものを持っていませんでしたが，エホバは私たちを見捨てたりはされませんでした。ガーナにいる友人たちを動かして，物質の面その他で私たちを助けてくださったのです。私たちはたいへん複雑な感慨をかみしめながら，こよなく愛するようになった人たちに別れを告げて，意外な「あす」の生活と取り組むことになりました。
私たちはアイリーンの姉レノラとその夫アルビン･フリーゼンの家に温かく迎えられ，同居させてもらいました。フリーゼン夫妻は何か月にもわたって私たちの必要なものを寛大に供給してくれました。ある著名な精神科医は自信をもって，「6か月で立ち直れますよ」と予測してくれました。恐らく自信を持たせようとして，そう言ってくれたのでしょうが，6年たっても，その予測は実現しませんでした。私は今に至るまで，現在，双極性気分障害という婉曲的な名称で呼ばれている病気と闘っています。確かにこのほうが柔らかい表現ですが，病名が以前よりも優しい響きを持つからといって，この病気のどうしようもない症状が多少とも緩和されるわけではありません。この病気を患っている人は，そのことをよく知っています。
そのころには，ノア兄弟もすでにある病気を患っており，そのためついに1977年6月に亡くなりました。同兄弟はそうした状況のもとでも時間と体力を費やして，慰めの言葉や助言を含めた長い激励の手紙を私に何通か書き送ってくれました。私は今もそれらの手紙を大切に保存しています。ノア兄弟の言葉は，絶えず込み上げてくる不合理なざ折感を抑えるのにたいへん役立ちました。
1975年の終わりごろ，私たちは貴重な全時間奉仕の特権を手離し，私の健康状態を安定させることに注意を集中しなければならなくなりました。普通の日光でも目が痛みました。突然，鋭い音がすると，ライフル銃の音のように鳴り響きました。大勢の人が動き回るときにも圧倒されました。クリスチャンの集会に出席するだけでも，実際，一種の戦いのようでした。それでも，私は霊的な交わりが絶対欠かせない貴重なものであることを確信していました。問題に対処するため，私は大抵，出席者が着席してから王国会館に入り，プログラムが終わって聴衆がざわめかないうちに会場を去りました。
公の宣教に参加することは，もう一つの大きな難題でした。1軒の家に着いた後，どうしても玄関の呼び鈴を鳴らす気になれないこともありました。しかし，やめたいなどとは思いませんでした。宣教に携わるなら，自分自身と，だれであれ好意的な態度でこたえ応じる人とを救うことになるのをよく知っていたからです。（テモテ第一 4:16）しばらくすると，自分の感情を抑えることができるようになり，次の戸口へ行って，もう一度やってみるようにしました。宣教に参加し続けることによって，相応の霊的な健康を維持し，その結果，問題に対処する能力を高めることができました。
この双極性気分障害は慢性疾患なので，現在の事物の体制が続く限り，どうやらこの病気とずっと付き合っていかなければならないことを悟るようになりました。1981年に，たいへん優れた一連の記事が「目ざめよ！」誌に掲載されました。 その記事を読んで，この病気の性質をもっとよく理解し，もっと効果的に対処する方法を知るようになりました。
対処の仕方を学ぶ
このすべては，妻の犠牲と協力なしには行なえませんでした。同様な状況のもとで介護をしておられる方には，妻の次のような感想をよく理解していただけるのではないかと思います。
「気分障害が起きると，突然，性格が変わるようです。画期的な計画やアイディアを持つ快活で心強い人だった患者が，二，三時間もたたないうちに，疲れきった，消極的な，怒った人に豹変することさえあるのです。病気だということが分からないと，ほかの人たちは激しいいらだちを覚えたり，途方に暮れたりするおそれがあります。当然，種々の計画は直ちに変更しなければなりませんし，失意の感情や疎外感との個人的な闘いが始まります」。
私は気分が非常に良い時，不安な気持ちに襲われます。ハイな気分になると，次は憂うつな沈んだ気分に落ち込むということが直感的に分かるのです。私の場合は，ハイな気分よりも沈んだ気分のほうがましです。普通，沈んだ気分の時には何日も身動きできなくなるので，見苦しいことをしないで済むからです。私が興奮しすぎると，アイリーンは警告してくれますし，暗い気持ちに沈んでいると，慰めて支えてくれるので，たいへん助かります。
この病気がひどくなると，他のことを一切締め出して，自分の事だけに夢中になってしまうという，極めて現実的な危険があります。気持ちが落ち込むと，他の人を一切寄せ付けようとしなくなったり，そう状態の時には，他の人の気持ちや反応を意に介さなくなったりすることがあります。かつては，自分が精神的，情緒的問題を抱えていることを示す証拠を受け入れにくく感じる時期がありました。何かの計画の失敗や，だれかほかの人のことなど，外部の事柄が問題だとする考えと闘わねばなりませんでした。『身の回りのことは何も変わっていない。問題は外部ではなく，内面のことなのだ』と何度も自分に言い聞かせなければなりませんでした。自分の考え方を徐々に調整することができました。
これまで長年にわたって，私たち二人はこの病状について互いに，また他の人にも包み隠さず，正直に話すべきであるということを学んできました。努めて楽観的な態度を保ち，自分たちの生活がこの病気に牛耳られることがないようにしてきました。
より良い「あす」
熱烈な祈りをささげ，様々な闘いを経験することにより，私たちはエホバの祝福と支えの益にあずかってきました。今は二人ともかなり年を取りました。私は医師の指示により，一定量の適切な投薬を定期的に受けて，かなり安定した健康状態を保っています。私たちは受けられるどんな奉仕の特権でも高く評価しており，私は引き続き会衆の一長老として仕えています。私たちはいつも信仰の面で他の人たちの支えになれるよう努力しています。
確かに，「あなた方は，あす自分の命がどうなるかも知らないのです」と，ヤコブ 4章14節にある通りです。現在の事物の体制が存続する限り，この言葉はその通り当てはまります。しかし，ヤコブ 1章12節にある，「試練に耐えてゆく人は幸いです。なぜなら，その人は是認されるとき，エホバがご自分を愛し続ける者たちに約束されたもの，すなわち命の冠を受けるからです」という言葉にも真実の響きがあります。私たちは皆，今日しっかりと立ち，明日エホバがお与えになる数々の祝福を受けることができますように。
[脚注]
「目ざめよ！」誌，1981年11月8日号の「あなたは人生の諸問題に対処できます」，1981年12月8日号の「うつ病と闘う方法」，そして1982年1月22日号の「重症うつ病に立ち向かう」などの記事をご覧ください。
[26ページの図版]
自分のアトリエで独り静かに過ごせるようにする
[26ページの図版]
妻，アイリーンと共に
[28ページの図版]
1963年，ガーナのテーマで開催された「永遠の福音」大会で









^ ***喜歌 88番 あなたの道を教えてください***
88番
あなたの道を教えてください
（詩編 25:4）
1. 神のもとに集まった
真理学ぶために
その言葉光となり
行くべき道照らす
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
2. 神の知恵とその教え
心から頼れる
その言葉当てはめれば
無限の価値を知る
（※ 繰り返し）
あなたが導く道
ああ教えてください
真理を喜びとし
正しく生きるために
（出 33:13; 詩 1:2; 119:27，35，73，105も参照。）



^ ***喜歌 93番 集会を祝福してください***
93番
集会を祝福してください
（ヘブライ 10:24，25）
1. 喜びもたらすこの集会に
支えと祝福ありますように
2. 教えてください あなたの言葉
正しい崇拝捧げるために
3. 与えてください 平和と一致
あなたの主権をたたえるために
（詩 22:22; 34:3; イザ 50:4も参照。）



^ ***塔研19 1月号 8–13ページ 集会でエホバを賛美する***
研究記事2
集会でエホバを賛美する
「わたしは……会衆の中であなたを賛美します」。詩編 22:22
59番の歌 共にヤハを賛美しましょう
何を学ぶか
ダビデ王は，「エホバは大いなる方，大いに賛美されるべき方」と述べました。（詩 145:3）エホバを深く愛していたので，「会衆の中で」エホバを賛美したいと願っていました。（詩 22:22; 40:5）エホバを愛するあなたも，次のように述べたダビデと同じ願いを持っていることでしょう。「私たちの父イスラエルの神エホバよ，あなたが定めのない時から定めのない時までもほめたたえられますように」。（代一 29:10-13）
2 今日，エホバを賛美する方法の一つは，集会でコメントすることです。でも，コメントしたいのに，苦手意識があってなかなかできないという人は少なくありません。どうすればそうした苦手意識を克服できるでしょうか。励みになるコメントをするうえで，わたしたちすべてにとってどんなことが役立ちますか。こうしたことを考える前に，集会でコメントする4つの基本的な理由を考えましょう。
集会でコメントするのはなぜか
3 エホバは，ご自分を賛美する機会をわたしたちすべてに与えておられます。（詩 119:108）集会で行なうコメントは「賛美の犠牲」の一部であり，他の人に代わりにささげてもらうことはできません。（ヘブライ 13:15を読む。）エホバはわたしたちすべてに同じ犠牲をささげること，つまり他の人と同じレベルのコメントをすることを求められるでしょうか。そのようなことはされません。
4 エホバは一人一人の能力や状況をご存じであり，その人がささげる犠牲を価値あるものとご覧になります。エホバはイスラエル人の様々な犠牲を受け入れられました。羊ややぎをささげる人もいました。しかし，貧しい人は「やまばと二羽か若いいえばと二羽」しかささげられませんでした。2羽の鳥をささげる余裕のない人は，「上等の麦粉十分の一エファ」をささげました。（レビ 5:7，11）麦粉は高価ではありませんでしたが，「上等の麦粉」であれば，エホバは喜んで受け入れられました。
5 エホバは今日でも，わたしたちを温かい目で見てくださっています。全員がアポロのように雄弁なコメントをしたり，パウロのように説得力のあるコメントをしたりすることを求めてはおられません。（使徒 18:24; 26:28）大切なのは，わたしたちが能力の範囲内で，できる限り良いコメントをすることです。2つの小さな硬貨を寄付したやもめのことを思い出してください。自分にできる限りのことをしたやもめを，エホバはとても喜ばれました。（ルカ 21:1-4）
6 コメントすることによって励まし合えます。（ヘブライ 10:24，25を読む。）集会ではいろいろなコメントを聞けます。幼い子どもの短くて心のこもったコメントは，ほほえましいものです。新しい人が，学んだばかりの真理について生き生きと述べるのを聞くと，励まされます。内気な人や言語を学び始めたばかりの人が「大胆さを奮い起こし」てコメントするのを聞くと，本当によく頑張っていると感じます。（テサ一 2:2）どのように感謝を表わせますか。集会後，励みになった点を本人に伝えることができます。別の方法は，自分もコメントすることです。そうすれば，集会で励ましを受けるだけではなく，与えることができます。（ロマ 1:11，12）
7 コメントすることは自分のためにもなります。（イザ 48:17）なぜそう言えますか。第1に，コメントしようと思うと，予習に力が入ります。よく準備すれば，聖書をいっそう深く理解できます。理解が深まれば，学んだことを適用しやすくなります。第2に，討議に参加できるので，集会がもっと楽しくなるはずです。第3に，コメントするために努力するので，集会後も長い間，コメントした点を覚えていられるでしょう。
8 信仰を言い表わすなら，エホバは喜んでくださいます。エホバはわたしたちのコメントに耳を傾けておられます。頑張ってコメントする姿を見て喜んでおられるに違いありません。（マラキ 3:16を読む。）エホバに喜んでいただくために一生懸命努力するなら，エホバは豊かに祝福してくださいます。（マラ 3:10）
9 このように，集会でコメントすることには十分の理由があります。とはいえ，なかなか手を挙げる勇気が出ないという人もいます。あなたもそうですか。でも，がっかりしないでください。助けになる聖書の見方や実例を考えましょう。集会でコメントするのに役立つ点も取り上げます。
苦手意識を克服する
10 コメントするために手を挙げることを考えただけでもどきどきしますか。そう感じる人は少なくありません。ほとんどの人はコメントする時に幾らか緊張するものです。どうすればよいでしょうか。まず，なぜ苦手意識を感じるのかを考えましょう。言いたいことを忘れてしまうのではないかとか，間違ったことを言ってしまうのではないかと思いますか。みんなのようなりっぱなコメントはできない，と感じますか。そうした気持ちになるのは，ある意味で良いことです。あなたが謙遜で，他の人が上であると考えている証拠だからです。エホバは謙遜な人を愛されます。（詩 138:6。フィリ 2:3）それと共にエホバは，ご自分を賛美し，集会で兄弟姉妹を励ましてほしいとも願っておられます。（テサ一 5:11）あなたを愛し，必要な勇気を与えてくださいます。
11 聖書はどんなことを教えているでしょうか。わたしたちは皆，何をどのように言うかという点で間違いをすることがあります。（ヤコ 3:2）エホバも兄弟姉妹も，あなたに完全さを求めていません。（詩 103:12-14）兄弟姉妹は家族のような存在であり，あなたを愛しています。（マル 10:29，30。ヨハ 13:35）あなたが思いどおりにコメントできないこともある，ということを知っています。
12 苦手意識を克服するうえで役立つ，聖書中の例を考えましょう。ネヘミヤは，大きな権力を持つ王の宮廷で仕えていました。エルサレムの城壁や門が崩れたままであることを聞き，沈んだ表情をしていました。（ネヘ 1:1-4）それに気づいた王から，どうして浮かない顔をしているのかと尋ねられます。ネヘミヤは動揺したに違いありません。でも，すぐにエホバに祈り，王に答えます。その結果，王は神の民を助けてくれます。（ネヘ 2:1-8）ヨナについても考えてください。ニネベの人々に警告を伝えるようエホバから命じられた時，恐れのあまり逆方向へ逃げてしまいました。（ヨナ 1:1-3）しかし，エホバの助けのおかげで，務めを果たすことができました。ヨナの言葉を聞いたニネベの人々は救われました。（ヨナ 3:5-10）ネヘミヤの例から，答える前に祈ることの大切さを学べます。ヨナの例からは，どんなに大きな恐れを感じても，エホバはわたしたちが務めを果たせるよう助けてくださることを学べます。実際，どんな会衆の人たちもニネベの人々より怖くはないはずです。
13 集会で励みになるコメントをするため，どんなことが役立つでしょうか。幾つかの点を考えましょう。
14 毎回の集会の予習をします。前もって計画し，よく準備すれば，自信を持ってコメントできます。（箴 21:5）もちろん，人によって予定は異なります。エロイーズという80代のやもめの姉妹は，週の早いうちに「ものみの塔」研究の予習を始めます。こう言います。「予習すると集会が楽しくなります」。フルタイムの仕事をしているジョイという姉妹は，土曜日に「ものみの塔」の予習をしています。「記憶が新鮮なうちに集会に出席したいんです」と述べています。長老また開拓者として忙しい毎日を送っているアイクはこう言います。「わたしの場合，一度にまとまった時間を取るよりも，週の間，小分けにして勉強するほうが合っています」。
15 どのように予習できるでしょうか。まず，エホバに聖霊を祈り求めましょう。（ルカ 11:13。ヨハ一 5:14）数分で記事全体に目を通してください。主題，副見出し，写真や挿絵，囲み，復習の質問などに注目しましょう。それから各節を学びます。記事に参照されている聖句をできる限り読みましょう。節の内容を思い巡らします。コメントしたい点は特に深く考えてください。よく準備すれば，それだけ多く学べます。コメントもしやすくなるでしょう。（コリ二 9:6）
16 可能なら，電子ツールを使ってください。エホバは組織を通して，予習に役立つ電子ツールを与えてくださいました。JW Libraryアプリを使えば，研究用の出版物をモバイル機器にダウンロードできます。いつでもどこでも勉強できます。気軽に読んだり聞いたりすることもできます。このアプリを使って，職場や学校の昼休み，移動中に勉強している人もいます。Watchtower Libraryや「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」は，詳しく調べたい点がある時に役立ちます。
17 可能なら，コメントを幾つか準備しておきます。手を挙げても指されるとは限らないからです。同じところで何人もの人が手を挙げ，あなたは指されないかもしれません。司会者はすべての人にコメントしてもらうことはできないでしょう。集会を時間どおりに進めるためです。ですから，すぐに指されないとしても，気分を害したりがっかりしたりしないでください。コメントを幾つか準備しておけば，指される可能性も高くなります。聖句を読むという形で参加することもできます。でも，可能なら自分の言葉でコメントする準備もしておくとよいでしょう。
18 簡潔にコメントします。短くて簡潔なコメントは励みになります。手短に述べるよう努力してください。できれば30秒以内でコメントしましょう。（箴 10:19; 15:23）経験豊かな兄弟姉妹には大切な役割があります。簡潔にコメントする点で良い手本を示すことです。何分もかけて複雑なコメントを述べるなら，他の人は「とてもあのようには答えられない」と思うでしょう。簡潔に答えるなら，もっと多くの人がコメントできます。特に，最初のコメントは，質問に直接答える簡潔なものにしましょう。節のすべての情報を含める必要はありません。要点が扱われたあとは，付加的な点をコメントできます。（「どんなことをコメントできるか」の囲みを参照。）
19 自分がコメントしたい節を司会者に知らせておくこともできます。その場合，集会の直前ではなく，少し余裕を持って司会者にお願いしてください。その節の質問が読まれたら，すぐに手を挙げましょう。司会者に見えるよう高く手を挙げてください。
20 集会は，友人たちと一緒に食事をすることに似ています。兄弟姉妹から食事会に招かれ，料理を少し持ってくるよう頼まれたらどうしますか。あまり自信はなくても，みんなに喜んでもらうため，何かの料理を一生懸命に作ることでしょう。わたしたちを集会に招いておられるエホバは，食卓にたくさんの良いものを用意してくださっています。（詩 23:5。マタ 24:45）わたしたちが，ささやかでも心のこもったプレゼントを持っていくなら，喜んでくださいます。ですから，よく準備して，できるだけたくさんコメントしてください。そうすれば，エホバの食卓で養われるだけではなく，兄弟姉妹と良いものを分け合うこともできるでしょう。
答えられますか
■ 集会でコメントするとよいのはなぜですか。
■ コメントするのが苦手な場合，どのように克服できますか。
■ 励みになるコメントをするうえで，どんなことが役立ちますか。
2番の歌 あなたの名はエホバ
[脚注]
詩編作者ダビデと同様，わたしたちは皆エホバを愛しており，エホバを賛美したいと願っています。集会でコメントするなら，神への愛を特別な方法で表わせます。でも，コメントするのが苦手な人もいます。あなたもそうですか。もしそうなら，この記事は助けになるでしょう。コメントすることに苦手意識を感じるのはなぜか，どうすればそうした苦手意識を克服できるかを学べます。
jw.orgで「エホバの友になろう ちゅうかいの じゅんびをしよう」の動画をご覧ください。（ホーム > 聖書の教え > 子ども）
[研究用の質問]
 1. ダビデはエホバについてどう感じていましたか。そのため，何をしたいと思いましたか。
 2. （ア）どのようにエホバを賛美できますか。（イ）ある人たちがなかなかコメントできないのはなぜですか。これからどんなことを考えますか。
3-5. （ア）ヘブライ 13章15節によると，集会でコメントするのはなぜですか。（イ）わたしたち全員が同じようなコメントをしなければなりませんか。説明してください。
 6. （ア）ヘブライ 10章24，25節にあるとおり，様々なコメントを聞くと，どんな気持ちになりますか。（イ）コメントした人にどのように感謝できますか。
 7. コメントすることは，どのように自分のためになりますか。
8-9. （ア）マラキ 3章16節にあるとおり，エホバはわたしたちがコメントする時，どうお感じになりますか。（イ）コメントすることについてどう感じる人もいますか。
10. （ア）多くの人が，コメントすることに苦手意識を感じるのはなぜですか。（イ）苦手意識を感じることが，ある意味で良いことと言えるのはなぜですか。
11. 聖書はどんなことを教えていますか。
12-13. ネヘミヤとヨナの例からどんなことを学べますか。
14. 集会のためによく予習するとよいのはなぜですか。いつ予習できますか。
15. どのように予習できますか。
16. どんなツールを活用できますか。あなたはどのように活用していますか。
17. （ア）コメントを幾つか準備しておくとよいのはなぜですか。（イ）「エホバの友になろう ちゅうかいの じゅんびをしよう」の動画から，何を学びましたか。
18. 簡潔にコメントするとよいのはなぜですか。
19. 司会者にどんなことをお願いできますか。その場合，あなたはどうすべきですか。
20. 集会は友人たちとの食事とどんな点が似ていますか。
[12ページの囲み記事]
どんなことをコメントできるか
▸ 質問に対する直接の答え
▸ 節の付加的な点
▸ 聖句から学べる点
▸ どのように適用できるか
▸ 要点を際立たせる短い経験
▸ 写真や挿絵から学べる点
▸ 復習の質問に対する答え
[9ページの図版]
コメントすることは，自分のためにも他の人のためにもなる。（6-7節を参照。）
[10-11ページの図版]
あなたはいつ集会の予習をしていますか。（14-16節を参照。）
[脚注]
写真や挿絵: 会衆の兄弟姉妹や子どもたちが「ものみの塔」研究に喜んで参加している。
写真や挿絵: 前の写真で「ものみの塔」研究に参加していた人たち。状況は異なるが，皆，時間を取って集会の予習をしている。
​​​



^ ***塔03 9/1 19–22ページ 「会衆の中で」エホバを賛美しなさい***
「会衆の中で」エホバを賛美しなさい
クリスチャンの集会は，エホバがご自分の民に霊的な強さを保たせるために設けておられる備えです。わたしたちは，集会にいつも出席することにより，エホバの備えに対する感謝を表わします。さらに，「愛とりっぱな業と[に関して兄弟たち]を鼓舞」することもできます。これは，互いへの愛を実証し合う重要な方法です。（ヘブライ 10:24。ヨハネ 13:35）では，どのように集会で兄弟たちを鼓舞できるでしょうか。
公に表明する
ダビデ王は，自分自身について次のように書いています。「わたしはあなたのみ名をわたしの兄弟たちに告げ知らせ，会衆の中であなたを賛美します。大きな会衆の中にあってわたしの賛美はあなたから出ます」。「わたしは大きな会衆の中であなたをたたえます。大勢の民の中であなたを賛美するのです」。「わたしは大きな会衆の中で義の良いたよりを告げました。ご覧ください，わたしは自分の唇をとどめません」。―詩編 22:22，25; 35:18; 40:9。
使徒パウロの時代には，クリスチャンも，崇拝のために集まると，同じようにエホバに対する信仰を表明し，神の栄光について言い表わしました。そのようにして，互いに励まし合い，愛とりっぱな業とを鼓舞し合いました。ダビデの時代またパウロの時代からかなりの時を経た今日，わたしたちはまさに，「[エホバ]の日が近づくのを見て」います。（ヘブライ 10:24，25）サタンの事物の体制はよろめきながら滅びに向かっており，様々な問題が増えつづけています。かつてなかったほど，「忍耐が必要」となっています。（ヘブライ 10:36）兄弟たち以外のだれが，忍耐するようわたしたちを励ませるでしょうか。
昔と同様，今日も，個々の信者が自分の信仰を「会衆の中で」表明するための備えがあります。すべての人があずかれるものとして，会衆の集会で聴衆への質問に応じて注解する機会があります。注解がもたらす益を決して過小評価してはなりません。例えば，問題を克服したり防いだりする方法を注解すると，聖書の原則に従おうという兄弟たちの決意が強められます。引用されていない参照聖句を説明したり，個人で調査して得た考えを含めたりする注解は，より良い研究の習慣を身につけるよう励ますものとなるかもしれません。
集会で注解すれば自分も他の人も益を受けるという認識は，すべてのエホバの証人にとって，気後れや遠慮する気持ちを克服する動機づけとなるはずです。長老や奉仕の僕が集会で注解することは特に大切です。集会に出席するだけでなく参加する面でも率先するよう期待されているからです。では，クリスチャンとしての活動のこの分野が課題となっているなら，どうすれば改善できるでしょうか。
改善するためにできること
エホバが関係しておられる，ということを思いに留める。ドイツに住むクリスチャンの姉妹は，注解することを自分がどう見ているかについて，「注解することは，神の民に信仰を表明させまいとするサタンの企てに対する，わたし個人の返答です」と説明しています。同じ会衆に交わるバプテスマを受けたばかりの兄弟は，「注解することに関しては何度も祈ります」と述べています。
よく準備する。前もって資料を研究していないと，注解するのが難しく，注解もあまり有意義なものとはならないでしょう。会衆の集会での注解に関する提案が，「神権宣教学校の教育から益を得る」という出版物の70ページに載せられています。
毎回の集会で1回は注解することを目標にする。このためには，答えを幾つか準備しておく必要があります。手を挙げる回数が多ければ多いほど，司会する兄弟に当ててもらえる可能性は高くなるからです。どの質問に対する答えを準備したかを，前もって，司会する兄弟に伝えておくこともできるかもしれません。まだ注解に慣れていないなら，これは特に助けになります。「大きな会衆の中」で手を挙げるのをためらうということもあるので，この節はわたしの節で，わたしの手が挙がるのを集会の司会者は待っていると分かれば，注解する励みとなります。
早めに注解する。難しい仕事は，先延ばしにしてもやりやすくはなりません。集会で早めに注解するのは助けになります。1回目の注解というハードルを越えたら，2回目，3回目の注解がずっとしやすくなることに驚くでしょう。
ふさわしい席に座る。王国会館の前のほうに座ると注解しやすいという人もいます。気を散らされることが少なく，司会者に見過ごされることも少ないからです。前のほうに座る場合は，注解用のマイクを使っていない会衆では特に，皆に聞こえるような大きな声を出すようにしてください。
注意深く聞く。そうすれば，ほかの人が注解したばかりの点を繰り返すのを避けられます。また，ほかの人の注解を聞いて，その点をさらに発展させる聖句や要点を思い起こすこともあります。時には，短い経験を述べて討議している要点を例証することもできます。そのような注解は，非常に有益です。
自分の言葉で答えるようにする。研究資料からそのまま読むのは，正しい答えを見つけたことを示すものとなり，注解し始める良い方法となるかもしれません。しかし，進歩して自分の言葉で答えるなら，要点を理解していることが明らかになります。出版物から一字一句そのとおりに引用する必要はないのです。エホバの証人は，出版物に書かれている事柄をただ繰り返すのではありません。
論題からそれない。論題と無関係な注解や，考慮している主要な考えからそれた注解はふさわしくありません。つまり，討議している論題に関連のある注解をすべきです。そうすれば，発展させられている主題に関する霊的に築き上げる討議に貢献する注解となるでしょう。
励ますことを目指す。注解する一つの重要な理由は他の人を励ますことなので，気落ちさせかねないことを言わないようにしなければなりません。また，節の内容を全部述べて他の人が注解できることがほとんど残らない，ということのないようにしましょう。長い注解や込み入った注解は，意味があいまいになりがちです。わずかな語句からなる短い注解は，非常に効果的で，新しい人も短い答えをする励みを得るでしょう。
集会を司会する人の役割
励みを与えるということについて言えば，集会の司会者も重い責任を担っています。だれが注解している時であれ，ほかのことに気をとられるのではなく，注意深く耳を傾け，礼儀正しく注解者を見ることによって，真の関心を示すようにします。注意深く聞かなかったために，注解されたばかりの点を不必要に繰り返したり，答えが出たばかりの点を質問したりするのは，いかにも不適切なことです。
もし司会者がいつも，なされたばかりの注解が十分良いものではなかったかのように，その注解をわずかに異なる言葉遣いで繰り返すとしたら，それも，励みを与えるものとはならないでしょう。逆に，司会者の述べる言葉が重要な点の一層の討議を促すものであれば，それは非常に励みとなります。『会衆内で，その点をどのように適用できるでしょうか』，『この節のどの聖句が，今述べられた点を裏づけているでしょうか』といった質問は，積極的な注解を励ますものであり，そうした注解は討議に貴重な貢献をします。
言うまでもなく，新しい人や内気な人が注解した時には特に，ほめることは大切です。集会後に個人的にそうすれば，恥ずかしい思いをさせないですみ，適切な場合にはその機会に司会者が提案を与えることもできるでしょう。
普段の会話でも，だれか一人がずっとしゃべると，ほかの人は話す気がしなくなってしまいます。聞いている人たちは，自分の考えを述べる必要を感じなくなり，聞くにしても，うわのそらになります。同じようなことが，司会者が注解しすぎて討議を独り占めする時にも生じるかもしれません。もちろん，集会の司会者が時折，補足的な質問を用いて，出席者の考えを引き出したり論題に関する考えを刺激したりすることはあります。とはいえ，そのような質問は控えめにすべきでしょう。
司会者は，必ずしも最初に手を挙げた人を当てるわけではありません。もしそうするなら，考えをまとめるのに幾らか時間のかかる人は意欲を失いかねません。少し待てば，まだ注解していない人に機会を与えることになります。また識別力を示し，小さな子どもには理解できない論題に関する質問では，子どもたちを当てないようにします。
答えが間違っていたらどうすべきでしょうか。司会者は，答えた人に気まずい思いをさせないようにすべきです。間違った答えにも，多くの場合，正しい部分が含まれています。司会者は，正しいと言える点を巧みに取り上げるか，質問を言い換えるか，あるいは付加的な質問をするかして，気まずい雰囲気にせずに物事を正すことができます。
注解を励ますためには，『ほかに注解がありますか』というような漠然とした質問は避けるほうがよいでしょう。『まだ注解していない人はいますか。これが最後の機会です』という質問は，良い動機から出たものであるとしても，自分の考えを自由に述べるよう励ますものとはならないでしょう。研究のもっと前のほうで注解しなかったことで兄弟たちに後ろめたい気持ちを抱かせるべきではありません。むしろ，自分の知っている事柄を分かつことが愛の表明になるゆえにそうするよう励ますべきでしょう。また司会者は，注解するようだれかを当てて，「その後に何々兄弟，そして何々姉妹，注解をお願いします」とは言わないほうがよいでしょう。司会者は，まずその注解を聴いてから，付加的な注解が必要かどうかを判断すべきです。
注解することは特権
クリスチャンの集会に出席することは，霊的に不可欠な事柄であり，集会で注解することは，特権です。「会衆の中で」エホバを賛美するこの独特の面に参加すればするだけ，ダビデの模範に倣い，パウロの助言を真剣に受け止めていることになります。集会で注解に参加することによって，自分が兄弟たちを愛しており，エホバの大きな会衆の一員であることを示すのです。あなたは「その日が近づくのを見て（いる）」今，ほかのどこにいたいと思うでしょうか。―ヘブライ 10:25。
[脚注]
発行: エホバの証人
[20ページの図版]
聴くことと注解することは，クリスチャンの集会の重要な面
[21ページの図版]
司会者は，すべての注解に真に関心を示す



^ ***塔13 7/15 32ページ 「この挿絵はすごい！」***
「この挿絵はすごい！」
「ものみの塔」の新しい号を手にして，きっと何度もそう思ったことでしょう。実際に他の人にそう言ったことも少なくないでしょう。時間をかけて注意深く制作された美しい挿絵や写真には，ある目的があります。わたしたちの思考や感情を刺激するための助けなのです。特に，「ものみの塔」研究の予習の際，また注解する際に役立ちます。
例えば，各研究記事の最初にある挿絵や写真について考えてみましょう。なぜそれが選ばれたのでしょうか。何が表現されていますか。記事の主題や主題聖句とどのように関連しているでしょうか。また，ほかの挿絵や写真についても，討議されている内容や自分個人の生活とどう関係するか，考えてみましょう。
「ものみの塔」研究の司会者は，それぞれの挿絵や写真について聴衆に注解の機会を与えたいと思うことでしょう。兄弟姉妹は，その挿絵や写真が学んでいる事柄にどう当てはまるか，また個人的にどんな影響を受けたかなどを注解することができます。挿絵や写真のキャプションに，関連する節が特定されている場合があります。そうした注記がない場合，司会者はそれぞれの挿絵や写真について，どの節で注解を求めるのが一番良いかを決めることができます。そうすれば，神の言葉に見いだされる教訓を思い描くよう助けられ，皆が十分な益を得られます。
ある兄弟はこう言っています。「挿絵や写真を見ると，記事の素晴らしさがいっそう際立ちます」。



^ ***塔03 9/1 21–22ページ 「会衆の中で」エホバを賛美しなさい***
の手が挙がるのを集会の司会者は待っていると分かれば，注解する励みとなります。
早めに注解する。難しい仕事は，先延ばしにしてもやりやすくはなりません。集会で早めに注解するのは助けになります。1回目の注解というハードルを越えたら，2回目，3回目の注解がずっとしやすくなることに驚くでしょう。
ふさわしい席に座る。王国会館の前のほうに座ると注解しやすいという人もいます。気を散らされることが少なく，司会者に見過ごされることも少ないからです。前のほうに座る場合は，注解用のマイクを使っていない会衆では特に，皆に聞こえるような大きな声を出すようにしてください。
注意深く聞く。そうすれば，ほかの人が注解したばかりの点を繰り返すのを避けられます。また，ほかの人の注解を聞いて，その点をさらに発展させる聖句や要点を思い起こすこともあります。時には，短い経験を述べて討議している要点を例証することもできます。そのような注解は，非常に有益です。
自分の言葉で答えるようにする。研究資料からそのまま読むのは，正しい答えを見つけたことを示すものとなり，注解し始める良い方法となるかもしれません。しかし，進歩して自分の言葉で答えるなら，要点を理解していることが明らかになります。出版物から一字一句そのとおりに引用する必要はないのです。エホバの証人は，出版物に書かれている事柄をただ繰り返すのではありません。
論題からそれない。論題と無関係な注解や，考慮している主要な考えからそれた注解はふさわしくありません。つまり，討議している論題に関連のある注解をすべきです。そうすれば，発展させられている主題に関する霊的に築き上げる討議に貢献する注解となるでしょう。
励ますことを目指す。注解する一つの重要な理由は他の人を励ますことなので，気落ちさせかねないことを言わないようにしなければなりません。また，節の内容を全部述べて他の人が注解できることがほとんど残らない，ということのないようにしましょう。長い注解や込み入った注解は，意味があいまいになりがちです。わずかな語句からなる短い注解は，非常に効果的で，新しい人も短い答えをする励みを得るでしょう。
集会を司会する人の役割
励みを与えるということについて言えば，集会の司会者も重い責任を担っています。だれが注解している時であれ，ほかのことに気をとられるのではなく，注意深く耳を傾け，礼儀正しく注解者を見ることによって，真の関心を示すようにします。注意深く聞かなかったために，注解されたばかりの点を不必要に繰り返したり，答えが出たばかりの点を質問したりするのは，いかにも不適切なことです。
もし司会者がいつも，なされたばかりの注解が十分良いものではなかったかのように，その注解をわずかに異なる言葉遣いで繰り返すとしたら，それも，励みを与えるものとはならないでしょう。逆に，司会者の述べる言葉が重要な点の一層の討議を促すものであれば，それは非常に励みとなります。『会衆内で，その点をどのように適用できるでしょうか』，『この節のどの聖句が，今述べられた点を裏づけているでしょうか』といった質問は，積極的な注解を励ますものであり，そうした注解は討議に貴重な貢献をします。
言うまでもなく，新しい人や内気な人が注解した時には特に，ほめることは大切です。集会後に個人的にそうすれば，恥ずかしい思いをさせないですみ，適切な場合にはその機会に司会者が提案を与えることもできるでしょう。
普段の会話でも，だれか一人がずっとしゃべると，ほかの人は話す気がしなくなってしまいます。聞いている人たちは，自分の考えを述べる必要を感じなくなり，聞くにしても，うわのそらになります。同じようなことが，司会者が注解しすぎて討議を独り占めする時にも生じるかもしれません。もちろん，集会の司会者が時折，補足的な質問を用いて，出席者の考えを引き出したり論題に関する考えを刺激したりすることはあります。とはいえ，そのような質問は控えめにすべきでしょう。
司会者は，必ずしも最初に手を挙げた人を当てるわけではありません。もしそうするなら，考えをまとめるのに幾らか時間のかかる人は意欲を失いかねません。少し待てば，まだ注解していない人に機会を与えることになります。また識別力を示し，小さな子どもには理解できない論題に関する質問では，子どもたちを当てないようにします。
答えが間違っていたらどうすべきでしょうか。司会者は，答えた人に気まずい思いをさせないようにすべきです。間違った答えにも，多くの場合，正しい部分が含まれています。司会者は，正しいと言える点を巧みに取り上げるか，質問を言い換えるか，あるいは付加的な質問をするかして，気まずい雰囲気にせずに物事を正すことができます。
注解を励ますためには，『ほかに注解がありますか』というような漠然とした質問は避けるほうがよいでしょう。『まだ注解していない人はいますか。これが最後の機会です』という質問は，良い動機から出たものであるとしても，自分の考えを自由に述べるよう励ますものとはならないでしょう。研究のもっと前のほうで注解しなかったことで兄弟たちに後ろめたい気持ちを抱かせるべきではありません。むしろ，自分の知っている事柄を分かつことが愛の表明になるゆえにそうするよう励ますべきでしょう。また司会者は，注解するようだれかを当てて，「その後に何々兄弟，そして何々姉妹，注解をお願いします」とは言わないほうがよいでしょう。司会者は，まずその注解を聴いてから，付加的な注解が必要かどうかを判断すべきです。
注解することは特権
クリスチャンの集会に出席することは，霊的に不可欠な事柄であり，集会で注解することは，特権です。「会衆の中で」エホバを賛美するこの独特の面に参加すればするだけ，ダビデの模範に倣い，パウロの助言を真剣に受け止めていることになります。集会で注解に参加することによって，自分が兄弟たちを愛しており，エホバの大きな会衆の一員であることを示すのです。あなたは「その日が近づくのを見て（いる）」今，ほかのどこにいたいと思うでしょうか。―ヘブライ 10:25。









^ ***喜歌 142番 希望をしっかり持ち続ける***
142番
希望をしっかり持ち続ける
（ヘブライ 6:18，19）
1. 人は絶えず道に迷い
救い求め風を追う
罪の力逆らえず
力 希望なくす
（※ 繰り返し）
元気出して さあ歌おう
王国救い もたらす
希望つかみ離さず
命のいかり頼ろう
2. エホバの日は近づいたと
告げる声が鳴り響く
神は悪を終わらせて
皆の希望かなう
（※ 繰り返し）
元気出して さあ歌おう
王国救い もたらす
希望つかみ離さず
命のいかり頼ろう
（詩 27:14; 伝 1:14; ヨエ 2:1; ハバ 1:2，3; ロマ 8:22も参照。）



^ ***喜歌 139番 新しい世界を見つめて***
139番
新しい世界を見つめて
（啓示 21:1-5）
1. 心に描こう 楽園での私を
自由と平和が満ちた世界にいる
恐れや苦しみ涙も もはやない
輝く時代始まる
感謝の思いあふれ出す
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
2. 心を向けよう 楽園での自分に
静けさ 安らぎ 満ちた世界にいる
エホバの約束全てが果たされた
愛する人と再び会える喜び
すぐそこに
（※ 繰り返し）
ありがとう 父エホバ
新しいこの世界
声響かせ さあ歌おう
この賛美を今あなたに
（詩 37:10，11; イザ 65:17; ヨハ 5:28; ペテ二 3:13も参照。）



^ ***索86-22 預言***
預言
（次の項も参照: 終わりの時代; 女預言者; 回復; 小預言書; 将来; 幻; 予言; 預言者; 預言的な型; 予知; 聖書の書名の項）
真の預言の源: 塔11 12/1 11-12; 洞-2 317-318，1084
真の預言を確定する: 目 08/3 7; 感 300; 塔87 5/1 3，5-7
全てが神から出ているわけではない: 塔87 5/1 3-6
その語の意味: イ聖 記事108; 清 25; 新世 2035; 教簡 208; 塔11 12/1 11; 日 166-167; 洞-2 1084; 塔92 2/1 3; 論 416; 塔87 5/1 3
『霊感の表現を試しなさい』（ヨハ一 4:1）: 洞-2 1087
引用文
聖書預言が成就した例はあまりにも多く，とても偶然とは考えられない: 塔12 6/1 4
三日先の事を見ることができる人は，幾千年も金持ちでいられる: 塔99 7/15 4; 塔93 5/15 3
聖書預言
1914年に異邦人の時が終わる: 国 15; 告 60，134-138
1世紀:
ペンテコステの時の弟子たち: 塔研20.04 5-7; 日 167; 塔02 8/1 15; 洞-2 1091
霊の賜物: 洞-1 613-614; 洞-2 1086
エノク（ユダ 14，15）: 塔般17.1 11-12; 塔05 9/1 16; 塔01 9/15 30-31; 洞-2 1055
オカルトとの違い: 塔87 3/1 5
解釈: 塔11 12/1 12-13; 啓 9，119，246-248; 洞-2 317-318，1087-1088
「暗い所に輝くともしび」（ペテ二 1:19）: 塔00 4/1 14-15; 塔97 9/1 12-13; 塔91 2/1 29
クリスチャンにとって重要: 塔研20.07 11-13; 論 417-418
最初の預言（創 3:15）: 塔研22.07 14-19; 塔研16.08 9; 塔14 10/15 8-9; 国 33，35; 塔12 6/15 7-11，19; 塔09 5/15 22; メ 5; 塔07 12/1 23-28; 啓 10-14，286-295; 塔06 2/15 4; 塔06 6/1 23-24; 拝 33-35; 塔00 5/15 15-16; 造 119; 塔96 6/1 9-14; 洞-1 190，405-406，510，836-837; 言 150-161; 塔88 9/1 9，11-12; 塔87 5/1 5
世界強国に関する預言を理解する助け: 塔12 6/15 7-11
漸進的な啓示: 塔研16.09 25-26
それを要約した表: 塔11 1/1 10
復活を含む: 塔05 5/1 11-12; 洞-2 673-674
モーセの律法下の祭りによって光が当てられる: 塔07 1/1 20-25
実現した後に書かれたのではない: 塔08 1/1 23-24; 造 106-111; 書 28-29; 戦 5-6
実現した例: 目 12/5 15-18; 目 12/6 12-14; 目 12/7 22-24; 目 12/8 18-20; 目 12/9 13-15; 目 12/11 15; 塔08 1/1 22-24; 塔04 12/1 11; 知 18-19; 目95 6/22 6-8; 戦 5-7; 塔93 5/15 4-6; 的 15-16; 塔92 5/15 6-8; 論 264-266
「70週」（ダニ 9:24-27）: 暮 レッスン15; 教簡 212-213; 塔12 1/1 16; 目 12/7 24; 塔11 8/15 8-9; 目 11/2 18; メ 18-19; 塔06 2/15 6; 何 197-199; ダ 186-197; 目95 6/22 8; 洞-1 872; 洞-2 380-385，449-450，784; 戦 26，28-29; 塔92 10/1 11-14; 楽 138; 感 88-89，141-142，291; 塔89 3/15 21-22; 言 130-132; 塔86 2/15 25; 塔86 10/1 5-6
70年にわたるユダの荒廃: 目 12/6 13-14; 塔11 10/1 26-28; 塔11 11/1 22-25，27; エレ 162; 塔06 11/15 32; 洞-1 715; 洞-2 332，449; 感 85; 塔86 1/15 8
「7つの時」（ダニ 4章）: 塔研22.07 3; 暮 レッスン32; 教簡 217-220; 塔14 11/1 8-9，11; 何 216-218; ダ 82-97; 洞-1 1185-1187; 楽 138-141; 塔90 10/15 18-19; 感 140，142; 塔89 3/15 21-22; 論 355-357; 塔86 11/1 4-7; 平 70-73
アガボは飢きんを預言する（使徒 11:28）: 徹 12; 洞-1 29，806; 塔90 6/1 19-20; 塔89 12/15 19
アッシリア: 目 10/12 27-28
アハブの家が滅ぼし尽くされる: 洞-1 233，345，1009
アブラハムの子孫: 目 12/5 15-18
アレクサンドロス大王: 塔12 6/1 4; 塔12 6/15 10-11; 目 11/3 19-20; 塔08 1/1 23-24; 洞-1 154-155，755; 塔88 3/15 29; 塔88 4/15 22-24
イザヤ: 塔08 10/1 4-6; 造 104-111; 洞-1 217-218; 感 119
イザヤの息子: 洞-1 213-214; 洞-2 890-891
イゼベルはエズレルで犬に食らい尽くされる（王一 21:23。王二 9:31-37）: エレ 120-121
エジプトのノフ（メンフィス）とノ（テーベ）: 目 10/11 17; 塔03 7/1 32
エジプトはネブカドネザルによって征服される: エレ 161
エドム: エレ 163-164; 洞-1 363-364; 論 265-266; 安 123-125
エリコの再建に関するヨシュアののろい: 塔98 9/15 21-22; 洞-1 104; 洞-2 598; 感 42
エリの家: 洞-1 1002
エルサレム（西暦前607年）: 清 66-67; 塔04 11/15 16-17; 洞-1 19; 戦 7; 感 164-165
エルサレム（西暦70年）: 塔般18.2 8-9; 目 11/4 12-13; 塔09 5/1 27; 塔07 4/1 8-11; 塔03 1/1 8-9; 塔99 5/1 11; 塔97 4/1 5-6; 塔96 8/15 16-19; 塔94 3/15 30-31; 洞-1 1164; 戦 29-30; 感 188，336-337; 論 266; 塔88 1/1 30-31; 目87 6/8 18; 塔86 5/15 4
エルサレムが「野営を張った軍隊に囲まれる」（ルカ 21:20）: 塔15 7/15 14-15; 目 11/4 12; 塔94 3/15 30
エレミヤ: エレ 154-155，157-164; 洞-1 452; 感 129
オバデヤ: 日 162-163; 感 152
終わりの時代: イ聖 記事185; 暮 レッスン3; 塔般18.2 7; 塔15 5/1 6-8; 目 12/10 26-28; 塔08 8/1 5-6; 塔08 10/1 6-8; 塔06 9/15 4-6; 塔04 2/1 20; 塔92 5/1 22-23; 偉 111章; 塔90 3/15 8-9; 言 134-148; 塔88 10/1 3-7; 塔88 10/15 3-7; 塔86 5/15 5
壁の手書き文字（ダニ 5章）: ダ 98-113; 塔86 10/1 3-4; 塔86 11/15 3-4
北の王と南の王（ダニ 11，12章）: 塔研20.05 2-16; ダ 211-285; 塔87 7/1 11-16，19; 塔86 10/15 3-7
キュロス大王: 暮 レッスン3; 塔般20.1 8; 塔般18.2 6; 塔14 5/1 5-6; 目 13/5 12-13; 目 11/1 12; 目 11/2 17-18; 塔06 6/1 21-22; イ-2 70-72，76-82; ダ 150-151; 塔97 5/1 9-11; 書 27-28; 目96 2/8 8-9; 洞-1 217，713-716; 感 119; 論 264-265; 塔88 3/15 27
ギリシャ（古代の）: 暮 レッスン3; 塔12 6/1 4; 塔08 1/1 23-24; 塔88 4/15 22-25
キリスト教が世界中に広まる: 目 12/9 13-14
キリスト教が激しく迫害される: 塔研22.07 9; 目 12/9 14
キリスト教が腐敗させられる: 目 12/9 15
嫌悪すべきもの（ダニ 9:27）: 塔12 4/15 25-26; ダ 195-196; 塔96 6/1 15-16; 洞-1 872
古代の国々の消滅もしくは存続: 塔08 1/1 22-23
サマリアの滅び: 塔05 11/15 29-30; 洞-1 1010; 塔88 2/15 26-27
時間どおり: 塔12 5/15 18-19
「詩編」: 洞-1 1089，1091
「神聖の道」（イザ 35:8，9）: 塔08 5/15 26-28; 洞-1 1207; 塔86 5/1 15
世界強国: 塔12 6/15 7-18; 目95 6/22 6-7; 言 125-130
ゼカリヤ: 洞-2 29-30
ゼパニヤ: 洞-2 40
ダニエル書の獣: 塔12 6/15 10-11; 満 13-14; ダ 129-145，165-170; 塔93 5/15 6; 塔88 3/15 27-29; 塔88 4/15 22-25; 塔86 10/1 6-7
ティルス: 目 11/3 19-20; 塔08 1/1 23; 塔08 6/1 27; 塔07 10/15 19; イ-1 252-254; 洞-2 262-263，531; 戦 7; 感 169; 言 120-122; 塔88 4/15 23
ニネベの滅び: 塔研21.11 31; 目17.3 5; 塔14 5/1 4-5; 塔07 11/15 9; 洞-2 403; 感 164-165; 塔89 5/15 24-25; 塔88 2/15 28
ネブカドネザルの夢の中の木（ダニ 4章）: 塔86 10/1 3; 塔86 11/1 4-5
ネブカドネザルの夢の中の像（ダニ 2章）: 塔研22.07 4-5; 塔12 6/15 9-11，15-16，19; 目 11/5 15-17; ダ 46-62; 洞-2 63-64
バビロン: 暮 レッスン3; 塔般20.1 8; 教簡 23-25; 目17.3 5; 集ワ17.01 7; 塔14 2/1 16; 目 13/5 12-13; 目 12/6 12-14; 目 11/1 11-12; 目 11/2 17-18; エレ 158，161-162; 目 07/11 9; 塔06 6/1 21-22; 何 23-24; イ-2 76-78，106-116; イ-1 176-181，215-225; ダ 110-111; 塔98 4/1 19-20; 造 104-107; 塔97 5/1 9-11; 書 27-29; 目96 2/8 8-9; 洞-1 713-715; 洞-2 324; 戦 7; 言 122-125; 論 264-265; 塔88 3/1 30-31; 塔86 5/15 4
バビロン捕囚: 清 96-97，106; 言 117-120
ベテルにある祭壇を汚す（王一 13:2）: 塔14 5/1 5; 洞-2 720
ホセア: 洞-2 845-846; 感 145
息子ノアに関するレメクの預言: 塔研17.06 8; 塔般17.1 11; 塔13 4/1 14; 塔13 8/1 15; 倣 22; 塔01 11/15 29; 塔96 11/1 8; 洞-2 1238
メシア: 新世 14-15; 目 15/2 14; 塔12 1/1 16; 目 12/7 22-24; 塔11 8/15 8-16; 塔09 1/15 21-29; 知 37; 目95 6/22 7-8; 洞-2 878，944，961-962; 塔93 5/15 6; 塔92 10/1 10-14; 感 119，343-344; 探 236，239，245; 言 130-133; 目88 8/8 26-27; 塔87 6/15 31; 塔87 7/15 6; 平 61-63
メディア・ペルシャ: 塔12 6/15 10; 目99 4/8 25-27; 目99 8/8 25-27; 塔88 3/15 26-29
モアブ: 洞-2 986-987
約束の地の境界がユーフラテス川に達する（創 15:18。代一 18:3）: 塔05 10/1 11
ヤコブの臨終の預言（創 49章）: 倣 142; 塔12 1/1 29; 洞-1 501; 洞-2 1022; 感 17
野獣の像（緋色の野獣）: 塔研22.05 10; 啓 194-195，246-248; 塔88 6/1 25-28
「ヨハネへの啓示」に記されている収穫: 啓 125-126
列王記（第一の書）: 感 68-69
列王記（第二の書）: 感 73
実現する時期: 洞-2 1085-1087
将来の成就: 新世 20-21; 塔14 5/1 7; 塔12 9/15 3-12; 目 12/11 12-14; 目 12/12 22-25; 論 416-417; 目88 8/8 27; 塔86 5/15 6-7
神託との対照: 塔99 7/15 3-7
信頼性: 塔99 7/15 4-8; 塔93 5/15 4-7; 論 280-281
優れている点: 塔00 1/15 3
すべてが将来を予告するものではない: イ聖 記事108
その中の「終わりの時代」: 新世 2015; 洞-1 500-501
それに関するエホバの証人の洞察力: 塔89 3/15 21-22
それに基づいた宇宙的な裁判: 塔88 2/1 13-20
それを理解する: 塔研20.04 2; 洞-2 1172
人間の予言との対照: 塔14 5/1 6
表: 感 343-346
イエスがメシアであること: 教簡 209; イ道 320; 目 12/7 22-23; 何 200; イ-2 212; 知 37; 洞-1 217; 洞-2 962; 感 343-344; 探 245
イザヤ書: 洞-1 217
エレミヤ書: 洞-1 452
成就: 目 12/11 15; 塔92 5/15 7
創世記: 感 18
複数回の実現: 洞-2 1085-1087
イザヤ書: イ-2 18; 洞-1 217
イザヤ 6章: イ-1 98-100
イザヤ 10:20-23: イ-1 155-156
イザヤ 11:6-9: 塔研18.12 5; 集ワ16.12 7; 国 232-234，236; イ-1 163-165
イザヤ 28章: イ-1 287-289，291-296; 塔91 6/1 10-25
イザヤ 35章: 塔研18.12 5; 塔96 2/15 8-18; 安 129-135
イザヤ 54章: イ-2 216-217
イザヤ 59:20，21: イ-2 299-302
イザヤ 60章: イ-2 303-304，306-320
イザヤ 61章: イ-2 321-334
イザヤ 65章: 塔研18.12 5; イ-2 372，379-389
イザヤ 66章: イ-2 393-402
エゼキエル書: 清 96-107，109-110
エゼキエル 37:1-14: 清 112-117，119
エゼキエル 37:15-28: 清 129-136
エゼキエル 47:1-12: 清 202-203，205-210
ダニエル 4章: 暮 レッスン32; 塔07 9/1 18
ホセア書: 洞-2 846; 感 145
ヨエル書: 塔98 5/1 14-15
ゼパニヤ書: 塔96 3/1 8-18
亜麻布の服を着た者（エゼ 9章）: 清 172-180; 塔研16.06 16-17; 塔研16.12 18; 塔88 9/15 14
エホバの家に流れのように向かう（イザ 2:2-4。ミカ 4:1-4）: 洞-1 501
『エホバの家の山は高められる』（イザ 2:2。ミカ 4:1）: 洞-2 1036
「エホバの日」: 日 36-37
「王国のこの良いたより」を宣べ伝える（マタ 24:14。マル 13:10）: 塔99 8/15 19-24; 洞-2 467
終わりの日: イ道 256，258; 塔99 5/1 12-13; 塔97 4/1 5-6; 塔96 8/15 19-20; 塔94 2/15 11-13; 洞-1 1193; 洞-2 1190; 偉 111章; 塔90 3/15 8-9; 塔90 10/15 17; 塔88 10/1 3; 平 75-76
回復の預言: 清 12-13; 塔研18.12 4-5; 国 231-237; 啓 303; 洞-1 872; 洞-2 1150
壁の手書き文字（ダニ 5章）: 塔87 9/1 24-28
来たるべきエリヤ（マラ 4:5）: 塔91 9/15 22; 塔89 7/1 30
国々が揺り動かされ，貴重なものが入ってくる（ハガ 2:6，7，21，22）: 塔研21.09 14-17
「荒廃をもたらす嫌悪すべきもの」（ダニ 9:27; 11:31; 12:11）: 塔13 7/15 4-5; 塔96 6/1 14-19; 洞-1 872-873
『七人の牧者，八人の君侯』（ミカ 5:5）: 塔13 11/15 16，18-20
主が神殿に来る（マラ 3章）: 塔13 7/15 10-12; 塔92 12/1 12-14; 塔87 6/15 10-15
「救いの日」（イザ 49:8; コリ二 6:1，2）: 鑑06 3-4
「聖なる力をあらゆる人に注ぐ」（ヨエ 2:28）: 塔研20.04 5-7; 日 167
『戦いをやめる』（詩 46:8-10）: 洞-2 55
バビロンが滅ぼされ荒廃する（エレ 50，51章）: エレ 165
バラムの預言（民 24章）: 洞-1 501
ヤコブの臨終の預言（創 49章）: 洞-1 501
「ラケルはその子らのことで泣いている」（エレ 31:15）: 塔14 12/15 21; エレ 162-163; 洞-2 1158，1167
目的: 塔15 9/1 16; エレ 155; 洞-2 1085-1086; 塔87 5/1 5; 塔87 8/15 31
預言的な名前: 洞-2 365-367
預言における時:
「患難のすぐ後に」（マタ 24:29）: 塔94 2/15 18-20; 洞-1 671-672
「定められた時が近い」（啓 1:3）: 啓 17
年: 洞-2 338; 感 282
日: 洞-2 594
『ほどなくして起きる』（啓 1:1）: 啓 15-16
預言の形式: イ聖 記事108; 新世 2035; 洞-2 1087
幻: 洞-2 891-892
預言的な型（予型と対型）: 塔15 3/15 9-11，17-18; 塔15 6/15 32
「預言の言葉」（ペテ二 1:19）: 塔97 9/1 12-13; 宣 94/12 3-4; 塔93 7/15 16
それに信仰を持つ: 塔00 5/15 15-19
それに注意を払う: 塔00 4/1 12-17
霊感: 感 9-10
「個人的な解釈」からは出ていない（ペテ二 1:20）: 塔11 12/1 11-12; 塔00 4/1 16; 洞-2 317
その証拠: 塔92 5/15 6-8; 感 342-343; 言 117-148; 目88 8/8 26-27
論考: イ聖 記事108; 教簡 23-26; 塔12 1/1 16-17; 塔12 6/1 4; 目 12/5 15-18; 目 12/6 12-14; 目 12/7 22-24; 目 12/8 18-20; 目 12/9 13-15; 目 12/10 26-28; 目 12/11 12-15; 目 12/12 22-25; 塔08 10/1 3-4; 何 23-25; 書 27-29; 知 17-19，21; 洞-2 1084-1088; 論 82-83，416-418; 塔87 5/1 4-7



^ ***塔08 1/1 22–24ページ エホバが予告した事柄は実現する***
エホバが予告した事柄は実現する
『わたしは神たる者であり，ほかに神もわたしのような者もいない。終わりのことを初めから，また，まだ行なわれていなかったことを昔から告げる者』。（イザヤ 46:9，10）こう述べておられるエホバは，将来を的確に予告できる方です。
人間が将来を正確に予言できないことは周知の事実ですが，聖書は預言の本です。その著者は神であると言われています。それで，真実を追究する人は，本当に聖書の著者は神であると言えるのかどうか調べたいと思うでしょう。では，すでに成就した聖書預言を幾つか取り上げて考えてみましょう。
古代の国々
神は，バビロンが恒久的な滅びを被り，エドム，モアブ，アンモンも滅ぼされて永久に消え去る，と予告されました。（エレミヤ 48:42; 49:17，18; 51:24-26。オバデヤ 8，18。ゼパニヤ 2:8，9）これらの民族が国家集団として消え去ったことは，神の預言の言葉の正確さを証明しています。
とはいえ，どんなに強大な国家もいつかは消えて行くものだ，それを予告することぐらいだれにでもできる，と異議を唱える人がいるかもしれません。しかしそうした人は，聖書にはそれ以上のことが記されているという肝心な事実を無視しています。例えば聖書には，バビロンがどのように陥落するかに関する詳細な点が記されています。バビロンがメディア人によって征服されることや，侵略軍を率いるのはキュロスであること，バビロンの防御用の川が干上がることを，聖書は予告していたのです。―イザヤ 13:17-19; 44:27–45:1。
聖書は，征服される国や民族について，いつも決まって永久の消滅を予告しているわけではありません。それとは対照的な例もあります。神は，バビロニア人によるエルサレム陥落を予告した際に，エルサレムは復興されるであろうと述べられました。捕虜を決して解放しないのがバビロンの政策だったにもかかわらず，そう予告されたのです。（エレミヤ 24:4-7; 29:10; 30:18，19）この予告は成就し，ユダヤ人の子孫は現在に至るまで一つの民として存続しています。
別の例としてエホバは，古代の世界強国エジプトについて，その国は倒されるが，「その後，彼女[エジプト]は昔の日のように，人の住むところとなる」，そして「地位の低い王国」となる，と予告されました。（エレミヤ 46:25，26。エゼキエル 29:14，15）この予告も成就しました。また，世界強国のギリシャが倒されることも予告なさいましたが，その国が存在しなくなるとは言われませんでした。このように，エホバが絶滅を予告された国々が消え去ったことから，またそう予告されなかった国や民族が今でも存続していることから，何が分かりますか。神の言葉には信頼できる確かな預言が収められている，ということが分かるのではないでしょうか。
驚くほど詳細に
すでに見たとおり，エホバはバビロンの陥落の様子について数多くの詳細な点を告げておられました。ティルスの滅びについても，ティルスの石や木工物や塵が「水の中に」置かれるであろうとエゼキエル書に予告されていました。（エゼキエル 26:4，5，12）この預言は西暦前332年に成就します。その年，アレクサンドロス大王が自軍に命じて，破壊された本土側のティルスの残骸を用いて島側のティルスまで土手道を築かせたのです。そして，島側のティルスも征服されました。
ダニエル 8章5-8，21，22節および11章3，4節に記録されている預言も，並外れて大いなる「ギリシャの王」について，興味深い詳細を告げています。この王は，勢力の絶頂にある時に倒れ，その王国は四つに分割されますが，王の子孫のものとはならないのです。この預言が記録されてから200年以上後に，その強大な王はアレクサンドロス大王であることが明らかになります。一般の歴史によれば，アレクサンドロスは不慮の死を遂げ，その帝国は結局，王の子孫ではなく4人の将軍によって分割領有されました。
この預言は物事が生じた後に記されたに違いない，と言って批判する人がいます。では，先ほどのダニエル書の記述をもう一度調べてみましょう。この記述は，預言として見ると非常に詳細であると言えます。しかし，預言を装った歴史の記録として見ると，詳細な点があまりにも少ないと言えるのではないでしょうか。アレクサンドロスより後代の詐欺師が預言に見せかけて読者に感銘を与えようとしたのであれば，アレクサンドロスの死後に息子二人が王位を狙い，二人とも暗殺される，という点を含めなかったのはなぜですか。4人の将軍がアレクサンドロスの帝国のそれぞれの場所で支配権を確立するのはずっと後のことである，という点に触れなかったのはなぜですか。さらに，大王と4人の将軍の名前を述べていないのはなぜでしょうか。
聖書預言は事後に書かれたものであるという主張は昔からありますが，それには根拠がありません。証拠を調べもせずに将来の出来事の予告は不可能であると決めつける人たちの主張にすぎません。そのような人たちは，聖書を神の言葉として受け入れたくないので，何事も人間的･唯物的な観点から説明するしかないのです。いずれにせよ，豊かな知恵をお持ちの神は，霊感を与えて必要十分な詳細情報を預言させ，ご自分が聖書の著者であることを確証しておられます。
あなたも，時間を取って，いずれかの聖書預言とその成就についてじっくり考えるなら，信仰が深まるでしょう。聖書預言を調べてみるのはいかがですか。調べる時には，『聖書全体は神の霊感を受けたもので，有益です』という本の343-346ページにある図表が役に立つでしょう。そのようにして調べる時，信仰を築くことを目標にしてください。急いで資料を読むだけであってはなりません。エホバが予告された事柄はすべて確かに実現するという事実を，じっくりと味わいましょう。
[脚注]
聖書預言は事後に書かれたものであるという主張を論破するさらに詳しい情報については，エホバの証人の発行した「あなたのことを気づかう創造者がおられますか」という本の106-111ページをご覧ください。
発行: エホバの証人
[24ページの囲み記事/図版]
生活に役立つ原則
考える価値のある別の点があります。世界強国の興亡を正確に予告している神は，生活に役立つ聖書の原則の源でもあるのです。例えば，このような原則があります。
人は自分のまくものを刈り取る。―ガラテア 6:7。
受けるより与えるほうが幸福である。―使徒 20:35。
幸福は，霊的な必要を満たすことにかかっている。―マタイ 5:3。
あなたも，こうした原則に沿って生活するなら，その原則が自分にとっても有益であることを実感できるでしょう。
[22，23ページの図版]
神の言葉は，以下の国々に関して恒久的な終わりを予告した…
エドム
バビロン
…しかし，以下の国々に関してはそうではない
ギリシャ
エジプト
[クレジット]
Pictorial Archive (Near Eastern History) Est.
WHO photo by Edouard Boubat
[23ページの図版]
アレクサンドロス大王
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